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端末機1台で各種建築計算が総合的にでき、

新耐震設計jおこも即応、じα 、ます;

. 建築ライブラリ・プログラム ( BUI L  D) シリーズは建設大

臣の指定を受けています二

BUI L Dは建設省認定の確認申請用構造計算プログラムですので、確認申

請手続の省力 化、顧客に対する信頼性、作業の迅速化がはかれまt

. 計画系・構造系・設備系・積算系・施工系の広範囲に

わたり、豊富なプログラムを用意しています。

. プログラム料・保守料は無料でする

・端末機の操作は非常に簡単です。

. データ量の多い大型処理も割安にできます0

・料金は経済的・合理的です。

D E MOS - E  は電電公社のデータ通信サービスです。

・資料をご希望の方は. .… ・右記の項目にご記入の上 「干530 大阪市北区中之島6-2-27

中之島センタービル近畿電気通信局データ通信本部営業企画担当( 合 (06) 446-7081) J  

まで封書でお送り下さい。

. お電話でのお問合せは・・・… 北 海道 ￯￯ ＨＰＱＱＩＲＲＱＭＱＰＰＰ ｾ 東 北 ￯￯ ＨＰＲＲＲＩＲ Ｑ ＭＲＰＰＰ ｾ Ｑ 拘

束 ￯￯ ＨＰＳＩＴＳＶＭＴＳＰＵ ｾ 東京 公 ＨＰＳＩＵＸＸＭＹＱＵＱ ｾ 東海 合 ＨＰＵＲＩＲＹ ＱＭ ＲＵＲＵ ｾ 信越 ￯￯ ＨＰＲＶＲＩＲＷ

沼組鳴5 2 1 2 1 U討偵思! ? 2221100 《》電電公社

貴社( 庖) 名 業 種

所 在 地 干 まま(

ご氏名 部署
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4 建 築 8 団 体 合 同 新 年 交 礼 会 開 催4 建築関係団体合同忘年懇親会開催

( 再掲)

昭和 57年 1 月 4 日開) 午後 2 時- 3 時

大阪コクサイホテル 8 階大ホール( 大阪市東区内本町)

2，000円( 申込者で当日欠席されても会費をいただきます)

12月12 日までに会費を添えて日本建築協会総務課までお申

込下さい。

時

場

責

込

日

会

会

申

昭和56年 12 月 14 日明) 午後 6 時 - 81侍

太閤図ガーデンホール

( 都島区網島町 9 - 10  T  E  L  356- 1111)  

7，000円( 別に多額の補助あり)

400名( 豪華商品の当たる拙せん会を行います)

と き

ところ

資

員

会

定

議師紹介

1964年 北海道大学処築工学科卒業

1966年 京都大学大学院修上課程修了

1967年 - JJ l . { [ 点抑大学工学部助予

1976年 rlffi 市住定供給の計画的研究J にて工学博土

1974年、 76、78、80、81年 ヨーロ ド ヘアメリカにおける住宅

J也計Ilhj 、i主主政策、 m市計画向調査

・ 主なＱＨ Ｇ ｉ Ｎ ｉｾ r  IlI" ll 珂rf. J小集団I l 日発J (共品i ' ) ' ' 1・; 長出版社

「住宅! 日j姐 .JI l j i 5 住宅経営J UUキ) 有斐l担l

「 現代的生活 ｾｬ｡ｊ 論 ｊ Ｈ 共符 Ｉ 勤 Ｑ［Ｑ ・ Ｓ 窃

r{J u日! t 合住宅のレイアウト J( 敗 沢) 鹿白出版会

昭和56年 12 月 4 日( 金) 開場18 : 00 

開 会18 :  3か→閉会20: 30 

大阪府立労働センター・ 5 階・研修室 2

( 大阪市東区京橋 3 丁目 15 ， T  E  L  06 - 942- 0∞1)  

たたし、大阪、地下鉄谷町線 京阪"! L- ' l I r天満僑J 駅より商へ 400m. ま

たは、地下鉄堺筋線・京阪従 JI1 r北 浜 」 駅 よ リ 東 へ 叩Om→天神儲南3吉・

近畿郵政局の東隣リ

延藤安弘氏( 京都大学工学部建築学教室助手 ・工学博士)

70名

会 員 1，000円 l

^  =  L >  ｟｟｟ｾ＠ f 当日受付にて徴収

会員外 1，300円 j

往復はがき 1 名に 1 枚限りとし、氏名 ・年 令 ・勤務先名

・述絡屯話番号・返信用宛名 ・郵便番号 ・会員、会員外

の区別を記入し、 「都市住宅を考える (6) J と明記の上、

11月27 日幽までに建築協会事業譲へ。ただし、定員超過

の場合は会員優先の上抽せんにてお知らせします。

〔仙i)j" ) 今例は平日 のタ )j より|持JflYするニとにしました お繰リ合わせご出席下さい。

都市住宅を考える(川6酎 ) 川" 川川川" 附川川酬11川川川111酬 11川11川 川11

..... ‘ . ・・・・・絵本にみる

すまいとまちづくり・・・・・・

一一一延藤安弘氏に聞く 一 一
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申

子供や孫など、幾世代からも愛される「すまいづくり」、「まちづ

くり」は一体どうすればできるのでしょうか?

ホ都市住宅を考える H シリーズでは、このようなテーマについて、

過去 5 固にわたって企画をおこなってきました 。今回は、今までの

フィジカルな話とはやや趣の異なった、ソフトな側面をとりあげて

みました 。

ヨーロ ッパにおいては、すまいやまちづくりに関する社会教育 ・

学習が日本より盛んで、なかでも次の世代を担ってし、〈子供達には、

さまざまな試みがおこなわれているようです。

今回講師としてお招きしました延藤先生は、かねてよりヨーロ ッ

パにおいて、すまいやまちづくりに関する数多くのすぐれた絵本が

創られていることに着目され、 i度欧の機会をとらえて、かなりの冊

数の絵本を収集されています。そこで、当日は、美しく、みごとな

工夫のこらされたヨーロッパの絵本を、スライドでご紹介いただく

とともに、絵本にみるすまい ・まちづくりについて、先生にお話を

伺います。

絵本の内容は、ほとんどが日本のi ! _ ，t 府では見られぬものばかりで

あり、極めてめずらしくかっ楽しいスライドをご覧いただくことに

なります。建築や都市計画の方のみならず、多万面の万々がおさそ

いあわせのうえ、多数ご参加下さることをおすすめいたします。

1  建築と社会 1981年 11月号

..蜘輔副....“ー・叫_..制疎掬知v・・""--. .... 
凶制問P劇場凶・， "，・・..... ti r咽. .1 凶内a・w・銅"'11

T HE  BUl l DI NGS  I N A  T O WN  
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キ 。ーを訪ねヤンハ λ 訪 る 川111111111111111川

4 松 蔭 女 子 学 院 の 新 キ ャ ン パ ス を 見 る

キャンパスシリーズ第 2 回目として、大阪芸術大学に続き、今回

は最近竣工した神戸の松蔭女子学院を見学することになりました 。

松蔭女子学院は、従来分散していたキャンパスのうち、大学と 短

大とを六甲山のふもと約50 ，OOOm'の敷地に統合されることになり、

竹中工務庖の設計 ・施工により、昭和52年 7 月基本計画が始まり、

53年 12月に第 1 期工事がスタートして以来、 56年 9 月第 3 期工事竣

工によりその全容が完成しました 。

新キャンパスは 山裾の起伏や断層などの敷地条件の中に、タイル

の外壁と鋼板主主の屋根で統一された建物群が立ち並び、興味ある外

部空間を作りあげています。

今回は、このキャン パ スを見学するとともに、その設計者であり、

同学院の講師でもある竹中工務腐の永田祐三氏を講師にお招きし、

完成に至るまでの経緯やキャン パ ス計画に対するお考えなどをお伺

いしたいと思います。

多数のご参加をお待ちいたします。

日 時 昭和56年1 2 月1 2 日( 土 ) 集合13 :  10- →解散17 :  00 

集合場所 阪急電鉄「六甲駅j 改札出口 ( 山側の出口 )付近 ・目標会旗

〔参考〕 大阪より 4 阪急電卓、神戸方面行特急来II I ( 毎時 O時より 10分間隔発l I i ) →

「西宮北口駅J で普通に乗り瞥え、 5 つ 自の駅 ( 所要約40分・運賃片道210同)

。集合所より 4 名ずつタク ;"- - 1こ分来して現地へ まいります.

2  

‘ 建築への太陽熱利用に関する研修会( 再掲)

あなたはエネルギー危機に生き残れるか・

日 時 昭 和56年 11 月25 日 制 開 場 13 ・00 開 会13 :  15 - →閉会17 : 00 

会 場 大阪府立労働センター・ 5 階・視聴、党室

定 員 80名

参加会費 会貝 5，000円・会貝外 6，000円 ( 資料代含む・当日受付にて徴収)

演題及び務師

・「建築における太陽冷暖房の笑際と問題点」

斉藤義和氏 (大阪工業大学機械工学科講師)

・「建築家のための ソーラシステムのチェ ックポイント j

後藤達雄氏 (側大林組本庖設備設計部設計課長)

・記録映画 『巨大なるファラオ j 上映予定

申込締切 11月18日(村 詳細については建築協会事業諜へ。

( T  E  L  06- 231 - 9640)  

講 師 永田祐三氏( 株式会社竹 中工務庖設計部設計課長)

定 員 30名

参加会費 会 員 1 . 000円 l

H タクシ一代その他含む・当日徴収)

会員外 1 ，300円 j

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1 枚とし、氏名

建築概要

・年令 ・勤務先名 ・連絡電話番号・返信用宛名 ・郵便番

号 ・会員、会員外の区別を記入し、 「松蔭女子学院の新

キャンパスを訪ねる」と明記の上、 11月30 日( 月) までに

建築協会事業謀へ。定員超過の場合は会員優先の上、抽

せんにて決定しお知らせいたします。

所 在 地 神 戸 市 灘 区 篠 原 伯 母 野 山 町 1丁目 2 - 1  

地区地域 第 2 種 住 専 ・防火指定なし

設計施工株式会社竹中工務庖

敷地面積 49，953. 16m'  (校地面積 65，587.  57m') 

建築面積 9，676. 44m'  

延床面積 26 ，629. 66 m'  

工 期 I 期工事 53. 12- 55. 3

2 期工事 55. 4 - 56.  3  

3 期工事 55. 10- 56.  9  

外 部 仕 上 屋 根 鋼 板 l =0. 35 瓦 棒葺

外 壁 妬 器 質 タ イ ル フ ラ ンス貼 ( 打込工法)

関 口 部 アJ レミサ ッシュ熱硬化性樹脂焼付塗装

一部スチールドア S 0  p  
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表紙デザイン 楠回一夫( 造型作家)

特集予告

. 12月号/ 身障者施設の計画と設備( 仮 称)

.1月号 新たな商業空間の展開

.2月号/ 近後の地盤と地質

.3月号/ 医療施設( 仮称)

編集委員会 ( 昭和56年度)

編集委員長

三 輪 必 ロ ]

編 集 理 事

秋田 尚

井 l: i且

今 西 祥011

小 林 iN 

松 村 隆 三

三 姶 森 討 ]

安 雌 尚 一

竹 11" 1 鍬 -

fiij 野俊太郎

武 問 恭 一

樹 l刈史U l I

渡 辺 忠、

編 集 委 員

( 特集小委員会)

0 1向井 l'j 

・1十11町分科会

- JJII 藤 力

加 藤 郎 男

川 口 正 イi

u 本 卿 介

問 中 白 人

千 葉 佳 司

中ＮｉＮＡｾ 博良

中j領 勲

正義ノド:</[r.太郎

村上 元w

S足 立t

山本 1，千fl'(

占 岡 忠 純

・構造分科会

河村 111< 

l I l . 汗延干

小 品 述 男

.  i左 雌 智 夫

柴 田 道 生

山口 伝

・芯i.1分科会

大 台 良 司

表 康雄

河1，11 . を之

飯 田 弘 二

• 1事柳 鎚

森 山 正 和

・施工H軒骨円全

足 立 公 明

、浦 田 道 広

岡 田 善 弘

中尾 正

三 浦 康 夫

・法令分科会

、桑 田 繁 男

中田 政

( 投摘欄小委員会)

大戸 :ll: 

ｾ積俊一

木崎 博

0 小 北 博 一

谷 崎 敏 邦

( I A告錫昏l漫画会)

o 小 野 為 一

佐々木昭男

栄 真 樹

高 山 司 郎

寺 元 通 夫

苫名 正

能 丸 弘 殺

三 宗 司 自11

宮 崎 宗 久

(作耐下且!J 委員会)

従 川 治ie

池掛'1 1貴男

上 回 哲 夫

佐 藤 隆 幸

下 前 裕 一

向田 茂

棚 僑 和 夫

徳 持 律 夫

中 河 克 則

原 因 常 介

松 尾 恭ffi

O 渡 辺 g  

O国l委只長 Y 幹‘ 1>

制m人 総 !t- 日召 光

印 刷l 昭 和 56 年 Jl 月 20 日

発 行 昭 和 56 年 11 月 25 日

発 行 人 占 悶 悦 二

発行所 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会

大阪市点区北浜 3 - 37 

'，IL 06- 231- 9648 

版 作 口 座 大 阪 39975

印刷所 日本写納印刷株式会社
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先 価 7 5  0 阿 ( 送 料 別)

法令コーナー 164

新建材紹介コーナ - 62

読者の頁

建築と社会ニュース

スケッチブ ック

日本建築総合試験所だより

風土と建築

建築の眼

設 計 部 門

構 造 部 門

設 備 部 門

施 工 部 門

計 画 部 門

構造の頁88

特集・第28回青年技術者

SPECIAL  FEA TURES ON THE YOUNG ENGINEERS 

&  THEI R WORK S  

建築関係団体合同忘年懇親会開催. 建築 8 団体令同新年交礼会| 井Hi li.

者11市住宅をみえる (6) ・ー絵本にみるすまいとまち づく り・延藤安弘氏に 11日〈 キャ ンパスを訪ね

る ・松蔭女子学院の新キ ャンパスを見る … 1

日本生命京都新阪急ホテル… . . . ............... 設 計 地 工 : 大 林 組 。… 0 ・....・ ・ ... ..... 4  

住 友 商 事 牧 野 然 . ............... ー…・………・ ・設 計 : 大 建 設 計 施 工 住 友 雄 設 ・・ 6

大阪市における「大規模建築物の建設計画の事前協談に l刻する取扱要領笑施 ( 技術) 基準」の

改正 ( その 2 ) / 森本哲… 8

モルキープ/ 藤野鍬三 .. 9

近代建築運動ー イタリア動向/ 久保約一. 省エネワ ンポイント ( その 3 ) ー効率と節約/ 問中

主主美 Ｎ 私 のら くがき 一 安済僑 Ｏ 松本桁男 Ｎ 荻 ｾ ｦｩ 記念館コ ン ペ ー Ｑ Ｐ

ポートピア ' 81 を終えて . 100mm厚が主流に ー ヨーロ ッパの外断熱工法 ・13

最近竣工した新建築 9 点 ( No.l 558- 1566) ... 14 

表面を 塗装した鉄筋とコ ンクリートとのイ寸新特性… 15

自然、発生的建築をめぐ ってー 19ー領域その 8 / 本多友常ー16

高骨骨化社会のまち づ くり / 紙野佳人 都市の美化/ 前回 治. 世間相場とコスト計画/ 減刑1宏

至朗 . 耐久性の評価方法/ 石本f恵三自11" '18

第 28回青 年 技 術 者

尼 崎 屯 報 屯 話 局 金 楽寺 別 館 、 大 阪 逓 信 病 院 附 属 高 等Ti 護学院ー ー・・・・20

W: i羊キ)j ビルデイ ン グ... ・・・ ・・・ ー ー ・・・・・・・・・・・・・・ ー・ー ーー ーー ーー..... . .. 21

{ 主有地区 の 共 同 利 用 地 設・・・ー ・ー ーー ーー・・・ー・・ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .ーー ーー ー・・・ ・・ . 22

鹿 児 山 空 港 国 際 線 タ ー ミ ナ ル ビ ル ・国 内 線 タ ー ミ ナ ル ビ ル 、 大 阪 国

|際 空 港|主|内 線 到 活 ビ ル ・. . . . . . . . .. ...... . . . . . . . . . . . ー ー. .............. . . .23

F  .. ｾｾ＠ ｾω 北 京 都 市 東 市 川工 場 余 熱利 用 泊 設 、 郵 政 互 助 会 鳥 取 ビ / レ・・・・ .... ... 24

小J ) lli 院が; 胤 立地 に お け る 法 礎 柿 巡ー や" 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 場 令ー ー・ ・・・25

久 保 田 鉄 工 第 2 本 社 ビ ル の さを調 ・術 生 設 備 ー・・・ ー・・・・・・ ・ー・ー ー" 2 6

徳 山 県 立三 好 病 院 の バ イ オ ク リ ー ン 手 術 室・・ ・・・ ・・ーー ーー ー......... .. .2 7
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日本生命京都新阪急ホテル

設 計 施 工 大 林 組
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このホテノレは、京都観光の受入玄関であ

る京高11駅 friJ 1 : 坊に而しためぐまれた立地

に 位 置 し て い る 。 こ の 場 所 は 、 中 央 幹 線

である地下鉄の開通、パスターミナノレ等

の 交 通 施 設 の 綬 備 、 地 下 街 等 の 新 設 に よ

り 、 観 光 拠 tへ と し て 、 ま す ま す 強 力 に 集

約 化 さ れ て き た と こ ろ で あ る 。

こ の 中 に あ って 観光答の宿泊を主に巧一え

たホテノレとして、ヲ 写 実数 ＳＲＰｾＨ 2  - 9  F  

600 人 収 谷 ) ー ツ イ ン 251室、シングノレ40

室 . ダ ブ ル24 s i 2 、和室 3 室 、 セ ミ ス ィ ー

ト2*をイT している 。 そのほかホテノレノ マ

ブリンクとして、 H皆 に カ フ ェ レ ス ト ラ

ン、 グ リ ル & ス テ ー キ ハ ウ ス と 100m' の

多 目 的 室 、 地 下 1 1滑 に は パ 一 、 中 国 料 理

と日本料週! の府首I i 、地下 21; 皆に 23 ;今収容

の 駐 'In必 を 設 け て い る が 、 宴 会 場 お よ び

結 給 式場を全然設けないげよ成のホテノレと

し て 注 目 を あ び て い る 。

デザインについては、駅前広場との ｾｉｩ ね

合いおよび京都のホテノレとして優雅です等

ち l 'i l.- 、 た 雰 凶 % を 峨 し 出 す よ う 、 外 装 と

内装に心を自己 った。 ホテノレ機能を霊視し

て や す ら ぎ の あ る 場 の 提 供 と 、 滞 在 を よ

り 印 象 深 い も の と し て い つ ま で も 利 用 し

て い た だ け る よ う 心 が け た つ も り で あ る 。

こ の 新 阪 急 ホ テ ル が 、 駅 前 周 辺 に 相! 来世;}J

来 を も た ら し 、 京 有11の 観 光 の に な い 手 と

し て 今 後 ま す ま す 発 展 す る こ と を 祈 っ て

や ま な い 。( 栄 木 一 成 ・山 聞 旅 範/ 大 林 組)

「 』巴

1  外 観

2  ラウンジ

3  等主

4  カ7 ェレストラノ

晶ＩＺ［Ａｾ Ｚ S  S  

ピロティ

所 在 地 京 都 市 下 京 区 塩 小 路 通 り 新 町 東 入 ル

東 塩 小 路 町579

敷 地 面 積 2 ，191. 07m'  

建 築 面 積 1，692 . 3Bm'  

延 面 積 14 ，244 . 2 3 m'

権 造 規 模 S R C造 B  2  F 、9 F 、P 2  

工 期 昭 和54年 9 月~ 昭 和 56年 6 月

基準階平面図

④ 1  :  800 
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住 友 商 事 牧 野 寮

設 計 監 理 大 建 設 計

施 工 住 友 建 設 大 阪 支 庖

ｾ＠

6  
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所 在 地 枚 方 市 招 提 中 町 1 丁 目 196番地の 1

敷 地 面 積 2 ，893 . 57 m'  建 築 面 積 1 ，日74 . 2 3 m'

ｾ床面積 2 ，3 5 1 . 4 2 m'  ヰ湾造規模 R C 、 4  F  

工 期 昭 和56年 1 月~ 昭 和 56:年 9 月

住友商 ｩＮ ｊ ｾ 牧野寮は枚方市の第 Ｑ 組住居専用地域に指定された閑静な住

宅地の中に位置し、独身者48名、単身赴任者12名、計 60名の寮生を収

谷する男子祭である。

計号室は従来の独身寮とくらべて飛躍的に充実したものとして計画され、

全室側室、冷暖房完備を基本とし、一室の大きさは独身者用約 12 m'、

単身赴任者用約15 m'てd ある 。ベ γ ド、机の他に洋服タンス、務理! タン

ス、本棚、洗而化粧台を作り付けている他、廊下にはスキー、ゴルフ

用品等の大型の道具類を収納する物入を設けている 。

同時に共用部分の充実についても、 l 階の談話室、食堂、卓球室、自

動販売機コーナ一、電話室、屋外テニスコート、 2 ・3 ・4 の各階に

設けている娯楽室等に充分な配慮. が行われている。その結果 、単に寝

食のための祭にとどまらず、官宅生の交流の場が拡大し多様化した快適

な終生活が営まれることになるであろう 。

建ぺい率4 0 %、容積率80% という数字が示すように第 1 稜住居専用地

域 ( 建ぺい率5 0 %、容積率10 0 %以下) にあっては決して広い敷地では

ないにもかかわらず、近隣住宅の集会所用地を提供しており、また、

北側IJ の通路は隣接する新設小学校への通学路として開放し、さらにテ

ニスコートも開放して近隣の生活現段の向上に協力を計っている 。 そ

してこれらの地設を通して資生と近隣の人達との対話が生まれ、牧野

浜は地域に本当に定治した 'tEになることであろう 。 ( 大佐設計)

( 順不同)

電 気 一 協 電 機 工 業 太阪市東成区神路3丁目 10番 待 T E L 06- 976- 132 

給排水・衛生 ・空調 高 砂 熱 学 工 業 大阪市北区芝山丁目 4 制 号 T E L ω - 372- 2511

合 併 処 理 施 設 ト キ 奈良市法迎町410番地内 5 T E L  0742- 26- 2626 

銅 製 建 具 日本アルミーウム建 材 大阪市淀川区ニ国本町トト 39 T E L  06- 392- 5821 

銅 製 建 具 日 本 ス ピ ン ド ル製 造 茨木 rll 京太 r n2 - 2 - 5 1 T E L  0726- 26-5761 

タ イ J レ晶 島 タ イ j レ 大阪市東住.，1" 区針中野 1- 15- 28 T E L  06-702- 1409 

木製建具 丸ニ木工所 大阪市生野区 Ｇｉ￳ｦｲｾＨ 3  - 10- 24 T E L  06-7165257 

断面図

軍母共用宜

n皆平面図

④ 

通路( 通学路と費使用 )

配置図 ・1 階平面図( 1 ・ 700)

金 属 渡 辺 鉄 工 所 k 阪市福助区梅若江 7 - 13- 22 T E L  06- 45ト3239

木 家具 工事 掛 谷 工 務 庖 茨木市上中長 1 - 11 - 23 T E L  0726- 23- 2626 

内 裳 近 藤 金 属 工 業 大阪市西区土佐剥 2 丁目 2 - 20 T E L  06-44 ト お76

内 装 ↑ 日 和 イ ン ア リ ア 雄市大淀区国分寺1丁目 7需 14号 T E L 06- 353- 2989 

吹 付 ヒ シ ョ ー 工 業 大阪市大正区ニ軒家来1- 13- 11 T E L  06- 553- 2739 

ガ フ ス 大 阪 板 硝 子 販 売 大阪市東区森町宮中央2 - 2 - 5  T E L  06-94 ト9401

テニスコー ト工事 住 友 ゴ ム 工 業 制伊市中央区筒井町1丁目 l 番l号 T E L 078- 23ト4141

外 梅 田 本 総 合 緑 化 k 阪市東区内本町矯詰町55帯地 T E L 06-941- 2631 
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。公図面積 300平方メート J レ未満 . 砂場、ぶらんこ等

。公図面積 300平方メート/ レ以上 500平方メート J レ未

満 砂場、」ごらんこ 、すべ り台等

。公図面積 500平方メー トJ レ以 上 砂場、ぶらんこ 、

すべり台、低鉄棒、半円型ラダ一、ジャングl レジム等

(4) 総 裁

同 高 木

高さ 4 メート J レ以上、 目通り幹回 り( 根元より 1. 2メ

ート/ レ) 寸法 0. 2メート j レ以上

支柱は、 3 本支主主または 3 本鳥居型支柱

( イ) 中

高さ 1. 5メート J レ以上

支柱は、 l 本支柱または布掛支柱

( 明低木

高さ、校幅とも 0 .5メートル程度

植栽本数は、次のとおりとする。ただし、総合設計制

度により公開空地を設ける場合は、公図面積を公関空

地而積と読み替える 。

高木 公園商品ｾ 1平方メートルにつき 0 .05本以上

低木 . 公図面積 1 平方 j ー トノレにつき I 株以上

ただし、高木 l 本につき 3 本の割合で、高木会総裁本

数の30パーセント以内を中木に代えることができる 。

樹木は、枝粂よく繁茂し、その本来の形態、性状を有

し、病害虫の被害や損傷のない健全な成育状態のもの

とすること。

なお、組替えもの( 植え替えしてから 2 - 3 年もの)

根廻しものなどの栽培品とすること 。

樹木の級鉢の大きさは 、十l{ ieの直径の 5 - 6 倍を原H l J

とし、子喜楽樹で綴鉢の必要でないものの様株の大きさ

は、機元直径の 6 - 71音とする 。

なお、級官1¥は、乾燥することのないよう注意すること 。

2 . 緑地及び広場の施設

緑地及び広場の施設は、次に定めるところによる 。

(1)  ｾＱ 地

m 配i笠

一方に片寄ることなく 、できるかぎり均等に配置する

こと 。

(イ) 形状

有効幅只は 、原則 として 1 メート/ レ以上とし、高さは

付近の地銀より 最高 0 .5メート l レ以内とする 。

( 明植裁

第 l 号(4) キi(( 裁の規定を準用する。

(2) 広場

的配置予定建築物の主たる動線計画と重複せず、

修安施設、休養施設を主体に構成し、併せて敷地全体

の長鋭を考慮する。

付) 形状純情帯の形状は、緑地の規定を準用する 。

( 効植栽公閣の施設の規定を準用する。

( 大阪市住築指導者11 議本官)

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

ナコ

，会』

寸3

質疑なと' の投稿をお待ちしております。

1 6 4  

大 阪 市 に お け る 「 大 規 模 建 築 物 の 建 設計 画 の事 前 協議 に

関 す る 取 扱 要領 実施( 技術) 基 準J の 改正(その 2 )  

進入口の部分で道路法( 昭和27年法律第 180号) によ

る道路と建設計画区域に高低差があるときに設け る通

路の勾自己は 、10分の l 以下とすること 。

(3) 道路等に段を設けるときは、段の高さを 5 センチ

メート J レ以下とすること 。

3  道路等の幅員

(1) 道路等の幅只は、 5 メート J レ以上とすること 。た

だし、道路等の両側に接するそれぞれ 1 メートル以上

の地盤が平坦であり、道路等の路面と同一平商若しく

は高低差がある場合は、 5 センチメートノレ以内であっ

て、梯子耳E等のl j I 台安定用ジャ y キの使用上支障がな

いと認められるときは、道路等の中日只を 3 メート l レ以

上とすることができる 。

なお、申市民の不明石荏な場所のないように努めること 。

(2) 桃子車等が右折または左折するために必要な道路

等の幅只は、綿子平等が進入する道路等の同只に応じ、

5  - 1表( 省略) に定める数値以上とすること。

(3) t弟子事等が右折または左折するための必要な道路

等の幅員は、 5 - 3 図 (古略) に定める数値以上の隅切

りをしたときは、 (2) の規定にかかわらず、これを減ず

ることカずできる 。

4 . その他

(1)  主要幹線道路より建設計図区域内に通ずる道路は、

第 3 号の規定に該当するとともに、 iOi さ4 メート/ レ以

下の高架等の障害がないこと 。

(2) 屋上に広場を有する建築物にあっては、主婆な階

段の 1 以上を当該広場まで述統させること 。ただし、

開放廊下を有する共同住宅は除〈 。

( 消防水利施設)

第 4 i姿領J 第101こ基づく消防水利施設の設世恭準

は、次の各号による 。

1  . 一般的事項

建設計画区域内には、本市と協議のうえ、消防関係

法令に基づき防火対象物に設置Eする水利純設のほか、

本基準による消防水利施設を設け、維持すること 。

ただし、建設計画区域内またはその周辺に既存の公

設消防水利施設がある場合で、当該消防水利施設につ

いて 、次の第 3 号により 31A定した有効範囲内に包含さ

れる区域については、その設置を省略することができ

る。

2  . 消防水利施設の構造

消防水利施設は、I hU!l J として、鉄筋コンクリート造

.， 

地下式防火水糟とし、その容量は40立方メートノレ又は

100 立方メートノレとすること 。 ただし本市が剖1，持管理

上支障がないと認めた場合は、口径 150 ミリメート J レ

以上の水道管に設K t された消火栓をもって、防火水槽

に替えることができる 。

3 . 消防水利施設の配置

消防水利施設は、当該建設計画区域内の各部分から

Ｑ つの消防水 利 施設に至る ｾｧ 維が ＷＰ メートル以下とな

るように設けること 。 、

建設省通達による高層建築物の防災計画

についての指導 と計画書作成

大阪市においては、下記により取り扱うこととな った。

le  

防災計画を指導し 、防災計画書の作成を要する建築物は

次の用途のものとし、高さ( 建築基準法施行令第二条第

一項第六号による ) 31 m を超えるものとする 。

1. 劇場、映函館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場

1. 病院、ホテル、旅館

3 . 百貨庖、7 ーケ ット、物品販売撲を営む庖舗、キャ

バレー、カフェ一、ナイ トクラブ、舞踊場、遊技場、公

衆浴場、料理底、飲食庖

4  . 事務所

5 . 複合建築物

i 大阪市が必要と t gめる建築物 (高き 31 m以下含む)

なお高さ 60 m を超えるものは(財) 日本建築センデーの審

査を受けるものとする。

施符年月日 昭和56年11月1 日

仰

向

回

ど

土

げ

桝

叫

栓

灯

周

水

町
山
指

水

図

内

集

管

散

公

同

州

出

町

例

例

同

( 公園等)

第 6 i要領」第 12に基づく公図 、緑地または広場の

設置基準は、次の各号による 。

1  . 公図の施設

公園の施設は 、利用上及びl I y : ・理上機能的で、かつ、

安全で与あるよう次に定めるところによる 。

( 1)  包・理施設

m 外周概

(イ) 門主主

(明 門標

同 l11止

防 波 柵

(2)  休養書留設

同 ベ ン チ 上 部 木 製

設置数は、次のとおりとする。

・公図面積 300平方メート j レ未満 : 2  i長以上

。公図面積 300平方メート j レ以上 500平方メート J レ未

満 。3 基以上

。公図面積 500平方メート J レ以上

(3) 遊戯施設

m 砂場 鉄筋コンクリート製色モルタル仕上げ

(イ) ... ごらんこ 鉄製 2 述式

( 明すべり台鉄製片すべり

同 低 鉄 体 3 述式

開 そ の 他 半向型ラダ一、ジャングルジム等

設世基準は、次のとおりとする 。

4 基以上

( 消防活動 に必要 な道 路等)

第 5 i要領」第 11に基づく建設計図区域内の火災等

に際する梯もli 、スノーケノレ車及ひ放水浴車( 以下 i f弟

子尊等」という 。) が進入して消防活動を行うために必

要な道路、通路または空地 ( 以下 「道路等」という。)

の設置基準は、次の各号による 。

I  道路等 の数1止ぴ位iE1.

道路等は、悌イ→11等による 消|リIj h' i!f i)jがliil- I! 似1J:W: (I(j に

行われるよフ、次に仰げる位置に設けること。

(1) 綿子1II 等が容易に進入できる位誼であること 。

(2) 梯子111等が当該道路等の各部分に 2 方向から進入

で、きること 。

(3) 共用廊下を設けない共同住宅及び中央廊下を有す

る共同住宅は 、当該住宅の窓制IJ 両面に平行して設ける

こと 。

(4) 片側廊下を有する共同住宅は、原sIJ として、当該

廊下の反対仰lに設けること 。

(5) 共同住宅以外の用途に供する建築物は 、 5 - 1 図

{ 省略) に定める位置に設けること 。

(6)  建築物の各部分と道路等の境界線との距離は、お

おむね 5 メート l レ以下とし、その空間にはt弟子の伸長

に支障となる工作物、架空屯線等がないこと 。

(7) 人が出入りし、勤務し、または居住する部分のす

べての開口部が、 5 - 2 図 ( 省略) に定める梯子阜の有

効活動範囲内に包含される位置である こと。

2  道路等の機造

(1)  道路等の椛造は、 "II雨量五120 トンに耐えるものと

し、桃子111等が進入した場合、車輪のすべり 、めり込

み等の現象をおこさない堅固な桃造とすること 。

ＨＲＩ 道路等の路市は、平間とし、傾斜を設けるｪＭｾＩ舎は、

勾配を 20分の l 以下とすること 。ただし 、道路等への

主J l 築と社会/ 1981年 II 月号8  
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徳山曹達株式禽社セメント系下地調整材ドライモルタル

ホモルキープ。 東京本音11 〒10 5 東京都港区西新紙 1 - 4  - 5  T  E  L  ( 03) 591 - 9 3 61  

は じめに

科学の加速的な進歩と共に、建築様式も大きく進

歩を遂げてきた 。191 ] えば高層の R Cや P C構造物

においても建設コストの低減や工期の短縮、その

他ひび劃lや争IJ 磁の事故防止の理由から、従来のモ

ルタル塗り工法 ( 2 0 - 3 0 %) から務塗り工法 ( 1  

- 1 0 %) に移行しつつあり、さらには打放し笠間

しごき下地といった工法も多〈実施されている 。

従って左官用モルタルも従来のようなものではも

はやこれらの工法に応じられなくなり、新しいタ

イプの左官材料 ( モルタル) が必要とな ってきた 。

モルキープはこのようなニーズに応えるために永

年研究を重ねて開発されたプレミ ックスドライモ

ルタルである 。

現在同様な目的で数多くの左官用 i民和剤 ( 材 ) が

市販され、数種の斉1] ( 材) 料を適当に現物配合し

て使用されている例が相当見受けられるが、どん

なに良質な混和斉1] ( 材 ) であ っても、その使用法

や配合に少しの誤りがあれば、重大な欠陥が生じ

る場合が多〈、現実に現物配合やti :司! の誤りに起

因した事故も多々見受けられる 。

このような事故を防止するため、モルキープ I:J:保

水性や接着力並びに作業性を重点的に向上させ数

種類の特殊な ｩｲｾ 和斉 Ｑ｝ (材) を工場プラントで澗合

して生産されており、現在多くの地域で使用され、

着実にその効果を認められている 。

以下モルキープの種類と用途および性能を紹介する 。

、、モルキープ。は前述したようにセメントおよび

数種類の特殊 it1. 和斉1] (材) と遊正な純度構成を有

する骨材をプラントで合理的に翻合したドライミ

ックスタイプの左宮用モルタルである 。

1. 特 長

@ ひびわれが出にくい。

特殊な砂と添加剤を使 って収紛を少なくし、且つ

充分な付着カを付与しているので、ひひ判lれが出

にくくなっている 。

@ 接着力 、保水力が優れて いる 。

氷年実験を重ねて選定した特殊混和剤、特殊な樹

脂とを適当に組合わせて接活力を高め、且つセメ

ントの硬化反応を充分行なわしめるに必要な保水

力を保持させている 。

。 作業性がよい。

適正な粒度構成の骨材およひ、特殊添加斉1] 、1昆和斉1]

を使用しているので、作業性は極めて良好である 。

@ 品質が安定し現物管理が容易である 。

厳密な品質管理! の下に工場生産されているので、

現物での配合ミスや品質のムラがなく安心して使

用できる 。

2  . 種類 と用途

表ー l に示すように 6 極類あり、用途に応じて各

大阪支庖 〒541 大阪市東区北浜 2 - 15 - '1 T E L  ( 0 6 ) 2 0 2 - 0 5 3 5  

各使い分ける 。

表ー 1 種類 と用途

伺i m 
適楠正I事

係自匹漁

周 i主 注 意 IJ> J)'i 

範 聞 而 III

内外義的 R C躯体 特に、笠木、布基

一 般 用

( 内外段、位、集 随の仕上げに通し

床 ) 等の仕上げ. ている . 補修的場

3 - 約5. 6耐/

ブロ ッ7 而. p  C  合は、モ J レキープ
( 25kg 

7  mm 3  mm厚

級等の上塗. エ" 7 J レジョンを l

/ 袋)

クロス下地. 即格 袋につき、 Ikg (  4  

補修. %) 混入する .

内装の R C暗証体 モルキ プエマル

{段、天井. 柱. ジョン を l 袋につ

補修用
提 ) 等町補修およ き、 I kg  ( 4  %)  

P  
。 ~ 約 10m' / ぴ仕上げ. 浪人する .

( 25kg  10田岡 3  mm厚 R C仮補修. ピン

/ 袋)
ホール. ジャンカ

的補修.

不階調鐙等.

R  C.  P  C 等肉ジ モ ル キ プ エ " 7 J レ

し ご さ

ャン カ、ピ ンホー ジョン を 1 袋につ

。~
約 16. 6耐 J レ等の補修. き、 I kg  ( 5  %)  

( 20kg  

Z 皿 / 111111l厚 目途い. 不陸調盤. i見入する .

/ 袋)

吹 f.t け、 7 ロスヨ事

の下地.

R C 、 P C等町 ジ A  L Cや特に乾燥

ャン カ、 ピン ホー 円盤しい場合に適

極 T専 用

J レ等町補修. している .

。 ~ 約 30m' /

A  L C 、 R C、P

( 20kg 
I  mm 0.5111111厚

C 町全面補修.

/ 袋)
吹付け. ? ロス等

町下地.

コ ー ト クロス、 ベン キ等

(ノ ロ) 0 - 約 40m' / の下地仕上げ.

( 20kg I  mm 0. 3mm厚

/ 袋)

セノ ン ト

R C 、 P C.  A  L  
大きな目迎い等は

1. 5kg/ 耐 C{証専の金而l専検
予めあ らつぶ しを

フイラー

( 約 13耐/ 1. 1 リ仕上げ. J ; J 追い
- する .( 20kg /  

悶聞厚)
不陸自問艶. ピンホ

控+ エ7

住 宅 都 市 鎖 倒 ーんの補修.

J レジョン

公団規物合物品 吹付け、クロ ス等

2  kg)  

町下地.

3 .  ;毘練方法およ び塗 り付け

I昆練方法および塗り付けは表ー 2 を参考にする 。

表- 2 標準使用方法

ｾｒ 胃 ｉ 111縦方法 血り付け 注 意 事 訓

下地とそんキ 床補修、タイ

ープ町 Jl I J に気 ル下地開銀材

泡が入 った場 として j! l ; 則的

一般用
粉体 + 木

告は、ある絃 場合はモルキ

I. s : 硬化した後、 ープエ " 7 Jレジ

25kg *，14. 6 e  
金銭で空気を ヨン を I kg(4  

完全に抜き、 %) 浪入する .

仕上げる .

3二" 7

強 1) 厚が10岡田

補修用 粉体+ ( J レジ + 水) + 木 以上町時は 2

- P  
ヨノ

- 3 固に分け

25kg I  kg 2 ! 約6 1

て施工する .

プツが発生し 2  mm以上司自

三二 ーマ
た場合は時期 迎い、大きい

しごき

粉体 + ( Jレジ + 水) + 木 を見て再I!f.銭 気泡穴、欠 JJI

ョン

J甲えをする . 部分は干的

20kg  I kg 2 1  *ヲ4 I  
「拾い盛り J

をする .

プ y が発生し 2 回以上向目

た場合は時期l i卑い、大きい

極i W周 粉体+ 木

を見て再度錐 気抱穴、欠 jJl

ｪｾ えをする 部分は干的

20kg 約 6 1

『拾い塗り 」

をする .

金銭で下地町 投付け時期lは

砂目を目つぷ 下地モルタル

しする憾な感 に指圧を加え

コー ト

粉体+ 水

じで地りつけ わずかに凹而

(ノ ロ)

20kg  ＪｾＸＮ＠ 2  e  
水引き具合を がi出来る桜I E

見て嵯( 2 - が段通である .

3 岡錐をあて

る.

格付けは、金

セ〆ン コL ーマ
殺にて下ごす

トフィ 粉体 + (J レジ + 水) + 木 リをしなカeら

ラー

ョン

全而j也付け穐

20kg  2  kg  H  ＪｾＲ＠ e  。をする .

4  . 性 能

①接着強度

各種下地とモルキープとの桜ぅtf1rtl 皮を表一 3 に示

す。

表- 3 接着強度

::: 
ベニ

芋1綿

コンク

ALC  

プ ロ
"(. 

スレ

リート ， ?  

合板

ート

板

10. 5 5. 8 9. 9 

B. GB G  B .G B  
(7.2) 

一般用 ( 13. 5)  (ι 1 )  
(  11. 5)  

G  

B. G自 G  B .G B  

補修用 11. 2  5.9  10. 8 6. 5 

- P  B  G  B  - 1  G  

13. 8 6. 5 11. 3  5. 8 

しごき B  
G  

B. GB 
G  

15. 0 6. 3 11. 5  6. 2 

極f専用
B  G  B. GB G  

- 試 験 は 建 研 式 接 精 力 試 験 機 に よ る

・接 着 テ ス ト 面 積 5 cm X 5 c m 

② I幽け" および圧制ii 強度

6. 8 

c  

7. 1 

G  

スタ

イロ

フォ

ーム

2. 3 

G  

2. 3 

G  

2. 4 

c  

2.4  

G  

E  

C  

( kgf / 叩)

制 J'j 

(  )内はそん

キープエ7

J レジ ョン3

1古漉強布

モ ル キ プ

エマ J レジ ョ

ン 4 % 地入

モ ル キ プ

エマルジ ョ

ン 5 % 混入

気 中養生2 0 :t 2  'c 、相対温度6 0% での |出げおよび

圧縮強度を表 - 4 に示す。 iJII] 定方法は J 1  S  R  

5 2 0 1  による 。

表 4  幽げ強度 ・圧縮強度

穐 矧
1111げ強度 ( kg / cm' ) 圧縮強度 ( kg/ 耐 )

7 日 28 日 7 日 28 日

般 m 48. 8 57. 5 229 264 

補 修 用 ー P 30. 8 41. 2  123  159 

し 』 き 34. 6 49. 1 129 163 

極 ，il' 用 34. 5 53. 1  130 191 

コ ー ト( ノロ ) 28. 6 44. 5 117 151 

セ メ ン ト フ ィ ラ ー

5  . 使用上の注意事項

①下地をよく点検し、レイタ ンス、ゴミ、泊分等

を取り除き、水打ちをする 。

② A  L C等 l吸水の激しい下地の場合はシーラー処

理をする 。

③気温が 5 'c 以下になった場令は施工を中止する

か、適当な保温を行う 。

④ 他の材料との出用は避ける 。

⑤ 混線した材料は 2 時間以内に使用する 。

6  . 包装およ び保存

① ポリエチレン入り 4 P クラフト紙製。

② 水漏れ、 l扱iJiil に注意する 。

建 材 委員 / 藤 野 鍛 造 ( 附 藤 木 工 務 前 大 阪 本 前 工 事 部 工'Ji 謀 長 )
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近代建築運動一ーイタリア動向

久 保 清 一/ ( ミラノ エ料大学在学中 )

わが神、わが布[1、

なにゆえわたしを捨てられるのですか。

なにゆえ遠く離れてわたしを助けず、

わたしのl嘆きの言葉を ri 甘かれないのて、す

か。 イ エ ス の 十 字 架 上 向 叫 び よ り

人々は柔光が差し込む静寂の中で、頭を下げ、ロ

を閉ざし 、 目を伏せる 。厚壁は外気を巡り、事jl の

声はジグザグに反射し空 間に共鳴する 。ｾ ｛主もまだ

身動き一つしない。

19t ! t 紀、すてにヨーロ ッパ建築の主流はフランス

にあった 。古典主義に由来するルネサンス様式を

どこまでマニエリズムの形で高揚し、円熟発展さ

せるか、イタリアの建築家は恐怖に| まえていたに

逃いない 。 ローマの建築あるいはキ リスト教建築

の性格は、秩序、規則、明 i断であり、宗教の枠に

対する反発的芸術心と新文化創造のための生活向

上心は人々の胸に熱〈揺れ動いてはいたものの、

やはりロー 7 に求める哀愁と執着は拭いさること

はできなかった 。彼らのロー7 は常に偉大で、い

かなる形式が生み出きれ ようとも、それはローマ

のダブルイメージでしかなかった 。

フランスは 17-1:世紀に入りバロック建築を自国流に

見事に開花させ、 18世紀にはさらに古典精神の分

離派的、革新的発展ロココ様式を生み出すに至る 。

フランス ・アカデミーの確立、パリ大博覧会と笑

験、アール ・ヌーヴォ一、 トニ ・ガルニエやオー

ギュスト ・ペレーの活躍、ル ・コルビ ュジェの造

形理念は、どれもフランス建築の夜明けを指示す

るものであ った。

一方イギリスではゴシ ック建築に強い執着があり

ピクチャレスクに魅せられてはいくが、同時に、

ゴシ ック建築賛 l民者であるジョン ・ラスキンの建

築論がウィリアム ・モリスの思想、と絡み合いアー

トアンドクラフツ運動に発展していった 。 また 、

産業革命などの社会休11討の変化および技術改革は

厳しい保守性の中にも若々と実を結んて、い〈 。

なお、イタリア同様に遅れたセクションから滑り

出したドイツにあ っても、資本経済を確立するに

至ってイギリスの影響をストレートに取り入れる

結果となる 。その立役者ベーター ・ベーレンスな

10 

読者の頁

マムのらくがき砂募集

。テーマは‘ 「春J .  f1f J  rf*J f冬j 町四季をあらわすもので.

F イトルを通当に必つけ〈だき" . またスケ y チ湯所なとを含め

て 2∞宇佐皮肉コメントをつけて下さい.

。サイズは時QX 2∞ミリ程度的白紙に、できるだけ県イノキで書い

たものとします. ( ハガキ大でも差 しっかえ あリませんJ

01品敏分には総定的稿料をさしあげます. 原則としてスケ y チ向原

楠町返却I! ' 、たしませんが 返却希望的場合はその旨特記下さい.

0 氏名、住所. 職業. 年齢 を明記してω日本建築協 会編集部宛お 送

リ下さ、、.

と' の積極的な新技術に対する現実への努力は、敗 りB P Rが正確であろう 。 しかし現実問題として

戦後のグロピウス率いるバウハウス運動の基礎を イタリアの建築書、仔IJ えば、 MI L ANO ・Gui da

築き 上げたと言えよう。 all' archit ett u  ra moder na などに B B P R と記載

これらヨーロ ッパ建築の流れにあって、 19世紀以 されているのは、その正確さよりはむしろ近代建

降後進国として完全にベールを被ったまま取り残 築の成立の中でこのストウーテーィ オが治めた功級

された英雄イタリアは、近代から現代に至るまで が強〈印象となって残っているからだろう。

建築史上にその姿を現わさない 。彼らイタリアの この B P Rの「ゥーェラスカの塔」の引用から、イ

建築家にと ってこの聞の不毛状態は、国家の経済 タリア近代建築に関わる少々の誤解を解かなけれ

的沈滞や政治抗争による社会的抑圧と歴史が抱え ばならない。そもそも B B P Rの活動主旨は、合

る伝統性、保守性の板挟みの中で苦汁をなめる悲 恋! 主義的近代化思想からなり、イタリア近代建築

惨なものであった 。 運動の発端をなした未来派のフアンズム移行やミ

イダ リアの建築は元来、その様式上の問題 ・技術

上の発展過程において安易に建築の強威に単独暴

走するものではない。かつて国家権力の象徴とし

て建造された幾つかの神殿や記念門は、市民共同

体国家としての産物であり、コロセウム、カラカ

ラ浴場、市民広場 ( フォ ールム) などは、共和制

のもとに市民を含めた都市建設が行なわれた証で

ある 。

建築が市民と軌跡、を同じくする理由には、コムー

ネ( 住民の政治組織ー 自治都市) の成立というイ

タ リアの歩んだ歴史的、商業貿易活動的発展、叙

任権闘争の混乱という背景が存在する 。住民にと

って都市は 身を守る箱であり、広場は語 らいのサ

ロンでありながら時として襲撃時の集合場所であ

り、モニュメントは勝利の記念である 。都市を建

設し建築をl ' ; i IJ ること、政治に参加し国を守ること

は、住民にと って最低レベルの自覚すべきモラル

であった 。そしてこの考えは近代の建築家のモラ

ルに大きく影響を及ぽすこととなる 。

イタリアの新建築運動は建築史上でそれほど重要

視されてはいないが決してひけをとるものではな

い。それどころか今日も同様、イタリアの建築家

ほど前向きに政治的、社会的、文化的イデオロギ

ーの展開にエネルギーを費やすアルティ ジャーノ

はいない。1927年から 43年に至るまで、特別裁判

所で有罪とされた反ファシストの数は 5 千人余に

のぼり、また、判決以外に孤島や南音11の寒村に流

刑とされた者は l 万人を越えた。不幸にもこの中

にはラツイオナリスタ ・グループ一員としての建

築家の存在もあった。生と死をかけた近代建築運

動は、単なる「スタイルの論争」では なか った。

ちなみにドイツ ・マウタウゼン収容所におくられ

た建築家は、 B . B ・P . R のメンバーのうち B . B

の頭文字、ジャン ・ルイジ ・パンフィとルドビッ

コ ・ハルビアーノ ・ベルジョヨーゾである 。45年、

パンフィはそこでR生涯を閉じることとなる 。

B B P Rの有名な作品は、 「太陽光線療養所ーレ

ニャーノ、 1939J やミラノ大聖堂後方にそびえる

「ヴェラスカの塔ーミラノ、 1958J である。後者

はイタリアの近代主義を代表する建築例としてよ

く取り上げられるが、設計 B B P R というのは本

来おかしく、すでにパ ッフィ死後13年経過してお

ラノのノヴェチェント ・グループ ( 900 グループ)

による伝統的同時に近代的なイタリア芸術のプロ

クラムとは根本的に相反するものであった 。それ

は社会的政治体制ファシズムの中で、反ファシズ

ムの立場を必然的にとらなければならないという

建築家にと って惨苦な環境の上に成立したのであ

る。 しかし建築家はそのイデオロギーを形而上学

的にどこまで体系づけ立証できるだろうか。近代

化という一つの理想の中には1無数のコードが入り

混じり、混合色の中から 一色を抽出して論題に掲

げることは邪道である 。 ラツィオナリズムを唱え

るB B P Rの 「ヴェラスカの溶」に伝統コードが

認められ、中層ブルジョワジ一階級の窓まれた、

しかも安全な保護区域の中で新古典主義が唱えた

ジィオ ・ポンティの「ピレーリ ・ビルー ミラノ、

1958J がよりラツィオナリズム的でありモダ ン

( インタ ーナショナル、スタイルではあるカつ だ

と解釈されるのは、なんとも不合理かつ不公正で

あるとしか言いようがない。社会情勢の中で、こ

ういった逆説的展開を繰り返したイタリアの近代

建築が自国を脱出するには H寺問がかかりすぎた 。

しかし、独自の方法で遂を切り聞いたピエール・

ルイジ ・ネルヴィやカルロ ・スカルパ、フランコ

・アルビーニなどの存在は、形態の洗練と職人的

自IJ 作術という世界から、既知の司王笑であろう 。イ

タリアにと って彼らが見出した道棋は、近代のも

ろもろの就縛から飛躍するための新たな突破口と

成り得る 。それはラツィオナリズムでもない、ま

た、インターナショナル ・スタイルでもないイタ

リア特有の情緒と緊張を織りなす美学的空間の展

開である 。 さらにこれらは、頑ＡＡｾな権力に怯むこ

となく都市建築活動に終始した建築家の都市整備

上の提案や、者11市環境論争の地道な成果と抱き合

わせて評価することが肝要であろう 。

現在、私たちはイタリアの現代建築、いや現代建

築そのものの価値尺度 をどこに設定しているのだ

ろうか。日本は戦後、アメリカ合理主義やインタ

ーナショナリスザムの潮流に身を預けてきた。その

価値体系は核の傘から出ていない 。今 、もし臼本

がまったく男1 ] の尺度計を用意したなら、イタリア

の現代建築がいかに日本より iill んでいるか発見で

きるのは目に見えたことである。



省エネのワンポイント

そ の 3 ホ効率と節約砂

田中建美/ i 林 組 盟m本社省エネルギーエンジニアリング官s

イサム ・ノグチの作品に、行灯の流れを汲む「、あ

か 1)η シリーズがある。和紙で光を和らげたこの

煩いの照明は、おだやかな雰囲気の故に多〈採用

されるがこの優れた* あかり H にも基本的な弱み

がある。

効 *

投入エネノレギ= J l Oち、エネルギー効率が佐々 5 %

と、通常の手法( 8 %) に比べてかなり低い点てが

ある 。

「エネルギーの使用の合理化に| 期する法律J はそ

の名に示す通 1) 、エネルギーの使用効率向上をね

らいとしているが、各分野の闘係者も、経済や生

活の基盤は据えおき、効率を高めることによって、

エネルギーをへらそうと考え絞けている 。かねて

技術者の課題であった* 効率向上。は、今や社会、

経済を巻きこみ、あたかも国是となったかの観が

ある 。

すまいには、あかりのほかにも多くの器具が働い

弘 の6<がき

ている。その中で冷蔵庫とルームクーラーは 55 

年度に特定機総として指定されたが、早くも 58年

度目標をクリアした繭一品が登場し始めている 。 こ

こにも世界に 誇る省エネをもたらした 、日本の技

術の厚さと、誘導理念としての、、効率向上" の妥

当性の証左を見ることができる 。

さて、もう一つの* 節約作はいろいろと難かしい。

米国には、評語、 SAVI NG" がはんらんしている

が我国では「資源とエネルギーを大切にする運動

昔日j がや節約砂の気運を長期的に自完成するため

の運動を地道に展開中である 。

節約は理周にならない 。住み手は、行灯のように

非能率なT. 器具を盟みながら、エネルギーを賢〈使

う気 Ｇ ｾｗｦ えでいる 。 ｊｬｬｩ外の裂が巾をきかす、すまい 130%  

の省エネ論は容易でない。だが術省エネ。は、母

親と息-f の対話の中に やもったいなし J を生きた 100% 

言葉として再来させるであろう、そんな時に、手

が自然に蛇口やスイッチに伸びるように配慮がこ

められた や節約の心が住み易い家H を培やしたい

ものである 。
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ホ安済橋か

1979年 6J J

松本靖男/ 1附竹中工務前

河北省走宣県南門外にあリ、おとずれたのは雨季の

前だったので、河底には水がなく、河底に降りて

下から見ると、弓形アーチ、外観の意匠美は石造

技術でこれだけのものを造り出したのに篤かされ

る。防朝末期I (605- 616年 ) 頃に 造られた中国で

現存する最古の紙である 。

荻 須 記 念 館 コ ン ペ
ピサ、イタリー 1975.  50 . 0X 32 . 0  砂

愛知県柿沢市では、同市出身でノ マリ在住の洋画家

荻須高徳氏を記念した「荻須記念館J の設計競技

が行われる 。

なおコンペは公開 2 段階方式で行われる 。第 2 次

選考発表は 1982年 3 月下旬の予定。

J延床 Ifii fl1 1. 0OOm 

常設展示室 200"，' 、図占三i 50"， 

アートギャラリー 300"，'以上

そ町他 ホーノレ、・ ｉｱｾ 室 、応』喪 主、 軽量隙 宅 、

合/011、下洗 .Ii 出

十再 造 耐火

工 1Y 約 3 f. t'l円

デ.ツサンシ リーズより 2点

V  魚市場、ベ ニス 1973 .  32 . 0 X 50 . 0  

11 
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快適な生活環境づくりにとりくむ

古河電工の自信作

黒のソーラー

- 第一勧銀本庖超高層ビル用ソーラー

- 古河ソーラーコレクターは

集熱板の心臓部である表面は、“ 選択吸収膜' と呼ばれる処

理がなされ、太陽光吸収率αが大き く、無放射率ε の小さい吸

収面となっています。

快適床暖房

Ｎ ｾ ＮＮ ・ ｉ ｈｬ

. F M' 1431  

‘ ・ｾ Ｎ 九

. F M' 1424 

J 云

. nwt " . U5 

選択吸収面には酸化鋼、着色ステンレス、ブラ ック・ニッケ ム

ブラック - クロムなどがありますカ〈この中でプラ y ク・クロムは

最も特性が良く、特に安定性が優れて L 、ることで世界的に定

評がありますL

古河ソーラーコレクタ の 選 択 吸 収 面 は、このブラ ック・クロム

処理を日本で初めて工業的に行なったものであり、 α は092-

0. 96、訂正0. 08- 0 .11の 特性をもちます。

躍がjj見事ii 正

古河ソーラーフヌテh 晶画盟国: t : : l . J 巳ード

- サンサニー ( パネル式電気床暖房)

・エコノヒー ト( ケーブ ル 埋 設 式 電 気 床 暖 房 )

・ユカダン( 温水パ ネル式床暖房 )

・キュアレックス( 架橋高密度ポリエチレンパイプ)

. MI ケーフツレヒーテインク"( ノマイプ ・タンクヒーテイング)

・インフラミック( 遠赤外線認射ヒーター )

・ダンルーフシルバー ( 断 熱 材 )

・フォームエース ( 発 泡 ポリエチレン)

・光 フ ァ イ パ ー

- パ イプカバー( 発泡ポリエチレン)

・古 河 温 泉 用 パ イプ

・サーモインチューブ( 被覆銅管 )

・太陽熱コレクター(ソーラシステム )

・ェフレックス( 地 中電 線 路 )

・プラフレキ( 省力化可 擦 電 線 管 )

・卜ヨダクト ( フレキシブルダクト)

・ヒ'ニールテープ( 防食用)

・サンダム( 防音材)

栄光開発株式会社

- 大 阪 営業 所 / =r 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜2丁目 l 番 29号 ( 古河ピル6階 古 河 電 工 内 ) f i ( 06) 343- 0261 

. 本 社 / 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内2丁目 6番 1号 ( 古河総合ピJ レ6階) f i  (03)  286- 3488 
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入 場 者 世 班"11入場指監 夜間 l 日平均 夜間入場率

万 得

夜間入場'I!

5 月

人 人 人 %  %  

2 ぬ6 筋。 お2.102 9. 100 11. 8  13.4 

6 月 2.051 沼4 307. 039 10.235 15.0 14.7 

ヲ日 ?0I1.1¥ Ｗｒｾ＠ !¥?'R.7氏R 17 nc;. 7  ?Ci. 1¥ ラ1 7  

交 通 機 関 総 人 数 1 日 平 均 人 数 負I n 碍:

ポ ー ト ラ イ ナ ー

人 人 %  

7. 289. 153 40. 495 45. 3 

ピ ス ト ン ， < ス 1. 255. 987 6. 978 7. 8 

官 806. 908 4. 483 5. 0 

| 新 神 戸 449. 079 z守495 2. 8 

民- t ; J J ぐ ス 3. 198. 643  17. 770 19. 9 

J在 J刊 3. 277. 945 18. 21 1  20. 3 

2. 258. 333 12. 546 14 .0 

i タ ク ン ー 1. 019.612  5. 665 6. 3 

書合 自白 487. 110 2. 706 3. 0 

l定
lUJ 352. 030 1. 956 2. 2 

| 不 定 期 135. 080 750 0. 8 

そ の 他 593. 914 3. 299 3. 7 

2十 16. 102. 752 89. 459 100. 0 

1  入場者等

( 1 ) 当初予測の1 ，3 0 0万人を 3 0 0万人上回る 2 3 %憎の

1 ，6 10万人の入場者があった 。 これは日本の人口

のがe J + の数にあたり、京都府 ( 251 万人) 、大阪府 l  - - - . . _ - ， I  1  駐車ム数の放同は、 9 月 5 自の 16 ，4 4 8;今であった。

/.>. 8 月1 4. 267. 838い. ω8. 699 1  35.441 1  25.7 1  208 口

(伶83ωD万人) 上、 兵E庫!巨t県似(臼5 1ロ2万人) の 3 斥府f 県の人口口 9 月叶1

2

.刷 .1即5幻71 悦 11川11 1  4  

吉計十とほぽ同じになる。 計 112 剖7.2剖 1 2 醐・ 719 1  2叩 2 I  21. 9  I  167 束ゲート↑ Il -Jの利用が大半であ った。 不定JVI の貸切

l 日平均8 9 ，4 5 9人で、 芦屋市の人口 ( 81 ，741 人) 船 ( 262!12 ) の利用も約1 3万人あ った。

を上回る入場者があったことになる。 (3) 外国人の入場は、総入場者の約 1 . 2% 2 0万人で、 3  会場運営等

紋Z15入場者 9 月 6 日( 日) 2 6 8 ，13 8人

最低入場者 4 月 9 日( 刈 3 5 ，2 0 7人

当 初 f 測 ;Ji 蹴自Ｎｾ勾 般向入場者監 最低入場丹監

#f ，j;み 人 人 人 滋1自 人 法 制 人

弘- M 1. 156 町田 l 位9. 972 96.314 158.467 41 日6

4  fI 組 11) x附

1.019. 由児 1. 198.657 57. 079 

Y.-' 品

制. 加6 35.207 

運 休 Y. 1，f) 組制

1.015 町l O 748. 129 106.875 

j&- X お7.547 51. 171 

初 耳

4. 倒3絢

MOll ｾ却
5. 句 1. 日l ω 邸2

X - J 品 114 団施 35.774 

夏休み !(l噛 ){!叫

4 臼7 町拍 5. 071. 102 120.740 

主; ー% お3. 245 47.472 

9 月 UUi  Uf 岨

1.196 目l O 2. 173. 342 144.8剖

ｆ イＭｾ 2同 138 制 ω。

it 13. 116. 000 16. 102. 752 89. 459 

東南アジアの近隣国からの来場が多い。

Jロh、
湾 5 6 . 4 % ｾｴ＠ 朝 鮮 5 . 0 %  

タ イ 7 . 1%  フィリッピン 4 . 4 %  

香 やさ 6 . 5 % ア メ リ カ 1 . 6%  

車主 国 5 . 2 %  シンガポール 1. 4 %  

マ レ ー シ ア 5 . 1 % インドネシア 1. 4 %  

2  交通機関等

(1)ポートライナーが入場者の半数近くを輸送して

いる。

最高入場者の 9 月 6 日( 日) には、 3 5 . 3 %、9 4 ，7 1 6人

が利用した。

(2) ピストンパスの利用も 100万人を越え、分担率

も 7 . 5 %と補助的な役割l をはたした。

ｬｾ 高利用は、 Ｕ 月 Ｔ 日の ＴＳ ， Ｑ ＶＰ 人である。

(3) マイカーでの来場は、前半交通規制の関係で少

(2)  5 月 1 日から午後 5 1時、 5 月 9 日から午後 4 1時 なかったが、夏休みに入ってからは夜間入場の増、

3 0分に夜間| 却場を行ったが、 1 日平均2 0 ，5 0 2人て¥ 家族答の地で多くなり、臨時駐車場の開設を 7 イ

9 月 5 日(: J : )には 10 4，8 2 6人と夜間最高入場を記録 カーの多い日に行った。

( 1 ) 観客サービスの状況は、次のとおりである。

総 人 監 l 日平均人世 位向利用監 最低利用監 慣 J号

!t 
曜 18.486人

人

% お5人 )(. 31 人

102.7 

連 f- I  7.719 42. 9 
%  303 

%9f J 40 

忘 れ 物 7.142 39.7 9長 94 1)イ

9  

点 い す 8. 815 49.0 U  190 主;
5  

85古

ベビーカー 77.246 429.1 
-'G 7∞ 主， 42 耳目古

f H か さ 57. 臼7 主1

4

.

600

- 迷い人の最高年令は8 5オの男性である。

変わった忘れ物は溶接の7 スク、がいこつの置

物である。

(2) 場内の廃棄物の状況は次のとお りである 。

日 平 l ! J

17. 091 

1. 701 

0. 241 

100mm厚が主流に

ーヨーロッパの外断熱工法ー る。

( 旭 フ ァ イ パ ー グ ラ ス 海 外 調 査 報 告 )

旭ファイパーグラスは、同社とその協力工事会社

で組織している「工法開発研究会J を主体として

外断熱工法欧州視察団を編成、 5 月下旬より 2 週

既設木造住宅ても断熱改修が盛んで、外壁の上に

横胴縁を打ちグラスウールやロ ックウ ールで断熱

をする、外断熱工法が色々なところで行なわれて

おり、これも外1 I I IJ の断熱厚を増す傾向である 。ま

た一般家庭の庭先や倉庫にグラスウールの買い置

きが目立ち、休日には日限大工で天井などの断熱

附 ノルウェ一 、スウェーデン、西ドイツ、オース 改修を行うものと忽像された。一例としてノルウ

トリア、デンマークの 5 ヶ国を訪問し、外断熱工 ェーでは 200mm厚のグラスウールがすでに施工さ

法を主体として調査を行ったが、このほど調査結 れている天井にさらに 100mm厚のグラスウールを

来の概要をまとめた。 追加して敷いている所に出合ったとのことである。

それによると、既設の事務所ビル、集合住宅を問 新築住宅では床、壁 15 0 - 250mm天井 2 0 0 - 3 0 0  

わず断熱改修工事が盛んで、ほとんど外断熱工法

で行なわれており、新築ビルにおいても外断熱工

法が絞極的に採用されていること。また外断熱工

法の断熱厚は従来5 0mm厚が多かったが、西独の現

mmが普通の仕様とな っている。またソーラー コレ

クターは、日本のようなノマネルでなく屋根材の下

に配管を通して集熱する形が多かったという。

日本て中i)J めて外断熱工法ビルが建設されたのは昭

場 l ヶ所 ( 80mm厚) を除いて、ほとんどが 1 00 mm厚 和4 8年の札幌興銀ビルであるが、旭ファイパーグ

になって米ており 200mm厚め現場( ニュールンベ ラスは、これを手がけており、ここ 1 - 2 年各種

ルク) もあったこと。断熱材としては、グラスウ の外断熱工法も笑験的に施工し、今回の調査をも

ール、ロ ックウールが主体で 1 部にフォームポリ とに標準外断熱工法を雌立してビルや集合住宅の

スチレンが使われていることなどが報告されてい 外断熱を積極的に推進したいとしている 。

一・
〆

ー

. " ， _  

グラスウー J レ 200mm]享の外断熱現場

( ニュールンベルグ)
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- 写真と概要4 をどしどしお送 り下さい .

凡WIJ : a  所: (Ej 也 b  敷 地 而oh'[ c  建築所有1 d. 延 床 而f;a e . 椛 造 鋭 校 ｲ 工 ｊｾｊ

1558 京 都 市 東 部 清 掃 工 場

設 計 大 建 設 計

施 工 . 竹 中 工務唐 、浅沼組、宝建設共 同企業体

a 京都市伏見区石田西ノ坪 2 - 18  

b .  34 ，OOO. 00m'  

C .  17 ，037. 02m'  

d .  42. 791. 98m 

e .  S  R  C 、 8 F 、 B 1  

r. 1113初52年 12月一昭和55年 3 月

1561 シ ャ ー プ 天 理 第 3 工 場

設 計 施 工 ・清 水 建 設 大 阪 支唐

a . 奈良以天理市燃本町26日祷地の l

b .  210 ，992. 7801'  

C  5.961. 6701'  

d .  15 ，342. 9201'  

e .  R  C  ( 一昔li S ) 、 B 1 、 3 F 、 P 1  

r .  II!H1154年 6 月- 1昭和55年 5 J.J  

1564 宝 塚 市 立 中 山 台 中 学 校

設 計 : 宝 塚市 建 築 謀 、 小 西 設 計

施 工 : 大 林 組

14  

a  宝塚市中山五月 fi 4 丁目

b .  22. 276.2801'  

c 目 1，932. 2701'

d .  5，524. 3601'  

e  R  C 、 4 F 、 P

r  II{{ 相54年 6 月~昭和55年 3 月

1559 渡 辺 病 院

設 計 大 建 設 計

施 工 岩 出 建 設

a 岸和問7行土生町53番 地

b .  13，116. 9401'  

C .  1，41 1. 8501'  

d .  3，739. 6701'  

e .  R  C 、 3 F  

r . 昭和55年 4 月- 11tH日55年 10月

1562 日 本 生 命 藤 井 寺 ビ ル

設 計. 日本生命保険相互会社不動産部・ 清水建設

施 工 。 清 水 建 設 、 森 本 組 共 同 企 業 体

a . 藤井寺市存日[ I : 1丁目 8 帯 5 号

b .  1，371. 9001'  

C .  729 .88m'  

d .  4，005. 8001'  

e .  R  C 、 6 F 、P 1  

f  昭和54年 12rJ -1I ! Hfl 55年 9 JJ 

1565 日 本 火 災 海 上 保 険 長 崎 営 業 所

設 計 小 西 設 計

施 工 . 大 成 建 設

a  長崎市勝山町

b .  368 .3601'  

C  187. 62m・

d .  773. 00m'  

e .  R  C 、 4 F  

r  1I {.Hn53年 10J J -IIIHII54年 4 月

E . UU圏

1560 大阪府 営 箕 面 公 園 昆 虫 館

設 計 : 大阪府北部公園事務所・湯浅建築設計事務所

施 工 : 井 上組

a .  J'i; 1而.Ii 、筑間公開内

b .  837 ，000 . 00m'  

C .  237. 2001'  

d .  375. 0401'  

e .  R  C 、 2 F  

r  11M日55年 11 月~昭和56年 3 JJ 

1563 久 保 田 鉄 工 東 北 支 庖

設 計 : 小 西 設 計

施 工 : 戸 田 建 設

a . 山城県仙台市本町 2 丁目

b .  794. 7701'  

C .  511. 9501'  

d . I ，872. 00m'  

e .  R  C 、 4 F  

r .  1I{{.f U54年 9 J J - II 昨日55年 H J

1566 ライオンズマンション大手前

設 計 小 西 設 計

施 工 : 小 坂 井 組

a . 大阪市東区内平野町

b .  281. 5001'  

C .  208. 1201'  

d .  1，538. 0001'  

e .  S  R  C 、 9 F  

r  11附 1153年 12月-1If ' H054if. 12J J  



財団法人 日本建築総合試験所だより

表面を塗装した鉄筋とコンクリートとの付着特性

構造物内において鉄筋または鋼板の表面を塗

装し防食および防錆効果を高めて、これをコ

ンクリート 中に埋め込む場合がしばし ばある。

この場合、塗装した鋼材とコンクリートとの

付着特性を知っておく必要がある 。 この付着

特性は、塗料の組成、塗膜の厚さ、また被塗

装側の鋼材の表面状態など多くの因子に影響

され複雑な性状を示すものと考えられるが、

これに関する資料はほとんどない 。既に、当

試験所の機関紙 GB R Cにも発表しているが、

日本ペイント株式会社の依頼により当試験所

が、表面を塗装した鉄筋とコンクリートとの

付着特性に関する笑験を行ったので、この概

要をご紹介する。

試験体には、直径25mm、材質 S R 2 4の丸鋼を

用い、この供試鉄筋の表面を、表ー 1 に示す

ごとく、無機ジンクリ ッチ系ペイント ( 3 種

類) 、長i爆型ウオ ッシュプライマー ( 1 種類)

およびタールエポキシ樹脂塗料 ( 1 種類) の

計 5 種類の塗料を用いて塗装し、また比較の

ために 1 種類の供試鉄筋については無塗装で

黒皮状態とした 。 なお、表面を塗装した供試

鉄筋については 、それぞれ塗装前に鉄筋表面

図- 2  

にサンドプラスト処理を行った 。

試験体は、図一 1 に示すごとく、 l 辺が15cm

のコンクリート立方体に供試鉄筋を水平に埋

め込んだものであり、試験体に用いたコンク

リート の配合を表ー 2 に示す。各試験体とも、

型枠脱型後試験日まで、標準水中養生を行い、

コンクリート材令28 日でそれぞれ試験を行っ

た。なお、コンクリートの圧縮強度は 343kgf /  

師、引張強度は 30kgf / cm' て‘ あった。

試験は、 J 1  S 案 ( 引抜き試験による鉄筋と

コンクリートとの付着強度試験方法) に準じ

て、図 - 2 に示す試験装置を用いて行ったも

のである。

試験結果として、各試験系列の平均付着応力

度と自由端すべり品 ( 各試験系列毎の試験体

3 体の平均値) の関係を図 - 3 に示した 。

図 - 3 より、黒皮状態の試験体系列 A に対し

て、塗料の種類が異な った試験体系列 B - F

における付着特性が変化するようすがわかる 。

なお、本報告は日本ペイント株式会社のご了

解のもとに公表したもので、ここに感謝の意

を表します。

v ，刊 " ' Y- ;，. J)G If Mt玄 1/ 11)(沿_ J

V' { "¥. ' " ゲ

図一 1 試験体( 寸法: mm) 図- 2  試験装置( 寸法・ mm)

図- 3 平均付着応力度と自由端すベリ量の関係(平均幽線)

表一 1 供紋鉄筋の塗裳の種類

試験体系列 塗 装 の 積 頬

A  無塗装 ( 黒皮)

B  

厚膜無機ジンクリ yチペイント ( 1)

(本州四国連絡橋公団規格相当品 )

C  

厚限無機ジンタリ ッチペイント ( 11 )

(本州四国連絡矯公団規格相当品)

D  

無機ジン 7 リyチペイント Ｈ 本州四国連絡ｾ公団

規絡相当品、日 ;車道路公団規格相当品 )

E  長曝型ウオ ツンユプライ 7 ー(JIS K  5633相当品)

F  タールエポキン樹脂塗料(JIS K  5664相当品)

( 注) 1) ぷ験体系列 B- F I ! I 供ぷ鉄筋については、それぞれゆ装

，jij に鉄筋点 I('I をサンドプラストがけした!

2  ) 試験体系列 B およびC における厚膜無機ジ ンタ リy チベ

イント ( 1 )および( 11 )は、それぞれ塗科成分間配合比が

拠ったも円である .

表- 2 コン クリー 卜の配合

*1 業 2 3て3

水セ j 細 骨 水 セ メ

細(骨kg材

租粒材

笑測ス 笑 測

ント比

材( %率)  
(mk，g) f  

ン ト

( kg/ 
ランプ

空(気%量)  

( %)  
(k耐g/)  耐/)  

m') (cm) 

53 37.4 166 313 718 1，218 10.3 1. 4  

( 注) ・l 普通ポルトランドセメント( 住友セメント保式会社製)

• 2  愛知川鹿川砂{ 袈乾比重 2.66、絶乾比1R :  2.62、

肌松司' ! • 2. 81)  

.  3 ・霊知川産川砂利( 最大寸法: 25冊、表乾比1 l i :  2.70、

絶乾比m: 2.67、組組率 7.02)  

図- 3
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本試験所 所在地 ・大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地の 8

電 話 ・大阪 (06) 872 - 0391番 (代表) ( 干565 )

道 )1頃・左図参照

大i定分室 所在地 ・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 - 1 8  

電 話 ・大阪 (06 )351 ー7217番 ( 〒531 )

道 )1頃・阪急ill 車天神橋六丁目駅下車北へ約700m

堺 分 室 所在地 ・大阪府堺市浜寺石津町西 2 丁 1 - 3 4  

電 話 ・石津( 0722 )44- 3912番 ( 〒592)

道 )1頂・南海m工事本線石津川駅下車北へ約400m

京都分室 所在地 ・京都市伏見区中島前山町24番地の 2

'aI 話 ・京都 ( 075) 622- 0713番 ( 干612)

道 順 ・自 動車の場合 名神高速道京都南 1 .  C  

より国道 1 号線を南へ800m

パスの場合: 京都駅より市バス 19番、 20

番で、国道赤池下車、徒歩 1 分
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風土と建築シリ ー ズ

自然発生的建築をめぐって - 1 9 -

領 域 そ の 8

ノ〈ルコニー

スペインの北西宮11ガリシア 地方は、カンタブリア 山脈の西端が南下

するけわしい山岳地帯によって内陸部から切り離されたようなかっ

こうになっている。このために産業は発達しにくく、今でこそ幹線

道路の建設にともなって都心部の繁栄をみせているとはいうものの、

必山村部では 11寺代を思わせる古い民家が腐朽と戦いながらたちなら

び地方色盟かな風情をかもしだしている 。 ポルトガルのヴィラリー

ニョ ・パランへイナス村にみた住居の型は 、このかリシア地方一新

にまでおよび、 山岳地帯 を越えてバスク 地方の大西洋岸にいたる漁

村にまで広が っているという。しかし 地方ごとに使う材料には少し

づっj Q いをみせており、とくに 山岳地帯て、は軟石の粘盤岩が産出す

るらしく、 1 メートル四方もあろうかと息わせるような大きなスレ

ートがすべての良家の屋線をおおいつくして集落を自然のなかに沈

め込んでいた 。険しい山の斜面は何代にもわたって刻み込まれてい

ったのであろうか 、絡の額ほどの畑をつくり出すために石垣が絞ま

れ、無数の段々畑が山の頂上に近いところから谷底までおりて、ロ

パをあやつる 12夫の姿でさえ点描画の一点にまで仕立ててしまうほ

どに荘大な j瓜景画をつくりあげている 。アスフアルトの幹総道路は

この労働の彼跡をぬうよ うに |闘 がりくねり、急、カー 7"の連続で酔い

をおぼえるころ点々としていた民家は急に密度をあげて、道路沿い

に小さな村の中心をつくり、またすぐに分散して沿道から姿を消し

てし、〈。あいもかわらない景色に微妙な変化をみせはじめたのは、

山の険し きも峠を越えて牧歌的なｽＡｒｾ長へと移りゆくと こ ろあたりだ

ったように思 う。距離にすると 50- 100krn ぐらいの範囲だったよう

に記憶しているが、気がつくと急にモダンなガラス貼りの出窓が多

くなっていて、それはやがてまちなかのショーウインドーのデザイ

ンへと同化されて、見慣れた都会のー断片として吸収されてし、〈。

そんな小j島村のひとつにドライフーのイ木厄!がてらに立ちよってみると、

このモター ンなガラス貼 りの出窓が実は組末な木製サ ッシュにペンキ

を塗ったものであり、昔ながらのバルコニーを内部にとり囲んでグ

レージン クーした改造の産物だったので" あ4: 山長弘裕福そうな民家が

この改造を来たしているところから推して、こ のあたりでは生活向

上の一種のステータスシンボルとさえなっているらしく 、新築のデ

ザインにもこの手法に誘導されたものが多くみうけられた 。村の路

地に向つては依然としてノ〈ルコニーの張り出したままのもみ'CFJ 、

今でもこのバルコニーに坐って時をすごす老婦人と道ゆく人々との

楽しそうな会話が、スペイン語独特のものを叩くような調子でかわ

されて、さわやかな 地縁社会の: ぷ囲気をかもしだしている。しかし

このような路地裏にも| 徐々に共同意識への変化の 1創立訪れて 、中間

領域としてのバルコニーは媒介的役割を失 って 内部へ取り込まれよ

うとしている。それが一気に推移しないのはただ地域社会の生産機

造が依然、としてブドウを中心とした農業におかれているために、社

縁社会と呼ばれるような都会型の生活綴式にまでは至っていないか

らなのであろう 。 ともかくもそこには生活と佳築との間に摩擦の不

協和音が生じて、冷たいかラスの光沢が不仁l 然な近代の介入をみせ

ている。グレージングされたとたんに外部への触手を失って行〈バ

ルコニーの 中!日j 的領域性は 、失われることによ って意識される存在

としてコミ ュニティへの活性化作用を主張しているだけではなく、

たとえそこに人彬がないとしても、人の気配を感じさせる装置とし

て、社会構造の如何にかかわりのないレベルで空間に豊かさを与え

16 

ているものといえよう。

サンシェード

本多友常

(  ( 附竹中工務庖大阪本応設計部設計課)

この柱と屋根に囲まれて壁のない空間が領域上の緩衝装置としてつ

かわれているあり方は、やがてアフリカのサバンナ地帯で再び出会

うことになる。それはバル コニー ではなくて日除けのためのシェー

ドであるが、こ れは簡単に作ることが出来るせいもあってかなりき

めの純い使いわけがなされているように恩われる。たとえばすでに

見たハウサ族の都市型住品iYll 丙長lおらにさらに前庭がつくられて

個室へとつながるような場合があり、それぞれの庭にこのサンシェ

ードが使われることによ って 、 ｾ Ｑ ＺＱ Ｑ はさらに和 ｉｉ 分 化 された会から私

への段階を示すことになる。使い勝手としては前庭におかれるシェ

ードは、ものを遣いたり、クッキングをしたり、礼拝のための場所

で、プライパシ一色の強いものであるが、それに対して中庭におか

れるサンシェードは必ずといっていいほどに住居内の伎を形成して、

内庭での日中の生活はこのシェードが落す日影の範囲が中心とな っ

ている 。

日中の気温が上昇して雨のほとんどないサノ〈ンナでは、ほとんどす

べての部族が日 中の作業と休息のためにこのサンシェードをつくり

だしており 、原則! としては写其 5 、 6 のように閉じた空間と、聞

かれたサンシェードが対になって居住空間をつくり出している。し

たがってそれはたとえば小屋の場合、出入口の前に置かれることが

多いのであるが、少し絞雑な家族あるいは親族構成をもっところで

はむしろ囲碁の布石のように微妙な距離の約束ごとを守りながら、

領域としての空間的な磁場が形成される。その配置のしかたにはい

ろいろな例が見られ 、各村あるいは部族によって特色があることか

ら推察するならば、生活の様式によく対応した布置をつくりだすた

めに、このイ、 さな 日よけのシェードがひと役:買 っているということ

になる 。 さらに言うならば社会構造が居住空間の布置に大きなJU響

力を持 ってい るということも出来ると思われるのであるが、この調

査では親族構造 、言語、歴史、風俗習慣等について の裏づけをとる

ことは出来ないために、布置のあり方を実測に基いて紹介しておく

ことにとどめなくてはならない。

図 - 1 と写真一 7 はアガデスを南下する途中に出会ったタククと呼

ばれる小さな村のひとつで、 l良*j j: 型の居住型式をもっハウサ族のも

のであるが 、特徴は各家族が垣に図まれた敷地を有していて、不完

全ながらも核家族の傾向を示している。一夫多妻11111の社会でも経済

的な理由から一夫一婦制が結果としては出来上っており、村長や富

者だけが一般の村民とは少しj ] ] l った生活レベルを保ち、日干しレン

ガ造の四角い家に住んでいるという。ともあれ村民は小屋のスケー

ルから比べて少し大きすぎるくらいの垣に図われた敷地に、主に寝

るための小屋と、炊事のための小屋を持ち 、サンシェードが寝室に

あたる小屋の近くにおかれて住宅をつくりあげている 。小屋ど うし

が主主様に離れている理由については検証不可能で・はあるが、寝室小

屋は土壁で出来ており、炊事小昼の多くは草壁で出米ていることか

らみると、炊事小屋はあくまでも似設的な感覚であり、寝室小屋と

サンシェードの一対が住居の基本姿紫をなしていると考えるのが自

然な説明のように忠、われる 。 そしてこのサンシェードは領域論的に

は泊1こ閉じた空間と聞いた空間の転換点に位置して調整弁的な役割

をなしているということが出来よう。

参行文献、 「イベ ＱＩＷ 半山町 民家 ｊ 、ｽＺＮｾ之夫諸
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高 齢 化 社 会 の ま ち づ く り

や が て 、 わ が 固 め 都 市 社 会 は 高 齢 化 社 会 の 11寺代に入る 。世 の 多 く の 予 測 が 不 確 実 な の に 反 し て 、 こ の 予

iWJ は 確 実 性 が き わ め て 高 い 。

高 齢 化 社 会 の ま ち を ど う 造 る か と い う こ と は ぽ つ ぽ つ 笑 行 の 第 一 治 手 に か か る べ き 段 階 に 至 っ て い る

と思う 。 このまち づ く り の ひ と つ の 原 則 と して私は、 「コン パク 卜 ・シ テ ィ 」 の 構 成 と い う こ と を あ げ

ておきたし、 。要 す る に 、 水 ぶ く れ 的 に だ ら だ ら 広 が ったまちでは具合が惑いのであって・、庖剣iや 役 所 や

司自白 ｩｾ や公図などバラエティにおんだ施設が、近隣にコンパクトに組み込まれた魅力的な小瑞Ｚ境を巡り

出すことが必要と思う 。 コン パ ク ト な ま ち を 造ることは過密な市街王筑波を造ることではなし、 。 また単純

に日 j晋化したり、人工化 ・機械化することではなし、 。 まちの生活の紺ドやかな変化を十分に受け入れて 、

こ ま わ り の き く 新 し い ダ ウ ン タ ウ ン を 巡 る こ と で あ る 。 これを我々の身のまわりで笑現するためには、

住 民 ・'J 工業家 ・都 市 計 画 家 ・建 築 家 と 行 政 サ ー ビ ス と の 間 に 新 し い 形 の 一 体 的 な 結 び つ き を 造 り 出 す こ

とが必要になると思う 。 ( K .  K )  

都 市 の 美 化

先 日 、 二 十 数 年 ぶ り に 信 州 上 高 地 に 遊 び そ の 消 潔 さ に 感 激 し た も の で あ る 。 現在では観光地のみならず、

街中ゴミの散指しした中に生活しているとい っても 過 言 で な い 関 税 に あ って 、 上 高 地 は 正 に 別 世 界 の 感 じ

であ った。

i/fi た 梓 川 は も と よ り 、 自 然 保 護 林 の 遊 歩 道 に お い て も ゴ ミ 一 つ 発 見 で き な か っ た こ と は 務 副 に 近 い こ と

であ った。 そ し て す が す が し い 気 持 、 や す ら ぎ の 気 持 を 感 じ た の は 私 一 人 で は な か っ た だ ろ う と 思 う 。

こ こ に や れ ば で き る と い った凡本をよ心、出したのである 。 i町の 美 化 行 政 に つ い て の 並 々 な ら ぬ 努 力 に 敬

立 を 表 す る も の で あ る ι

同 じ 人 間 が 上 同 地 に お い て は ル ー ル を 守 り 、 都 会 に あ っ て は 守 ら れ な い 、 無神 経 で あ る 。 このことはそ

の ｉ［Ｑ ｊ＾Ｇｾに思没した人間の心主ｉＡＮの間組にほかならないことを痛感した 。 都市の行政は市民の幸わせを究僅

の 目 般 に そ の it;; はE造 り に 努 力 し て い る の で あ る が 、 都 市 に 住 み 、 そ こ で 働 く 市 民 に と って も 、 都 市 の 美

化がいかに重要な間延iであるかを ;ι 殺 し 、 う る お い の あ る 街 造 り に 鍔 カ し な け れ ば な ら な い こ と を 感 じ

るものである。 ( 0 ・M)

世 間 相 場 と コ ス ト 計 画

物 の 値 段 を 決 め る の に 世 間 相 場 と い う 口 安 が あ る 。建 築 の 場 合 も 必 要 な 建 設 裂 の 目 安 を つ け る 上 て ¥ 経

験や採$ 1 ーの而から世間j相 場 の よ う な も の が 大 き な 決 め 手 に な っている 。建築活動そのものが裾里子の広い

経 済 行 為 で あ る か ら 世 間 相 場 は 当 然一 つ の指標になり 、 しかも誌にでも明快に判るから刺り Ip斐のある

目安であるが、約し穴もある 。 コ ス ト 分 析 を し て い る と 、 似 た よ う な 建 物 で も 、 建 物 の 機 能 に 関 係 な く

処 て る の に 必 要 な 仮 設 や 土 工 事 に 裂 す る 火 用 や 先 行 投 資 的 な 政 府 に よ って 、 建 物 本 体 に か け ら れ る '1'( 用

に差J a があることが判る 。t吐JllJ 相 場 は こ れ を ひ っ く る め て い る の だ が 、 設 計 を 始 め る H寺、 t止J: r]相場 の 制

がそ っ く り 設 計 対 象 額 に な る よ う な 期 待 を 建 築 主 も 設 計 者 も 抱 き が ち な と こ ろ が あ る 。 | 浪られた予算枠

で 設 計 す る の だ か ら 、 設 計 図 で 表 現 で き る と こ ろ で 効 来 的 に 益 を 使 い た い と こ ろ で あ る が 、 建 物 の 極 郊

によ っ ては、一見無駄と思われるＱｉ Ｑｾ に比えないところにも、思いき っ た金かけないと建物本来の機能が

効 来 的 に 発 揮 さ れ に く い 場 合 も あ る 。 設 計 図 に 表 現 す る 範 囲 と そ れ 以 外 に か け る コ ス ト の 割 合 を 正 確 に

セッ トすることはコスト計画の J. 基本であるが、建物のグレードを決めてしまう怖い面がある 。

( K  .  M )  

耐 久 性 の 評 価 方 法

20年保証のM i il耐 久 性 鋼 板 を 各 社 が あ い つ い で 発 売 し た と 新 聞 が 報 じ て い る が 、長 期 の 耐 久 性 を 技 術 的 に

保証することはなかなか難しし、 。 脅 ｉ ｳＮｴｾの ｬ 耐久性の評価方法としては、ウェザーメーター何時間というの

が 一 般 的 で あ る が、自然暴践と のキIJ 聞 が よ く 解 ら な い た め 、 最 近 は lji なる 比 較 試 験 と し て の な l床しか与

えられていなし、 。 自然暴露にしても暴民坊の環境と使用士易所の環度とがー主主るため、笑際には予想外に早

い 劣 化 を 示 す こ と が あ る 。予処;l 外 と い う の は 劣 化 の メ カ ニ ズ ム が 解 明 さ れ て い な い か ら で あ る 。 そ れ が

j切ればそれに関係する il;ltJ 支 ・水 ・ガ ス な ど の 劣 化 因 子 が は っ き り す る こ と に な る 。 そ う す る と 使 用 場 所

に お け る 劣 化 l翠 チ の 定 証 的 測 定 を 行 い 、 そ の 条 件 に よ る 促 進 試 験 を 行 って耐久性を評価するという JI民J-f

に な り そ う で あ る 。 ところが iJ II U立 . iMJ 立だけの iWJ 定 に し て も 年 間 を 通 し て と い う こ と に な る と 谷 易 で は

ない 。左民豆制1キ材、司オの表而 i以i;九μl“46よυu皮支でで‘ すら工正E{i仰倣甘往:に t乱訓訓州II山川lド川lリ定されたデ一タは C公J勾ミ弘な: <、 結 成 に よ る 漏 れ 時 IH-J もよく解 ってい

ない 。 耐 久 性 を 問 題 に す る 時 に 、 い つ も 使 用 場 所 や 使 用 方 法 が 問 題 に な る の で 、 自 動 土11の 燃 1tiWJ 定 方 法

の よ う に 、 部 材 ご と に 劣 化 さ せ る プ ロ グ ラ ム を 決 め て 、 そ の 試 験 で 何H寺l:tJ もてば何年もっといえればよ

いと，EL う。 ( T  .  1 )  



特 集 ・ 第 2 8回 青 年 技 術 者

設計部門 奥 底 宗 玄 設備部門 大 原 千 幸

"  

本 間 利 雄

"  
坂田 進

"  

三 木 省 二

"  
浦 島 澄 男

"  

横 尾 迫 夫 施工部門 阪 本 保 孝

"  

;畢 英雄 計画部門 藤 野 邦 夫

構造部門 小 堀 隆 治 ( ; 品戦闘nl

青年技術者選衡委員会総評 選衡委員長 三 輪 泰 司

建 築 技 術 の 革 新 、 社 会 環 境 の 変 化 等 が 、 建 築 空 間 へ の 裟 求 の 多 機 化 と あ い ま っ て 、 組 織 や 技 術 者 の あ

り 方 に も 変 革 を せ ま っている 。 そ う し た 状 況 が 、 応 募 者 の 業 総 に も 反 映 し て い る よ う に 思 え る 。

jl 昼 衡 も 、 そ う し た 状 況 を ふ ま え て 、 多 岐 に わ た る 建 築 技 術 の 領 域 全 体 で の 水 準 を み き わ め つ つ 、 応 募

者 個 人 の 技 術 に 対 す る 姿 勢 や 意 欲 や 技 備 を 汲 み と る む ず か し い 作 業 に な っ て き て い る 。

年 を お っ て 全 体 に 水 準 が 上 が り 、 ま た わ ず か ず つ で は あ る が 応 募 者 の 平 均 年 齢 も 上 が る 傾向に ある 。

i S 資 料J の 意 味 は よ く 理 解 さ れ て き て お り 、 適 確 に 応 募 者 自 身 の 、 担 当 、貢献、成品ーなどがアッビ

ー ル さ れ る よ う に な っ て き た 。 も う 少 し 欲 を 言 え ば 、 従 来 の 解 決 法 に 対 し て ど の よ う な 視 点 か ら 挑 戦

し 、 発 展 さ せ た か 、 そ の 意 義 は ど こ に あ る か な ど 積 極 性 が 表 現 し て い た だ け て い た ら と 思 う 。 今 回 の

計

応募者 I  11 I  1  I  3  1  I  2  I  0  18  

入選者 I  5  I  1  I  3  1  I  1  I  0  11 

設 計 部 門 : 建 築 作 品 は 、 個 別 の 特 殊 な 情 況 に お け る 多 数 の 協 同 の 産 物 で あ り 、 社 会 に 通 用 す る ほ ど の

雄 物 に は 職 能 的 技 術 の 支 え が な い は ず が な い 。 応 募 者 が 提 示 す る 設 計 は 、 い ず れ も そ の 意 味 で は 立 派

であ っ た。 し か し 処 築 作 品 は 怨 築 家 と し て の - 1聞 の 人 絡 を 感 じ と る こ と は 、 評 価 す る 者 と 評f凶される

者 と の 共 犯 的 関 係 で あ る こ と は 百 も 承 知 の 上 で あ る が 、 や は り 大 切 で あ ろ う 。 35オ の 吋f年 ' 挫 築 家

が こ れ か ら ま だ ま だ 探 索 すべ き 広 大 か つ 深 淵 の 人 生 を 前 に し て 、 好 ま し い 建 築 的 萌 芽 を 感 じ さ せ た 方

から、 11名 の 応 募 者 の 約 半 数 の 5 1"， が 選 ば れ た 。 そ れ ら の 方 に は 、 自 ら の 作 品 に あ る 般 の 絡 調 を 賦 与

し 、 複 雑 な 条 件 を 慾 理 し て 地 域 の 生 活 環 筑 構 成 に 意 欲 的 に 取 り 組 ん で 成 果 を 上 げ 、 あ る い は 、 高 度 な

技 術 や 特 呉 な 技 術 的 ア イ デ ィ ア の 建 築 化 を 通 じ て 建 築 作 品 を 産 み 出 さ れ た の で あ る 。 ま す ま す の 研 鍛

と 精 進 を 祈 ら ず に は お ら れ な い σ

構 造 部 門 一 般 に 、 従 来 か ら 問 題 と な っ て い た 点 を そ の 設 計 に お い て 解 決 し よ う と し た り 、 ま た 一 歩

先んじた内容を持つ設計を実行する場合には、広範で‘ 紛l心 な 配 慮 の 下 に i直 確 な 調 査 研 究 と そ れ に 対 す

る判断および実行ブJ が 要 求 さ れ る 。 今 回 の 構 造 部 門 の 応 募 は 基 礎 構 造 に 関 す る 1 件 で は あ っ た が 、 こ

れ は 、 設 計 遂 行 の た め に 多 く の 調 宜 、 研 究 を 必 要 と す る 場 合 の t't 重 な 例 で あ り 、 候 補 者 が そ の 中 で 主

主Zな役押l を 来 た し て い た 点 が 向 く 評 価 さ れ る 。 今 後 も こ の よ う な 新 し い 問 題 に 挑 戦 し た -，' [ 年榊造技術

者 の 応 必 を 楽 し み に し た い 。

設 備 部 門 : 今 回 の 設 備 部 門 の 応 必 は 3 件 で 例 年 に 比 べ て 件 数 は 少 な い が 、 資 料 ・内 答 と も い ず れ も 整

っ て い て 努 力 の あ と が み ら れ た 。 内 容 と し て は 病 院 の バ イ オ ク リ ー ン 手 術 室 、 ピ J レの省エネルギ一、

コ ン ビュー タ ー に よ る 制 御 と 、 そ れ ぞ れ に 現 在 関 心 あ る テ ー 7 が: i l i 1 ばれており、提出された資料から

も単に短期間!の ま と め で は な く 、 数 年 聞 の 努 力 の 諸 般 の 結 栄 で あ る こ と が よ く 分 か っ た 。 い ず れ も 標

準 レ ベ ル 以 上 と 判 断 し て 3 件 と も 選 定 し た 。

施 工 部 門 立 地 的 に 同 鉄 高 架 線 に 桜 す る 、 き わ め て 地 下 工 'J'; の困難な条件のもとに、 山 止 め 工 ・j¥. の経

済 性 と 信 頼 性 を 迫 求 し た 点 惨 な 地 工 計 画 は 、 施 工 技 術 将 に 対 す る 今 後 の 研 究 課 題 を 縫 供 し た も の と し

て 、 評 価 さ れ て よ い 。 山 止 め 工 法 の 安 全 性 と コ ス ト の 制 限l関 係 は 、 そ の 評 価 規 準 に 複 雑 な 要 紫 を も っ

ている 。 近 年 、 コ ン ビュー タ に よ る 山 止 め 壁 変 位 お よ び 周 辺 地 盤 変 位 等 の 計 測l管 理 に 、 新 分 針 が 期 待

されるようになり、 R C C シ ス テ ム の 確 立 が よ う や く 紡 に つ い た 状 況 で あ る が 、 今 後 、 本 制 め よ う な

課 題 に さ ら に 挑 戦 す る 現 場 の 出 現 を 望 む と と も に 、 施 工 部 門 の み が 確 立 し つ る こ の 分 野 の 、 よ り 安 全

性 と 信 頼 性 を 追 求 し た 研 究 の 雌 ん に な ら ん こ と を 期 待 し て い る 。

計 画 部 門 : 本 部 門 の 応 募 件 数 は 2 件 で あ っ た。 JtJ lせ ず し て 両 応 必 と も に 、 計 画 技 術 者 が 単 に 計 画 の 技

術 的11!1J 闘を業務領域とするばかりでなく、調主主あるいはコ ー デ ィ ネ ー 卜 業 務 と い う 新 し い 業 務 領 域 に

か か わ る も の で あ っ たことが非協ーに印象的であ っ た。 と く に 、 新 し い 方 式 に よ る 住 宅 づ く り に お い て 、

議人であるユーザーの ［ ｾ＾ＢＭを集約 ・ 調繋する 一 方、計画者としての計画理念を堅持しながらの業務逐

行 ヒの 凶維さは惣像に皆ft くない 。 おそら くは 、 計 画 者 と し て の 技 備 に 加 え て 人 間 的 迫 力 や 魅 力 ま で 加

わ っ た 人 間 的 総 合 力 の 所 産 で な け れ ば な ら な い で あ ろ う 。 深い! 感銘; を受けた次第である 。
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1 階エレベーターホールf下7

尼崎電報電話局

金楽寺別館

所 在 地 兵 庫 県 尼 崎市金楽寺1- 9ーl

敷地面積 6，245.34m'  

.f.'1i 造 地 下 2 階 地 上 4 階( 塔屋 1 階)

鉄骨鉄筋コンクリート造

建築面積 2，345.90m'  

延床面積 12，846. 66m'  

鉄 塔 パ イ プ ラ ー メ ン 構 造

プラ ッ トホーム 5段

屋上からの高さ 72. 8m 

竣 工 昭 和54年 9 月

電話局は、通信機械を収容することか

ら床荷重も大きく、階高も約 5 mと高

い。 お ま け に 屋 上 に 、 大 型 鉄 塔 が 搭 載

されるため構造的制約が多〈、外観も

ヒュー7 ンスケールを逸脱しがちで、

周辺環境との調和にも工夫がいる。

この建物では、外壁をベアリングウオ

ールとして 、仕 上 材 に 頼 ら な い ユ ニ ー

クで新鮮なプロポーションをねらった。

明 る い 表情 と、植栽計画 を含め質の高

い外音11空 間づ く り で 、 工 場 街 の 環 境向

上にも貢献しようと考えた。

大阪逓信病院附属

高等看護学院

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻2- 2- 22

敷地商被 1，441. 71m'  

構 造 地 下 1 階 地 上 5 階( 浴展 l 階)

鉄筋コンクリート造

建築面積 956.63m'  

延床面積 4，567 .34m'  

竣 工 昭 和56年 3 月

西 日 本 に お け る 電 電 公 社 医 療 機 関 で 働

<  ［ｮｾ 理婦の養成を目的として計画され

たもので、視聴覚等各種教室 ・実 習 宅

・図Z!?室 の ほ か 、 最 上l者に体育館を収

容 し て い る 。 外 観 は 特 徴 あ る 平 而 計 画

を立函にも表現しながら「白衣の天使J

のイメージをねらい、外装は白色タイ

ルを基調にまとめた。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

( : 11 U l. 

奥 庚 宗 玄

生年月日 昭 和24年 2 月25 日

最終学慶 大阪市立都品工業高校建築斜卒業

歴 尼崎電報電話局金楽寺別館は、

昭 和55年度電電建築賞作品部門

において受賞

経 歴 昭 和42年 4 月日本電信電骨首公社

近般電気通信局第二建築部に入

社. 以来、主として通信施設局

舎の新 ・地築の設計を担当、今

日に至る

います.

すいせんのことば 藤田 弘 青年技術者のことば 電電建築組織の業務は、電気通信設備を収容

する施設局舎のほか、事務庁舎研究施設 ・社宅 ・医療施設など大

の建設をかかえ、多忙をきわめています。業務の大半を占める施

設局舎が、他の建物に比べて鍛しい条件を多くかかえていることに

ついては、金楽寺別館の紹介のところでふれましたが、これらの公

共的施設の設計に際しては、安易な装飾的デザインや仕上村に似る

のではなく、簡潔で緊 Ｔ 民感のある ｾｭｊ づくりを追求したいと巧えて

設計者にもいくつかのタイプがあ

るが、彼の場合l立行動派である 。

設計姿勢に熱のこも った創造意欲

がみられ、自己を鴎〈努力にも積

極性がある 。昨年、彼が中心とな

って設計し、ここに紹介する尼崎

局は、社内の電電建築貨を受賞し

ており、竪笑で品格あるオーソド

ックスな公共建築をめざしてきた

伝統ある逓信建築を受け継ぐ技術

者として将来が期待される' i ' f 年で

ある 。

作 品 歴

高槻電報電話局別館、第 1I } t 而電話局 、第

ｈ 富田林電話局、ｾ崎電報電話局 Ｈ 榊築 Ｉ、

浪速電話局( 増築) 、尼崎電線電話局金楽寺

別館、大阪逓信病院附属高等府議学院、大

阪逓信病院南館 ( 設計中 )

通信建築以来の伝統である、機能的に{ 憂れ、建築の美しさにおいて

も長い時間の評価に由fえる絡調高い建築を目指し精進していきたい

と思っています。
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本 間 利 雄

生年月日 昭和21年 4 月28日

最終学歴 11(，州 J46年Jt: r.l 1大ザー大・' " 院修 J :創世

ｦＧｻｾ注築科卒業

業 歴 H円相46年( 仰大林組入社、本JELlj t

， Ｚｉ Ｇｦｾｬ ＩｦｬＩ Ｎｦ ｦｩ＠

作品経歴

昭和48年 以北ニュータウン光明池地区幼推

間設計銭校入選

昭和50年 邪智勝浦市一7ェ1) -7ーミナルピル

昭和52年 向島ニュータウ ン汚水処理縮殻

"  同志社大学ハ 1) ;え覆科学館

( 外壁保存 )

昭和53年 新 大 阪7 ァイナ ンス( 第 1)割11)

昭和55年東洋紡ビルディ ング

"  新大阪ファイナ ンス( i':11 2 即1)

昭和56年 ポートピアみどり館

昭和58年 船場東洋ピル( 1ーや 1' )

すいせんのニとぱ 鶴田昭一

後維なプログラムにおいても鋭〈

本質をみきわめる適硲な判断と柔

軟な思考から生みだされる彼の作

品には、すぐれた造形力とともに、

周辺環境に対する深い洞察と思い

やりが感じられる 。 もちまえの素

質に磨きをかけて、今後さらに飛

附することを期待する .

青年技術者のことば : ポーノレ・ヴァレリーが「ユウパリノスま たは

建築家J のなかでいっているように、建築は話しかけ、歌いかける

ようなものでありたいものです。それには、機能的で使いやすいだ

けではなく、些かな表情と空間をもつことが必要であり、さらには、

それらが互いに共鳴しあいハーモニーをかなでる都市空間l を構成す

るものでなければなりません。

建築家のちょ っとした工夫が市民に利便を提供し、都市環境の質を

向上させます。わずかなデザイン的配慮が都市景観に調和とやすら

ぎをもたらし、あるいは新しい意味づけを得て活気を おびてきます。

建築の設計にあたっては、自己完結型の発想、におちいることなく、

周辺社会にも眼を向けるだけの広い視野とゆとりをもちたいと思い

ます。そして愛情をも ってのぞむならば、建築は歌いだし、私たち

の都市はもっと生き生きしてくるのではないでしょうか。



ｾ＠
• • 

住吉地区の共同利用施設

コロ ロ

ロロ ロ

ロロ 口

コ

体育館
膏少年会館 ホール練 解放会館

所 在 地 構造規模

大阪市住吉区住吉町 体育館 R C造 2  F  )' f少年会館 R C造 3  F  ホー J レ隙 R C i 主 2  F  解版会館 R C造 6  F  

まま工 建築面積1，179. 76m'

1976年 11 月 延 床 面 線上593. 36m'

建築蘭He 727 .  19 m'  

延床面付( I ， 705 .33m'

建築而桜 727. 70m'  

延 床 蘭 被 762. 54m'  

建築面積 737 .86m'  

延 床 爾 般2，724 .76 m'

本施設は 町づ く り の 中 心 施 設 で あ り 、 多 機 な 用 途

が 複 合 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 場 が 用 途 に 添 っ て 十

分 に 機 能 を 来 た す こ と と 、 そ れ ぞ れ が 有 機 的 に 一

体 化 し 、 全 体 と し て の 統 一 性 を 実 現 す る の が 設 計

の重点であった。

一連の建物群を地区全体との調和の中に配置し、

高 木 の 制 裁 計 画 や 、 緑 道 計 画 に よ っ て 地 域 機 造 の

新 し い 中 心 と し て 構 成 す る こ と も 重 要 な 目 t票であ

った。

す べ て の 地 域 住 民 に 活 用 さ れ る よ う 身 隊 者 へ の 対

策 を 重 視 し 、 ス ロ ー プ 、 デ ッ キ 、 エ レ ベ ー タ ー な

と' の動線上の工夫や手摺、 {更所 等 の自己胞 を行って

いる。

ま た 、 こ の 泌 設l常一帯が町の中心的場となるよう

外部 ｾｉｈｬ を公 ｬ 羽として主主備している 。
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三 木 省 二

生年月日 開制22年 6 JI19 日

i t ! : 終学歴 Hl {初41年大阪市立工夫/ . T， I史.IJl築

科卒業

1':; 膝 ｈ 日干 ＱＱＴＱ 年三ｾＮｉｊｬ築 Ｇｉｈ 帯所入社、

設.0 部勤務、 1見4・に至る

作品略服

昭和46年 日本位築士会i虫合会綬校J主J 入rt

H自制146年 日本的制，ｾ， ｩｬ 家協会続伎品 ｅ 十人 ｲｴ

調ド

堺市協和町高層住宅、ビューテイ ，7 山 U 、

{ 主占住宅 10 ・5 号館、 lニ{ 主庁住宅 4 .1i;館、

U: 向日本ハム( 陶工場

すいせんのことば 森田亮輔

建築の設計には、あくまて' 要求に

応え切ろうとする強制な頭が必要

だ 。 その点、三本 ｬｾ は ｩ 設 ｾｉ におい

ても、監尽! においても、一歩l問題

の中にｾみこんだところに身を泣

いて存え抜〈村りを持っている 。

それを支えているのは彼の旺盛な

勉強心であリ、綿訟な行動力であ

ろう。

青年技術者のことば Ｚ ｩｬｬｾ に対する社会的要 ￸ ＡＧｉはより高度で、よリ

絞維となってきており、また近年の科学技術の急速な発展は、主主築

の総合的な価値体系を符観的なものとして分解、韓J i J ' ，'1ヒする傾向に

あり、そしてますます分業、専門的へと多岐に副11分化されてゆく.

ニのような↑ ! ? 況の中で、 fLたちは主主築をj I f i していかに社会とかかわ

り合 っていくことができるのかが問題となると思う 。

今後は、 lil に11明人のa : ，; むとか組味では主〈、体験を j ' tmなものとし、

自IJiil 的なインテグレーションを成し i茎げる能力一伐のいいフィード

ぐ γ 7 を行う を必ってゆかねばならぬだろう それはテクノロジ

ーではなく、よリ人J i i J ( I ( J なものにしようとする a立ぶをむったデザイ

ンになると思う そういうことに努力の{ 上 '1卜Aーがあ るという公がす

る。



鹿児島空港

国際線ターミナルビル

所 在 地 鹿 児 島 県 姶 良 郡 溝 辺 町

工 期 昭 和57年 3 月竣工予定

建築面桜 3，584. 96m'  

ｾ床而積 6，251. 19m'  

榊造規模 R C造 ・地 上 3 階

国 際 線 タ ー ミ ナ ル ビ ル の 敷 地 は 、 国 内

線 の 北 側 約 2 0 0 mの 位 誼 で あ る 。 現在、

国 際 線 年 間 旅 答 数 は 約 6 万 人 程 度 と 少

な い が 、 こ の 施 設 が 完 成 す る と 出 発 ・

到 着 同 時 に 2 使 の 大 型 機 に 対 応 が 可 能

となる 。

1 、 2 階 に は 、 ロ ビ ー ・検 査 場 な ど 旅

客 ス ペ ー ス を 配 し 、 明 快 な 動 線 の 確 保

を 行 っ た 。 ま た 、 力 強 い 壁 と 大 き な カ

ー テ ン ウ オ ー ル で 桃 成 し た ダ イ ナ ミ ッ

ク な 立 面 は 、 自 と ブ ル ー を 基 調 に し 南

国 の 澄 み き っ た 笠 と 強 い 太 陽 に 映 え る

計 画 と し た 。

鹿児島空港

国内線ターミナルビル

工 期 昭 和47年 3 月竣工

建築面積 7，803. 55m'  

延床面積 20，152. 02m'  

構造規模 R C造 ・地 上 4 階、地下 l 階

大阪国際空港

国内線到着ビル

所在地盟中市I ，i ' t ヶ池西町

工 期 昭 和55年 12月竣工

建築面積 6，325. 30m'  

延床面積 13，787. 49m'  

機造規模 S 造・地上 3 階

輔 醐
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横 尾 迫 夫

生 年 月 日 昭 和21年 3 Jl 20 日

学 歴 昭 和44年 大 阪 工 業 大 学 往 築 学 科

卒業Ｈ日本主 ￟ｾＧｻＺ 会卒業 ｚ 主計コ

ンクール入賞)

業 服 昭 和44年 4 月附安井主s築設計11>

作 品 略 歴

務 所 入 社

昭 和46年 5 J 1 欧米主張: ! l < 港保安

施 駁 悦 祭 参IJII

昭 和56年 10 J l 東南ア ジ ア 主要 国

際 空 港 悦 務 参 加

鹿児島空港ターミナルピル

鹿児砧空港国際線ターミナルピル[ 岨G' 1・}

熊本空梧凶際線ターミナルピル( 針耐中}

大阪 ｉｾ 際 空港ターミナルピル ｬ 吋内線付 属悼柵穏他 Ｙ 件

ｫ 阪凶際空港ターミナル地埴Ｚｴ ｾｊ
鹿児砧空港ターミナル地域tt u' 1

大阪市揖介計画ん， ｪｾ ティーターミナル計画

ｊｴ 耐 ｦ 信託部 Ｒ 蛇￺Ｂ運動場 ｉｨｬｾ 休刊船

すいせんのことば 横山線一

空港ターミナルやスポーツ泌設の

プロフェショナルである。プロジ

ェクトを進める勘所をよく t1
1
1
さえ、

プロセスに無駄がない。建築をと

らえる勘も鋭〈、計図とデザイン

にバラ ンスのと れた資質をも って

いる。なによりも、仕事をまかせ

て信頼できる点がよい 。

青年技術者のことば : 空港ターミナルは、都市交通施設の一つに過

ぎないが、それは俊雄な矛盾を内包し、この矛盾の解決が空港ター

ミナル計画の第一少になると言える. それは、空港ターミナルの本

質である級数の交通手段の中継点としての公共性、固まぐるしく変

化する然袈の .1¥"1大と航空機的発達への対応位、そしてこれらと相反

する施設縫供者である位築主の経済性とその周聞を取り巻〈彼維な

組織である .

われわれ建築計図に携わる者 l立、矛盾を短夜することなく、建築と

いう三次元のｾｉｩ ｉｊ の中で、一つの答えを見出していかねばならないＮ

しかし、最近の経済情勢の悪化は公共性の高い空港 7 ーミナノレ計画

を閑総にしてきており、空港運営組織までも凡なおす時期iにきてい

ると巧えられる . .fl. は、これまでの経験と情報をもとに、より有効

な機能の追及とともに、今後の組織のあり方を探鉱而などから追及

し旅符の利便を図ることも、数少ない空港millitll. 当者に諜せられた

使命と巧ーえる.



緩衝緑地全体計画図

京都市東清掃工場

余熱利用施設

所 在 地

建築面積

延床面干

精進規模

工J t 11

京都市伏見区石回西之坪

2，782m'  

4，612m'  

R C造、 3 階ill

昭和56年 2 月~昭和56年 12月竣工予定

大都市において排出されるゴミの盆は膨大で与ある 。

こ れ を 焼 却 す る 場 所 設 定 は 困 難 を 極 め て お り 、 も

は や 市 街 地 処 理 は や む を え な い 状 況 で あ る 。 こ れ

らの環唆悪化への対策として、 UJ 也 公 園 、 運 動 地

設 や 余 熱 を 利 用 し た 地 元 還 元 総 設 等 を 設 け て 対 処

している 。

本 施 設 も 外 環 状 線 に 面 し た li争閑な住宅地である。

清 嗣 工 場 を 囲 む 緑 地 公 園 と と も に 緩 衝 地 帯 を 形 成

し 、 地 域 環 境 の 調 和 を 目 指 し た 構 成 に な っ て い る 。

平面構成は、 l 階 老人福祉施設、 2 階 図 舎 館 、 温

水 プ ー ル 、 会 議 室 ( 予 備 室 ) から な る 複 合 機 能 を

持った余熱平IJ 用 施 設 で あ る 。

立 面 構 成 を 横 裕 子 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル と 、 ド ー ム

の 採 用 で 立 体 空 間 を 表 現 、 陰 影 に よ る 落 ち 着 き と 、

深みを持たせ、明るい、i l ' ii 紫! 惑も合わせ持った低

層 建 築 と す る こ と で 、 周 辺 と の 調 和 を 計 っ た 。

郵政互助会鳥取ビル

所 在 地

敷地面干

建築面積

延床面積

精進規朕

工 期1

鳥取. 1i bi 安 2 丁目 138- 2 番地

1，983m'  

761m'  

6，132m'  

S R C造、地上14階窪、地下 l 階

Ilg初54年 Il 月~昭和56年 7 月
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漂 英 雄

生年月日 昭 和22年 1 H31 日

昭 和40年 大阪市立都品工業高等学校建築

科卒業

昭和40年株式会社大雄投，11 大阪 '1>務所入

社、現住に支る

主な設計業務総歴

大阪市北品目I住 宅 団 地 住 定 公 開 MU計画

大手前ピル 万博公聞記念プール ・東住吉

区役所 ー東淀川区役所 ・松原市給食センタ

ー ・ドライブイン却I門八 [?'I，! i ・交通応大日

検 Ili 場 ・浪 花 ピ ル 岡 凹 邸 ・ 片 山 邸 久 保

田鉄工名古屋サービスステー ション ー京m

，li 点部緩衝緑地

すいせんのニとぱ 木村喬夫

入社以来 16年、設計官11門で日H世を

積んできた i皮の成採が、段i ! i : ょう

やく光リ出してきたところである 。

大小を附わず誠実に作品と取り組

み、いずれの場令でも地主の信頼

をf号、適維な危なげのないまとめ

方ができるように育 ってきている 。

施主との対話の中でその意向を建

設的に消化し、しかも ｩｬｬｾ に対す

る情熱を決して失わぬねばり 1mい

委勢は、大いにその将米がJUI 待 で

きると楽しみにしている 。

青年技術者のニとぱ. 建築を媒体として創作活動を行っている人! 日l

にと っては、造形的感覚を表現し、自覚することは、重大な意味を

持 ってくる 。社会的要求を冷伶に消化していくためには、幅広い知

識と適確な判断力はもとより、人間として総合的に洗練された時代

感覚を創作へ娠 ') 替えることにより、正当な価値観を見出すことが

できるのである 。

感覚とは運動神経と問機に反射的に対応できるものでなければなら

ず、あらゆる分野において最良のものと接し、自ら研磨しなければ

ならない。先日、友人の染色家が来たおり、一番むずかしく、表f育

的で、美を感じるのは無J也に染めるときだ 、基本は糸作りに始まる

と言っていたが、私も同! 惑である 。

基本に基づいた空間構成の中に無I也の感覚を求めて、常に取り組ん

でいきたいと与・えている 。



埋立地における基礎構造

一神戸ポートアイランドの場合一

1. はじめに

人工築造される埋立地盤は、特徴として地盤沈下、耐震性状等に大きな不

安定要素を持 っている 。 とくに海上埋立地は、海底に堆殺するヘドロの上

にかなりの厚さの盛土を行うことから、その特徴が顕著であり、埋立地鍛

の特性の把握とそれに対応するバランスの良い構造設計が重要なポイント

となる 。

公団では関西での代表的な海上埋立地である大阪南港、神戸ポートアイラ

ンドに住宅建設の先兵者として約 6，000戸の住宅建設を行ってきた 。 ここ

では神戸ポートアイランドについてその概要を述べる 。

本敷地の地盤の留意点は、つぎの通りである 。

① 旧海底にある軟弱な沖積粘土層の圧密沈下

②杭に作用する負の摩擦力

③: I A. 立土層のI也袋時の液状化

④鉱1宰層を賞入する杭工法の選定

⑤ 洪積互層の杭支持力度

2. 地 盤 改 良 工事

建設場所神戸市中央区港島中町

敷地面積 1l .2ha

計置戸数幸司3，200戸

延誘妹見 ｫｾ Ｕｾ 叡主 Ｍ Ｑ Ｔｾ 問主

建設工期

地盤改良日夜1151年12月- 52年6 月

昭 栴4年3 月ー54年10月

住 宅 潟 滋 昭 栴3年3 月- 58年1月

結果を要約するとつぎの通りである 。

① 閉端杭と関端杭の打込み性状は根入れ長打止めn入量などに若干の差が

認められた 。

② 閉端杭と開端杭の荷重沈下性状は、荷重度1，000t / m' まではほぼ同じで

あるが、開端杭は 1，000t / m' をこえると沈下量が大きくな っている 。

③杭先端部の支持カは、機入れ部の摩擦カが大きく、実験による荷重では、

摩擦力は最大値に達していない。

④ 閉端杭、開端杭とも支持層への恨入れを十分にすれば支持力は得られる 。

⑤ 上tic、中杭に塗布したアスフアルトの効果は+ 分に見られた 。

工 Ｔｾ の目的は、埋立て土層下音 ＱＱ に存在する沖繍粘土層の圧密沈下の促進で

あり、ここでは長尺サンドドレーンと紋荷盛土を併用した 。

サンドドレーンの間隔は、主主家建設内で 2 m X  2  m - 3 . 2 m X 3 .2 m、主主家

周辺地域で 3 mX 3 m- 3 .4 mX 3.4 m、ドレー ン径は 50cm、長さ 30m、総

本数11 ，007本、改良面積約98，000m'て' ある 。

級事ｉ￭ｾ土はサ ン ドドレーン施工後、自主土問さ Ｖ m- ] Omを 6 ヵ 月 - 1 年間

施した 。結果の一宮11を図ー 1 に示す。

4  . お わ り に

神戸ポートアイランドでは、上記工事試験のほか、杭の水平戦荷試験、振

動試験、地盤沈下測定、建物沈下測定、杭の打込み試験、各種観測調査等

十分な検討の上に基礎工法を決定した 。

また、住棟設計時には、 1 煉として出来る限り安定した形状になるよう意

匠設計者と協議を行い、安全かつ経済的な設計を行うよう心がけた 。

本敷地で得られた技術は、 |深|土151
ら よl

，L瓜 1/ 1110  :! ん ｾ Ｎｊ ｬお
今後海上埋立地のみならず、 |皮肉|niznfl ;ZLZ ;二;J z r

f山口

3  . 杭 の 鉛 直 支 持 力

支持杭の支持力機織は、 ｾｴ 察力と杭先端部の支持力に分けて考えることが

できるが、地盤沈下地域における構造物の支持力は 図- 3 に示すように負

の勝擦力が作用するので、枕先端部の支持力は、とくに重要な問題となる 。

図- 2 に、杭先端部の支持力性状を詳しく調査する目的てゆ行 った、鋼匂わrt

5  c  ［ｪＧｪＧＨ Ｈ 先端 ｼ 羽ｾ Ｉ 、 ｓ 0 杭( 先端|制政 ) とPC杭 ( 先端閉塞) の実大杭 3 本に

よる鉛直級桁試験実施結果の一帯11を示す。

各方市で大いに役立てたい。
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図- 1 地盤改良工事による沈下量測定結果 図- 2 鉛直披荷まま験ー荷量~沈下量~時間幽線 図- 3 負の摩担軽力長期測定一歪度( 軸カ) 分布
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小 掘 隆 治

生年月日 昭拘24年6 月18日

最終学歴 昭和48年大阪工業大学建築学科

(  2 部) 卒業

歴 昭和43年日本住宅公団入社、昭

和47年より tl 造係に配属

作品経歴

神戸ポートアイラ ンド団地、大阪南港団地.

毛馬大東団地、兇山団地、ぴわ湖ローズタ

ウン団地等の構造訟計

主要論文

悼p ポートアイランド ι 必ける貰輸について t そ町

2 - 本実瞳町慨聾} 日ぷ也聾学金近鍛え師研究鰍古

車. 昭抑制年 6 11

神戸ポートアイランドに必け る提臓について{ そ的

3 - 地盤直良工a僚について} 日本塩車掌会近畿え

部研究鍬官 臨. 昭初55年 611

ー神戸ポートアイランドに おける 打込み抗的拍 i1iW. ('1

拭瞳ー 8 4 ' 砲揖小企' r . 締'rlll lO( ! j ! 概集 . 昭l ! 155年 9 J J  

すいせんのニとぱ 今井潤之助 青年技術者の二とぱ : われわれが建物を建設する場合、そこは土の

小堀君は、数回にわたり建築学会 上であり土の中であることが多い。にもかかわらずわれわれ建築技

構造部門で発表しているとおり、 術者は; 土の性質性状についてあまりにも知らないのが現状である 。

地盤や基礎工法の改良に関する笑 その大きな要因は、この分野は笑験工学経験工学的要紫が多くを占

験 ・研究に、カを注いできた。 め、力を苦i えるために多くの時間とチャ ンスに IJ!. まれる必要がある

現在も、それら成采の応用 ・開発 からだと思われる 。対する土は生き物であり、その起こりうる現象

に専念しており、今後の成長を大 は正直である 。われわれの力量が少しでも不足していると、その代

いに期待したいずf年技術者である 。 俄として縫物が大きな欠陥を持つこととなる 。

このなかで私は、工学的に正しい判断、自分のな っとくできる判断、

に心がけ、いつの場合にも ホ技術者として当然です彬と言えるよう

努力 し、'1:. きたい。



久保田鉄工第 2 本社ビルの空調・衛生設備

- 基本計画

多層建築においては、基準階におけるレイアウト

の良否がデザイン 、機能、コスト等あらゆること

の要因となる。

当ピルにおいては、以下のことを意図した 。

①東西を軸とするダブルコア形による基本的な省

エネルギの達成

②事務室と空調機械室聞に通路( 緩衝帯) を設け

たことによる基本的な空調騒音の防止

③構造計画との協調による設備ルートとの縫合性

によるシンプルなレイアウト

@ 事務室、コア 聞にドアを設けて、冬季の煙突効

果による隙間風の侵入防止

・基準階の空調 システム

各階ごとに任意に温湿度コントロールおよび時間

外運転が可能なことと防災上から竪貫通ダクトの

少ない各階空調機システムとし、個室ゾーンにつ

いては各室の環境コントロールができるものとし

てメインデュアルダクトによる V A V システムと

した。

・厨房設備

従来の社只食堂というイメージを脱却して、近代

的な厨房、食堂を目指した 。

16 F  

ムム

13 F  

12F 

11 F  

10 F  

日F  

8  F  

7  F  

6  F  

5  F  

4  F  

3  F  

全県宝換器

胡 ｉｾ

一一 送 風

一一 環 気

一ー外 気

Eコ空間機

旧1 V  A  Vユニけ

U 4 パイプファンコイル

図フアンコノベクター

厨房計画においては前処理、調理、自己膳、洗浄の

作業スペースを明確に区分し、最もネックとなる

残菜処理に機械処理11システム( 残来紺l断、脱水、

防臭処理) を導入した。

この結果、 1，200人食からの残来排出量は 1 日わ

ずかポリバケツ H不弱にすぎない。

・まとめと反省

計画の当初より参加し、一つの典型的なスタイル

の事務所ビルの設計を経験できた 。建築主が建築、

設イil i ! 関連メーカーということから自社製品のショ

ールーム化とし、う婆望もあり、最新の設備システ

ムを導入した。また竣工後は協同グループにて' 九

調運転の実態調査という機会も得た 。

設計のテー 7 て' あったく無公害〉については、特

に、既存建物群を油焚き暖房から都市ガスに燃料

転換できた。 <省エネルギ〉については、種々の

省エネルギシステムを導入してトータルエネルギ

消費量を低減できた 。 また く防災〉については、

illHiffi の容易なダブルコアプラン、各階空調機シス

テム、防災設備の充実、等により達成できた。 〈快

適性 〉 については、 Ｔ 管式ｾ， ｖｉｾＱ システム、メイン

テ' ュアルダクト V A V O / ステム等により、きめ納l

かい制御が可能となった 。

そのほか、近代的な食堂、厨房計画ができたこと

等、一応の成果は上がったと考えている 。

また実態調査の作業からも得ることが多い。

・十分な断熱性、5 < ¥' l f . ' 性により、かえって熱の逃

げ場が無くなり冷房Jtil 聞を長くさせる 。

・熱回収システムは周到な設計、施工、運転でな

いと一概に省エネルギシステムとはならない。

温水送 η

冷水送。

。⑥

由

。 ダブルハンドル形ターボ本軍機@筒殴撚交換器 ⑦冷水ポンプ

② 2重効用再鍛収式浴車峨 ⑤給湯用{ プレート式) 耳鳴交換器⑧温水ポンプ

③カウンターフロー型冷却塔 ⑥空揖機 ⑨冷却水ポンプ

熱源システム図

所在地

大飯市7創車区

竣工

1977-年10月

敷 地 耐 4

13，194 .20m'  

建 築 面 械

1  ，888.  38m'  

延 床 而 械

23，903. 95m'  

l岬抑耐闘

1，020. 38m'  

向き

64 .65m 

• 

事務室

• • 
- インテリア系統とファンコイル附の悦合熱m失

は北而では、かなり大きし、。

・外気取入量制御のための C O
2 コントロールは相

当に有効である 。

さらには実淵11 ということの困難さ、すなわち信頼

できるデータを年間を通して採ることの難しさを

「イャ」というほど味わ った実態調貨でもあ った。

今後は省エネルギと快適性の接点、 3 いかえれば、

エ ネ ル ギII' mii J : と快適性の限界に挑戦してみたい。

それには、 n分 の 守 備 範 囲 に と ら わ れ な い で 、 で

きるかぎり建物全体へと知識と説得力を隣いて仕

事をすすめていきたい 。

一一J
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h>'" ｉｊｾ ‘＠
大 原 千 幸 すいせんのニとぱ 牧 英 二 膏年技術者の ことば オイ J レンヨ y ク以前ほどではないにしても、

生年月日昭和22年4 月3 日 大原君は問題の本質を ι 鍛 ・的舷 相変わらず計画原諭を粍似したと思えるような建築ぷJ 十がある 。た

最終学歴昭和41年大阪府立東住吉工業向 に抱慢し、共体的形にまとめ上げ とえば空調設備を停止すると、とても住んでられそうもない室内環

校設備工業科卒業

業 歴 昭 和41年日住設計入社、設備部 ていく設計力において非凡なもの 境の雄物である 。往築設計で弱点とな った環境安ぷを設備工学によ

に所属 をもっている 。i lW: 機の利用等 lこ ってカバーし、その処物を成立させている 。災は設備工学も保境 li 'J

44年監理部所以となり、大阪銀 より設備分野の解析力が強化され 上の1>>} 求、省エネノレギ、防災などとともに主主築の環境嬰ぷを過大に

行本庖現 ｾｾｩｾＧＡｾＮ ｟ ｾＮ _. .. :  ｾＮＺＺＭ［ＺＺＺｾｾＧ＠ ［ｾＺｾｾＺＮＺＧ［Ｎ＠ ｊｾｾｾＺＺ ，Ｂ＠ 1Mうことから理論、技術が発展してきた。

46年設備部に所属となり、現在 るのと併行して設計カを一段とみ

に至る. 設備部において空調・ がいていく必裂性のあることを術 確かに、それは科学的進渉であり、すばらしいことである . しかし、

衛生設備投計に従事 、のままでは設備技術は尚度化とともに複雑化するばかリである 。

感する現街、彼の存在は illfI であ 」

主な設計業務経歴 もはや、彼雑すき・るのかもしれない。

住友不動産京都ピル阪急京都応、久保凹鉄 る。

工第 2 本社ビル、ひろしま美術館、松下電 訟にと っての設備政計は、まず日射、通風、保弘とい った計画原論

器貿易本社ピル、大阪市新庁舎 (施工中 ) 、 の要" j C を建物の基本設計に織り込むために建築設計者との対話から

神戸国際交流会館、住友生命御堂筋ビル{ 施 始まる .

工中 )



徳島県立三好病院のバイオクリーン手術室

徳 l込県立三好病院は、徳島県西宮11の 四 国 山脈 、 讃 を保つ こ と が で き る 。 両 方 式 と も そ れ ぞ れ 長 短 が

岐 山脈 に 図 ま れ 、吉 野川 が 南 か ら 来 へ 流 れ る 緑 と あ る が 、 本 病 院 で は 、 クラス 100の 垂 直層 流方討

水 の111か な 所に あ り、へき 地 医 療 機 関 の 中核 と な を採用した。

る べ く 、 ベ γ ド数 232床 、外 来忠 者 45 0 - 500人 の 手 術 室 の 空 気 の il 'f浄化 は 、 処理 さ れ た 清 浄 空 気 を

中規棋な総合病院として計画された。 できるだけ多〈送風することによって達成できる。

本 病 院 の 特 徴 と し て 、バ イ オ ク リ ー ン 手 術 室 が あ

り、一 般 手 術 室 3 室 と と も に 中 規 棋 病 院 と し て は

立派な病院で与ある。

一 般 手 術 室 は ク ラ ス 10 ，000、 バ イ オ ク リ ー ン 手 術

室 は ク ラ ス 100 と し て 計 画 を 進 め た 。 途 中 、 総 工

費 の 見 直 し の 結 果 、 と て も 、 バ イ オ ク リ ー ン 手 術

室 を 設 置 で き な い 状態 で あ っ た が 、 近 年 の 手 術 の

傾向は、臓器移組手術、 人工 関 節 置 換 手 術 、 心 臓

外科手刊すなどの空気中微生物による感染を防止す

る こ と が 絶 対 に 必 要 な 手 術 が 多 〈 、 近 代 病 院 に お

け る 、 今 後 の 手 術 室 の あ り 方 を 考 え る と 、 や は り

必要であり、，思いきって設計に組み入れた。

バ イ オ ク リ ー ン 手 術 室 は 、 空 気 の 流 れ か ら 、 水 平

層 流 方 式 と 垂 直 層 流 方 式 の 2 つ に 分 か れ 、 グ レ ー

ドからは表 1 のように分かれる。

水 平 層 流 方 式 と は 、 一 方 の 壁 全 面 よ り 11.吹き出し、

対 1古Jrinの 墜 に l汲込 口 を 設 け 、 水 平 の府 流を {乍り、

細 菌、 IA淡 が 沈 降 す る 以 前 に 室 外 へ 排 出 す る 方 法

で あ る 。 垂 直 層 流 方 式 は 、 天 井 全 面 か ら 下 に 向 か

って吹き出し、床に近い壁の下部より吸い込み、

そ の 清 浄 な 空 気 を 作 る た め に 各 位 の フ ィ ル タ ー が

用 い ら れ ( 表 2 参 照 ) 、本 装 置 に は 、 プ レ フ ィ ル タ

ーとしてラフフィルターを、 中間i フィルタ ー とし

て 中 性 能 フ ィ ル タ ー を 、 最 終 フ ィ ル タ ー と し て H

E P A フィルターを吹出口に用い、 3 段 階 に て 除

wお よ び 除 菌 を 行 っ た 。

表 2 エアーフィルターの種類

ろ 過 刻J 率 %  

名 粕:

D O P・ N B S 被 重訟法媛

H E P A 7 ィJ レター 99. 97以上 100 100 

高 性 能7 ィJ レター 80 以上 90以上 100 

中 性 能 7 ィJ レター 50 以上 80以上 99以上

{ 民性能 7 ィJ レター 20 以上 50以上 95以上

ラ 7 7 ィ J レター 2  以上 10以上 70以上

. Jt 数法 ( D 0  P 法) 空気中肉眼I主の数を敬えて、少ないはど消印

なm気とする ) j 法

・比色法 ( N B  S 法) フィルタ一向上流と下 ｾａｻ に設けたそれぞれの

ｪ ，Ｇ紙同汚ｬｌｕＮ Ｎｻｾを色で比較する Ｉｪ 法

・重量法( A F  1法) フィルア一向 上流と下械の汚れよL合を. 塵峻

の. [ ( きで比較するお法

徳島県立三好病院

所在地徳島県三好郡池田町字ンマ

敷地面積 17，972.5耐

建築面積 4，235.6"" 

延床面積 11 ，036.6"" 

構ュ量規領 鉄筋コノクリート造、地上 6陥. 塔屋 11首

位 傭 概 要

・都源方式 ターボ冷凍機 ＲＰＰｕｓｾｔ 1  J ;  

空冷ヒートポンプチラ- 40USRT I 基

チーリノグユニ ット/ 20USRT 1;基

炉簡煙管式蒸気ボイラー 3，0ω 同州、

1，500k9  H 杏 l 基

曹界再僧 600m' 

・空綱方式 病棟部 l 次処理空気+ファン コイルユニ y

ト併用方式

惨療部阜ーダクト方式

層 流 を 作 る の が 垂 直 層 流 方 式 て ¥ 手 術 台 よ り 上 官11 前述のごとく 、バ イ オ ク リ ー ン 手 術 室 は 多 量 の 空 バイオクリ ーン手術室

に 発腹 、発的源がな い場 合 は 、非常 に 良 いがJI争皮 気 を 送 風 す る た め 、 大 容 量 の 循 環 フ ァ ン が必 要と
一 般 手 術室 およ び バイオ ク リー ン 手 術室 は 年 中 、

室 温 を 23- 26' C の い ず れ に も 制 御 でき るよ うに 各

手 術 室 ご と の ダ ク ト 内に 電 気 ヒ ー タ ー を 組 み 込 み 、

室 内 サー モ ス タ ッ トで制 御 でき る ターミ ナルレ ヒ

ー ト 方 式 を 採用 した 。

なり 、 騒 音 の 発 生 原 因 と な る 。 現 在 数 多 く の パ イ

表 1 バイオクリーンルームの N A S A規格 オ ク リー ン 手 術 室 が 竣 工 し て い る が、 こ の 騒 音 の
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10，000 100，∞o  

0. 5以上 0. 5以 上

5以上 5以 上

10. ∞o  100，000 

65 700 

350 ∞o  3. 500. ∞o  

2.300 25. ∞o  

0. 5 2.5  

17. 6 88. 4 

6 4 ωo  323.∞o  

問 題 を か か え て い る 手 術 室 は 多 い 。 本 病 院 の 設 計

に おい ても 、当初 、 天井 内 に小 型 の 循 環 フ ァ ン を

複 数台 設 置 し て い た が、 現場 に て 再 度検 討 の 結来 、
以 上の よ う な こ と を 注 意 しな が ら 設 計およ び現 場

図 1 に 示 す よ う に 、 循 環 フ ァ ン は 室外 に設置し、 監耳忍t を 行 い 、 こ の は ど 、 第 l 期 工 t事J'，: が 完成し 、手

ダ ク 卜 系 に は I消背音エルボなどを f何帰可市I 入する こ とによ 術 室 の ク ラ ス i測n即刈{I川|リ定を行つた結弁朱L、 当 初 の 目 標 を 十

つて 、騒 音 の問 量題Eは 解 決 し た 。 分 満 足 す る 手 術 室 が で き あ が っ た 。

OA 

P  F  ブレフ ィルタ-

MF  中間フ ィル' j -

F  F  量終フィ Jレター

図 1
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坂 田 進

生年月日 目召相22年 9 月20日

舷終学歴 日自制41年大阪府立点住占工業r ，.1

校設備工業料}卒業

業 !IA 昭和 ＴＱ 年Ｈ附東側 ｩｬｬ 築 Ｇ ｊ ｾ 務所入社Ｎ

今日に至る

{乍 1¥:1 ￆｾ＠

日召拘46年 徳砧県立中央病院

日目相47年 川崎重工業 l 号節

目自制48年 満¥lt ピJ レ

日目制50年 兵1・11県農業会館

昭和52年 小林ピル( ホリデイイン南海大阪)

昭和54年 徳 島 県 西 警 照 明

日目制55年 徳島県立三好病院

昭和56年 関西労災病院診療1*

すいせんのこと ば 荒 井 清

建築の意図を十分に理解し 、必要

な設備を的絡に把泌することによ

って 、その建築を引き立てていく

ことが、建築 ｩ ｊ ｾ 務所における設備

設計処当の使命fごと与えます。

これは地味で努力の必要な仕 ー ｊ ｾ で

すが、彼はこの道一筋に 15年IHl ガ

ンバッてくれております.

青年技術者のこと ば: この数年、設備用機器および材料はめざまし

い進歩がみられます。とく に石油 y ヨ ，7 以後の省エネルギー| 刻i単

機器の開発はめざましいものです. 伝達設骨ii 設計者は建物の意図を

よく把挺し、これらの機株をその建物に合 ったようにうまく組み合

わせる、いわゆるシステムエノジニアであると 3 えます. ただ単に

設備や機ｾ誌の知 ｵ 遣を持っているというだけではそのま ｅ 絡に欠けるで

しょう 。いくらすぐれた機総であ って も使い ill をIlI l迎えるとただの

欽のかたまりにすぎません 秘迷設計者は常に新しい知ぷや技術を

吸収しながら、できるだけ少ない物で良い他物環境を作リ fごすこと

が使命だと々えます.

私は今後ますます山 l主化する往築設備のなかて¥ 一 つ ひとつに紋普

の努力をしてゆきたいと思います.



工場における省エネルギーと省力化の試み

一 日本アイ・ビー・エム野洲工場第 2期・第 3期増築工事、 E COS S工事一

1. 工 事 に お け る 担 当 業 務

周知のごとく野洲工場はコンビューターの- t r 生

産工場とし昭和46年建設以来増設を重ね、現在に

至っている 。近畿電気工事としても保守に至るま

で一目して工事を施工しており、設備の性格から

新技術の導入が多く、担当者にと っては縦しいが、

逆に言えば幸せな現場と言える。

私は昭和53年 1 月より着任し、総括u任 者 の 下 で

諸工事を計画、施工したが、その中で工場一般設

備のコンビューターコントロール ( 略 称 : E C O

s  s工 事) を昭和56年 1 月まで行い、また併行し

て第 2J 切 ・第 3J 切地築工事においてメーカーとタ

イア ップの上、パスダクト接続部のメンテナンス

フリー化を行った 。

2  . 第 2 期 ・ 第 3 期 増 築 工 事

ーパスダクト接続部のメンテナンスフリー化一

当工場の一般および生産用低圧主幹線の供給はパ

スダクトによっており、増築工事完成後は総豆長

2  km、接続数 1，000ヵ所にも及ぶことになる 。既

存設備については日常点検以外に 2 年に 1 回接続

部の総点検を行っており 、広範囲にわたるため非

常に労力を要する作業となっている 。

当社も以上のような背長からメーカーの協力によ

リ新開発の接続用ナ ッ ト ( 略 称 M F ナ ッ ト) を

採用地工し、好評をはくした 。

2  - 1. 従来工法とその問題点 適正トルク締め

付けが比較的簡単な工具で自動的に行えるものに

定トルク破断脱活ボルトナ ッ トがある ( 図ー 1 )。

これは所定のトルクが作用した際ボルトナ ッ トの

一部分が破断脱浴するものであるが、
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そのコンビューターコントロールを行うプロジェ

ク卜が発足した 。

当社は既存設備を新システムに適合させるための

改造 ( センサ一、アクチュエーターの新設) を主

i ) 政断昔日等の務下による人体、設備損傷の危険 体として胞工したが、当初はフランスで笑施して

i i ) 破断の瞬間、負荷トルクが急にセ・ロとなるの

で、締付作業者は身体のバランスがくずれ、高所

作業ではとくに危険となる。

というような欠点がある。

2 - 2 .  M F ナット 従来の工法を持つ欠点を解

決するものとして、建築構造物の締付用として広

〈使用されている周溝付ナ ッ トに着目し、これに

目視可能な表示機能を付加したものを M F ナ ッ ト

と命名し採用した。図 - 2 にその締造を示す。

これは補助ナ ッ トA を保持し、耳障部 B を破断する

まで締め付ける方式は同じであるが、補助ナ ッ ト

部分にもネジ加工が施されているため、つぎのよ

うな特長がある 。

i ) 破断後も苦11品の脱泌がなく、安全である 。

ii ) 務部破断時も締付 トルクの手応えが残り、作

業者が安全である。

iii) 補助ナ ッ トは溝部破断後、本体ナットを自動

的にロ ックする 。

iv ) 動作確認は両ナ ッ トのずれでレ行えるが、 60・の

主主数倍のずれで両ナ ッ トが重な った場合でもナ ッ

ト側面の色別表示で容易に判定可能である 。

つぎにこのナ ッ トの採用による作業、メンテナン

スの簡素化を 図 - 3 に示す。

3.  E C O S S 工 事

当工場はその性絡によりエネルギー総使用量にお

ける一般動力也灯設備の比盈が高〈、このシステ

ムを導入するまで、リレーベースの中央盟主視設備

により E日比 . ｾ Ｎ十 ｩ ｊｬｩ ｉ 制御されていたが、オイルシ

ョック後の行政指導を含めた省エネルギー化、将

来増設への対応および省 lJ 化という動向の下に、

図 - 3

従来システム( 左) と

M F ナットシステム( 右)

いたシステムをそのまま導入したため、難解な点 、

実際的でない面が多くあり 、熱1原の改造等専門外

の仕事もあったので、実用化に苦心した 。

以下主な点について述べる。

3  - 1  .  P  A ハードウェア 前述のようにフラン

ス製であるために仕機舎に不明の点が多〈、客先

担当者の指示の下に検討したが、当初フランスに

テレ γ クスした質問のうちのほとんどの回答がノ

一、オーケ一、ノーコメント等の無神経と言おう

か索気ないものであり、国情のili いを感じさせら

れた 。パテントの問題もあるが、回路構成 ・メン

テナ ンス等につき検討を加え、国産化する方向で

研究した 。

3  - 2. マルチプレクサー盤 ローカルに設in し

中央の C P Uとパスラインで接続されるマルチプレ

クサーは、当初練て司王務机の上にでも世かれるよ

うになっていたが、日本人的感覚で l 次 ・2 次 端

子とともに盤内収納とし、メンテ問インターホン

も併設した 。 ｾｉ ｌｩ原昔日仕様も独自の判断をし、投入

時に誤動作が起こる現象もタイマ一等で忌解決した。

3  - 3 . 制御ケーブル、アース フランスの調整

マンは、 トラヴルというとアースが悪いというの

がログセであった 。制御ケーブルは対ヨリ一指シ

ールドケーブルを採用し、シールドアースおよび

機器アースを単独に取り、他のアースと厳密に分

離したので、これによる誤動作は少なかった。

3  - 4. ソフトウェア ソフトウェアは答先支給

であり、当社はその都度パ y クデータの徒出を行

ったが、これに基づく現場改造においてオベレー

ターの操作性、思想の統ーという点に一番労力を

注いだ結来とな った。図- 4 にその構成を示す。
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図 4  ソフトウェア構成

i南 島 澄 男

生年月日 昭和24年8 月8 日

敢終学歴 大阪大学法随工学部電気工学科

昭和48年卒業

業務経歴

昭和48年 近畿電気工4' 大阪支社技術総長

1l l 気股備の計画 設計 ・捌査に

昭和50年 l測する業務

昭和50年大阪支社工<J>部工<j. 課員

1  電気設備の計画 ・設計 ・地工に

現 在関する業務

おもな業績

(1) 諌査

日掛倒9年通fd用 樹 雌 削工法σ〉級終告白' J t 1ii .の干測

(2) ，j歯 . 1琵十・地工盟理

嚇 四 年- 5鮮日本アイ・ピー・エム側附回品の

ｅｃｏｓｓ ｊｊ ｉｬおよび那 Ｒ 矧・第 Ｓ 期増築 的計画 。 ｾ

計・地工管理

すいせんのことば 岡田正照

自11意工夫に怠欲的で、新製品、新

技術の研究開発に紋極的で、その

技術力、学力は K DD大阪ピノレ、

日本アイ・ピー ・エム野洲で生かさ

れている 。J.JLit 大阪ターミナルビ

ル施工で活 ｾｬＮ 中で、各 ｦ 学芯Ｚ先、設

計 Ｔｾ 務所の ｪｊ 望も ｬ 亨 〈 、社内の設

計織労競技会におい ても2 回最優

秀賞を得て当祉の幹部候補r ，とし

て教育されている 。また技術論文

の苦手前にも fl'l 極的で、: l F . 下社只の

模範であ 1) 、後輩諸氏への指導に

も貢献大である 。

青年技術者のことば 科学技術、とくにコンピューター| 剥述技術の

急速な進歩に伴い産業の諸分野における変革には答しいものがある .

主主設業は端的にいうならば受注産業であり、労働集約産業でもある

ので、それに携わる J雪としてともすればハンドメイド的な発泡! に促

われ勝ちであるが、従米ｩｬￍｬりの工法に頼る限り、多機化する唱 ｩｩｾ の

要望に応えることはできない o ＱｾＧ に時代を先取りする間組意識を持

ち、新技術の開発、応用能力の重量成、そして質の充実を図るのが技

術者としての義務と巧える .

また変革からアセスメ ン トの時代に入 った現在、. i j ! . なる専門技術者

以上のものを求められているのが現状である 。

自IJ:(まと工夫を図り、業界をリードする会社の一員として一層の研鍛

に励みたい。



山岡メモリアルビル新築工事における山止め壁および周辺

地盤の計測管理

山間メモリアルピルは 、昭和55年 7 月に着工し、

56年 8 月末、逆打ちによる地下の編体がほぼ完了

した。 当現場付近は、軟弱な沖秘粘土 j習が厚 くた

い積しており、また図ー 1 に示すように国鉄の高

架僑に近後した地工になるので、地盤の沈下傾斜

はとくに厳しく制限される状況にある 。

このような条件のもとで地下工 'J;;: を行う場合、山

止め壁の変形とそれに! 半う周辺地豊富の挙動との相

関関係を的確に知ることが、安全な地工管理を行

う上で非常に重要なこととなる 。

1. 山 止 め壁 の概 要

山止め壁は R C地中連続壁て¥厚さ 600mm、深さ

は28 .5 m、21. 5 m、18 .0 mの 3 toII 類のものがある 。

28 .5 mのものは通作の位置に自己註されるパネル

で、本体の杭 ( W. F) として軸力を負担するので、

支持層である天満層まで根入れしている 。W.F 杭

にはさまれたパネルは仮設の山止め壁て' あり、国

鉄高架備に面した側は、国鉄規筏による側圧が他

の部分より大きくかかるので21. 5mとし、それ以

外の面は 18 .0 mとした。仮設の山止め壁について

は、ヒーピングに対する検討を' i l LUによりくり返

し計算し、放適の深さを決定した 。

2  . 計 測管 理 に よ る 山 止 め壁 お よ び 周 辺 地 盤

の 挙 動予 測

i5 : 年、市街地で弘行われる大規模槻 "]I J工 'J;;: において

は、山止め壁および周辺地盤の計測管理が欠かせ

ないものにな ってきており、今後さらに地加の傾

向をたどるものと思われる 。

当工事においては、計測点を 図- 2のように設定

した 。国鉄高架橋の①から⑪の点は傾斜計と沈下

計の設置を示し、これは自動計担IJ とした 。連続壁

の計調IJ パネルは No.l 8パネルと No. 45パネルの 2 ヵ所

とし、同じく自動計i 1 1IJ とした 。

山止め壁の予測l解析は、 5単塑性プログラムによっ

て行った 。 入力データのうち、側圧は笑i J t lJ 側圧を

とり、根切り底以深については、主働土圧と受働

土庄の差をと った。1;IJ梁はパネ支点として考慮し

た。周辺地盤の挙動予測解析には二次元弾性解の

有限要素法を使用した 。本プログラムでは梁材も

々慮することができ、ここでは山止め壁を等価な

梁材に置換して計算している 。

山止め変形予測の手順としては、各次J屈削終了時

こ・とに笑1開lの山止め変形に合致するようにぷの値

をさまざまに変え、紋も笑 iRI] に近い変形を与える

ゐを求める ( この作業を Fi t t in g という )。 こ の &

の値を用い二次段階の計t ) : を行い、 山止め変形予

測値とする。 図- 3 は二次掘削終了時における F-

itt in g 結果を示したもので、根切り底以深の土圧

として実測の主働土圧から受働土圧を差し号 |いた

分をかけてやり、 εsを当初の福岡 ・宇都の提案式

により求めた他の約おにして得られたものである。

つぎに有限要家法 ( F . E . M ) を使った周辺地盤の

挙動予測l手順について示す。予測計ー算の断面は 図

- 4 に示す純凶とした 。各次鋸削終了 H寺において、

失 illi Jの 山止め変形を強"i lJ変位として与えた計t ) : を

.  a  

行い、笑部1] の沈下に介主主するような E をεsと同僚

の手)1国で求める 。 そして )Jjl 塑性プロにより計算し

た次段階の山止め変形予測値を F . E . Mに強制l変

位として与え、かつれ t t t ng により求めた E を用い

て計算を行い、周辺地豊富の予測値とする 。 二次J屈

削終了時における周辺地盤のわ t t t ng 結巣を図 - 4

に示す。( ① 印が向架橋沈下実 i四iJf l也)

図ー 1 国鉄高架橋側断面

3  . ま と め

山止め壁の挙動予測に関しては、これまで多くの

笑績があり、今回の予測結果もほぼ妥当なもので

あった。しかし、変形量の算出に大きな影響を与

える凸は、設計段階で設定した値と、予測計算て'

採用した他に大きな差があり、 Esの決定方法につ

いてさらにデー タを蓄積し、その相 関性を調査し

ていく必要があろう。

F . E . M による周辺地盤の挙動ニf il! IJはあまり多く

の笑絞がなく、適切な入力データの決定法や施工

を) j-rM . した計算手順についてまだ検討の余地があ

り、今後とも実際の工事を通じて検証し; 精度を高

めていかなければならない。

また 山止め壁変形に よる周辺地盤の沈下を考える

場合、三次元的 な要素を取り入れる 必要があり、

これらを含めた総合的 な予測解析 シス テム の確 立

をめざして今後取り 組んでいきたい。

W. F・ I Wall Faundat i onの略. OWS - S OL E T A NC HE工法

によって梅築した鉄筋コン 7 リート地中堅体に耐鍵壁、

基礎ぐいを含む耐力ｾなどの機能を持たせるように設

計し情築された地下情遺体的i泊紘

E s  ・2 土の徽方向弾性係数

E ・3 土のヤング係数

陶 45パネ J レ( 国鉄高架矯側)

図 3  二次錨削終了時
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図- 4 二次掘削終了時 F . E . Mによ るF i t t i ng 結果

阪 本 保 孝

生年月日 昭相24年10. 月20. 日

最終学歴 昭相47年大阪よ浮謎築工学科卒業

業 歴 昭 和47年4 月側大林組入社、大

阪大林ピル、姫路市民会館、日

栄ビルほかの現場を経て、昭和

53年6 月、本1古池築工務部工務

課に配属、現在にいたる

工務課配属後、ヴィラ森田、藤井寺グリー

ンハイツ、大光ltt 機配送センタ一、 fli 水化

成天理工場、向砂変興ビ J レ、大阪チタニウ

ム真空溶解工場、神戸モードオリオンピル、

山岡メモリアルビノレ等の工事を飽当し、途

中、大阪駅ターミナルピルおよび大級様リ

7 ト7 " プエ併の脇工計画にプロジェクト

チームのー只として参画する

すいせんのニとぱ 金 国 家

山止めに| 刻する汁isi I l 主術の発展は

めざましいものがある . しかし、

計測されたデータを生かすには、

土圧理論を理解し、地下工 ＼ ｊｾ の施

工を知 っていてはじめて可能とな

る。

ヤンマーピ J レにおける計測管理の

成果は、阪本君の土に対する地道

な努力の結栄であリ、ここに推 ｉ Ｎ ｾ

する次第である .

青年技術者のことば. 訟は、山止め壁の役割は、地下躯体機築のた

めの空間を雌保することであり、その要求される性能は、| 則圧に耐

えられる強度と、許容変形量以内におさまる剛性と、許谷J呉義以内

におさまる地工粉! 阜の三つであると考えている 。通常の山止めMは、

上記の性能を満たしていれば、問題はないが、重要構造物に近接し

て施工する場合は、万が一は許されず、施工中も i主次安全を確認す

るために計測管理を行う必要がある. 計制'1管理を行うことは安全の

維認のほかに、その過位において設計と施工のフィードパ ックがな

されるので当該地盤の現実に却した形での土質常数等が把催できる

という利点を生じる 。また、一種の笑物大実験をやっているような

L のだから、データを ! M直することで、よリ現実の挙動に近い山止

め解析が可能となる .

今後、私はこれ句データの集積と解析システムの充実につとめ、最

適の山止め工法の立案と現場施工管理をめざし、。)f 鍍をu ! んでいき

たし、。



「住まい手」による住宅づくり

ー グループ分譲住宅「タウン高辺」に携わって-

を思えば、いずれの作業も重要で欠かせないもの

ではあるが、この経験を踏まえて、基本原理を損

なうことのない範聞で与せ' い肉をとることを追求す

ることが今後必要であろうと考える 。

住宅・者I1市繋備公団は、民間を主体としたコーポ

ラティブハウス運動や、住宅ニーズの多線化など

にこたえるため、新しく「グループ分譲住宅制度J

を発足させた。

この制度は「グループをつくり、自分たちで協同

して住宅を持とうとする人たちに対して、公団が

その住宅を建設し、長期割賦で譲渡する J もので

あり、募集方法、用地の取得方法別につぎの 3 タ

イプがある.

・タイプ I グループが自ら建設用地を準備し、

建設計画を作成して申し込む方労

・タイプ II 公団が所有する建設用地を提示して

グループを募集し、グループが建設計画を作成し、

公団が怨設する方式

・タイプ III 公団が所有する建設用地を提示して

個人を募集し、その人たちがグループを結成後、

建設計画を作成し、公団が建設する方討

「タウン高辺」は、このうちタイプ凹により事業

実施したものであり、見ず知らずの30名のユーザ

ーが集まって建設組合を結成して以来、約30固に

及ぶユーザー会談、 7 回の個別調整在を重ね、約600

日を経過して、この 8 月に竣工したものである。

事 業経 過

- 参加者の募集 54年 10月に募集説明会を 2 回聞

き、この方式に賛同するユーザーを募集した。一

般的な分線住宅と呉なり、入居までに 2 ヵ年近く

を要するこの方式への「戸惑いJ があったようで

ある。

・準備会の開催 ユーザーの初の集まりは54年 12

月に行われた。週 l 回、全 3 回の勉強会を聞き、

タウンハウス、共用施設等の学習と組合の設立準

{絡 をした。

・建設組合の設立と 協定の締結 新しい年を迎え

て正式に建設組合が発足した。会議は全体会議を

核に連事会と専門部会( 建築 ・生活管理 ・総務)

により構成された。公団との協定舎には「基本計

画 ・実施計画の作成はユーザー自らが調盤、決定

する」ことが明記された。

・基本計画の決定 限られた敷地内で、住練や集

会所の配置計画の討議に入った。とくに住棟 タイ

プの戸数配分に話題が集 中 し、 ユーザーの希望す

る住倣 タイプ数に近い形でレ配置計画が採択された。

ユーザ一会議の 回数が進むにつれ、階高 、設備 、

専用敷地面積、建設授の核分方法等の検討が行わ

れ、時間をかけて、合意形成を作りだした。

- 住戸位置の決定 ユーザーを、その希望する住

棟タイプ別に分け、住都Rタイプごとにまず位置決

定のルールを決め、そのルールに従って各自の住

戸位置を決定した。 心配された位置取りに伴う不

満は残らなかった。

・各戸間取 りの決定 個別の面接による最も大き

な作業となったのが間取りの問題であった。個別

調箆は、間取りの確定と、それに基づく内装 ・仕

上材の決定、および厨房機株や設備機務め確定を

目的とした。壁位置、窓位置等に数世帯ごとに合

意形成の作業があったり、二転三転するユーザー

も多〈見られた。この間ユーザーとしても相当の

勉強と労力が必要であったし、その準備の度合い

は、ユーザーによってかなり差があり、各ユーサ.

ーの待ち時聞のタイムオーバーが続出した 。

・実施設計 ・発注 共用部分と専用部分とに分け

て概算し、 7 月中旬に各ユーザーに譲渡価格を提

示した。住戸専用部分に限り個別打ち合わせによ

り設計変更に対応し、発注、着工となった。

今 後 の 検 討 課 題

このプロジェクトを振り返ってみて感じることは

まずこの制度は非常に魅力をもった住まいづくり

の手法であるが、企画者や設計者に過重な負担を

強いるとすれば、社会的普及や定着化は困難であ

ろうという ことである。この手}I頂がユーザーの合

意形成によるコミュニティの酸成につながること

それには、まず、 「集合による秩序J と「例人の

希望」という相反する問題があげられる。前もっ

て建設組合で「個別制約条件j を明確化しておく

ことてに計画参加の前提条件を作り、その認識の

もとに基本計画、個別設計の円滑化を計ることが

必要でーある 。

つぎにユーザー参加方式のプロセスを明確に設定

することが必要である 。ユーザーの決定範囲と専

門家の決定範囲を明確にし、専門家とユーザーが

いかに合意を醸成できうるかという点が、計図の

成否を決定するものである 。

最後に、コープ住宅で最も重要と考えられるのは、

ユーザー同士の合意形成 、つまり濃密な意志疎通

にある 。公平な情報伝達を条件として、理事会、

および小グループでの合意形成が力を発揮できる

ユーザー会議が逮営される必要がある 。

*  

80年代の住宅は、その質の問題を中心にますます

多様化されていくであろう。量的な住宅供給から、

地域に恨ざした、特定少数者への多機な住宅供給

が求められ、その方向は、住宅づくりから、コミ

ュニティづくりへと向かつてゆくことはまちがい

ないであろう 。 このような時代の要請に対して 、

コーポラティプ ・ハウジングは、新たに、社会的

意味をも有した住宅供給手法のひとつとして 、そ

の可能性が今後期待されていると言えるだろう。

所在地

富田林市高辺台 1 - 9

( 金制団地内)

工事期間

昭 和55年8月~昭和56年8月

敷地面積

5，770 附

住宅戸数

30戸

共用施設

集会所、駐車場、広場等

構造規模

R C 造、 2 '皆建

延床面積

3，140m' 

建築面積

1，712m'  
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藤里子邦 夫

生年月日 昭和21年7 月2 日愛媛県生まれ

鍛 終 学 廃 昭 和44年 大 阪 工 業 大 学 越 築 学 特

卒業

収 歴 日本住宅公団入社、府l工事事務

所設計鯨 ・市街地住宅設計; ; m

を経て、現. ( E 例画部住宅計画第

四諜に所属. グループ分譲住宅

をJ旦当

現也i までに拘当した主な業務

. 泉北鴨谷台団地建物設計

・北触ヶ丘団地建物設計

・リバーサイド峻北配置 ・挫物投"

・神戸ポートアイランド団地建物設計

・金剛グループ分譲住宅コーディヰート業務

・名谷コープタウンをコーディ手ート中

すいせんの ことば 立石宗一

藤野邦夫君は、公団版コープ方式

による住宅供給万式( グループ分

級制度) 関西地区第一号である「タ

ウン日辺」を初当。企画から笑施

に至るまであらゆる段階でその中

心的役割を呆たしまとめ上げた。

今後の公団住宅のあり方を発展さ

せるにあたり活躍が期待される 。

青年技術者のことば: 郊外型大脱線団地の多くは、自11市住宅地のー

形態として、ある評価を受け、その住まい方を定着させてはきたが、

宿命として負っている限界も少なくなかった。

住宅がfJ : から 'i'i の11与代に入 ったと言われて久しい。ml di の利便性と

ｆ 与し、居住性を備えた住宅、手づくり的な雰閤気が＿ｾｻう街並み、浪か

みのある近隣関係。{工まいに諜せられる多様な条例♂を i的たす高11市住

宅は、既成の街の中には随所に存在しているに迷いない。そうした

街の持つ魅力にどこまで迫ることができるか未知数ではあるが、社

会に貢献しうる新しいタイプの都市住宅をひとつひとつ試みてゆき

たいと考えている.



ヨーロ γ パでは十余年ほど前から指針が作成さ

れて利用できるようになっているが、わが国でも

このほど日本建築学会がこの P R C構造の設計 ・施

工指針( 案) を作成したので、その内容に沿 ってこ

の構造の特徴や設計法の概要などを 3 回に分けて

解説する 。なお詳細については文献1) や指針( 案) ・

解説の原稿などを参照されたい。

れつの発生や大たわみ事故なども、この P R C梼造

によれば、 R C部材の曲げひぴわれ幅やたわみを

制御する目的でプレストレスが導入されるので、

おのずと解決されることになる 。図 4 は断面終局

曲げ耐力を同じとした場合の曲げひびわれモーメ

ントや鉄筋応力がR C から P Cになるにつれてどの

ように変わるかを示したもので、わずかなプレス

トレス( 同図下側参照) によって鉄筋応力が、した

がってひびわれ幅が簡単に減少することが同図よ

り読み取れる 。

他方P C精進に対しでもこの P R Cは有利になり、

図 5 はその例を示したものであるが、応力度分布

図における破線は従来の P Cの場合を、実線はひ

びわれが入らない程度にコンクリー卜の号| 張応力

を許した場合のP R Cを示している 。この両者の σg

のf直、したがってこの flii にそのまま上tf列する P C

鋼材の公を比べると、 P R C では半減し経済的にき

わめて有利になる 。 それと同時に引狼鉄筋( 鋼材)

係数も小とな って、よりダクタイルな断面が得ら

れることになる。 ( つづく)

文献

1) 鈴木，l t 夫 : プレ ストレスト鉄筋コン クリート( 阻樋P C)

構造について GB R C( 日本建築総合試験所機関誌) 23.

1981 ・7

2  ) 鈴木，汁夫、 大野義照、佐田裕之: プレストレスト鉄筋コ

ンク リートはりの曲 11性状について ・コンクリート工学

年次 J); 演会講演論文集、第 2 回、 1980

3  ) 鈴木，1十夫、他 3 名 プレストレスト鉄筋コ ノ7 リート猿

部材の変形作 Ｚ ｾ犬についで Ｚ 日本建築学会近畿支部研究報

告集、 H百平[156年 6 月

4 )  CEB- FI P Model  Code for Concr ete St l' uctures 

1978 

8 8  

フレストレスト鉄筋コンク

リート ( PRC) 構造( その1 )

1 .  P R C部材の力学的特徴

同じコンクリー卜締造でありながら、現在の日

本では R CとPCI ; t 設計上別扱いである 。 図 1 およ

び図 2 は、この P R Cを仲介としてこれら両精造が

力学的に連続していることを示したもので、図 l

は単調載荷の場合2) の、また図 2 は正負くり返し

載荷の場合3) の荷重と変位に関する実験結果であ

る。 このように R CもP Cも本来閉じカテゴリーに

含め得るものであり、事実ヨーロ y パの国際規準4)

ではもはやこれらコンクリー卜精造の区別は行わ

れていない。

鈴 木 計 夫

現在コンクリート締造は、鉄筋コンクリー卜 (R

C) 構造、鉄骨鉄筋コンクリート ( S R C) 精進およ

びプレストレストコンクリート ( PC) 椛造が用い

られているが、最近新たに R C とP Cとを両極端と

してそれらの中間に位置するプレストレスト鉄筋

コンクリート ( PRC) 構造、いわゆる 血種 P C構造

が現れて利用され始めている 。

この P R C精造は、 R C に対しではわずかなプレ

ストレスを導入してそのひびわれ幅やたわみを制

御するものであり、他方 P C に対しではその プ レ

ストレスを減じて多少のひびわれ発生を許し、経

済的効果とたわみ、とくに反り上がり変位の制御

を行うことを目的としているが、この構造を利用

すると設計の自由度が拡大し経済的にも有利にな

るなどいろいろな利点があ って、多くの注目を集

めている 。

2 .  R Cから P R Cヘ、 P Cから P R Cヘ

RCt常造のス パン は普通数m程度、 10mを越して

使用するには少し無理がある 。 図 3 は R C、 P R C

および P C精進のおおよその適用ス パン を示した

ものであるが、 P R Cの出現によ って、従来 R Cで

は無理なため S R C造が利用されていたスパン10-

20mの部分が、より安価な構造で置きかえられ得

ることにな った。

また R C締 造 に と っては宿命的ともいえる大き

(すずき かずお大阪大字助教妓工博)
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( より線) 円 ζ 匂1 ' I V. O 何 事 F ・3 一

初引強力 (1) 11. 1  8.3 4.5 2.8  

スパン中央たわみ( 醐)

図 t R C、P R CおよびP Cばりの荷重 ーたわみの関係

Ｔ ｾ＠ P(t 加)

RC ｉｾ 丙 Ｑ Ｓ Ｍ Ｐ Ｑ Ｖ Ｓ

λ=0111  11  2  

H込.Q. .QI 13-016

プレストレ ッシン グ係数 λ

(= ー A p<rpy ー )

A 'rσry+ A pσpy 

口
A r + A p  

σ ' Y= 30∞kg/cnt 

σpy=110∞kg/ cnt 

F c =  3∞kg/cnt 

スラヂの短辺スパン (m)

RC 同一

PC 1 /'  / / / / / / / // ' ，  

図 3 R C、P R CおよびP C

構造の適用スパン

PRCl  1面尋寺i ¥l 2-016 Ｔ ｾ＠ P(ton)  

凡 J1I 2-016
2

- 4  - 3  Ｍ ｾｾ＠
/ ノ 7111佐v

一一 J 乾燥収縮 S ，= O  

l クリー プ係数伊1=0

1 s = 4 0× r  

伊=2. 0

4 6' ( 冊)
46' ( 凹)

図 4 P R C部材の幽げモーメン卜と鉄筋応力との関係

(b)P RCl  

Ｔ ｾ＠ P( 回n)

PC Ir可 13-9' 7.9
3

λ
= 1. 011 11  2  

l生全到3-919 1

- 4  - 3  - 2  - 1  A  

2  3  4 6' ( 聞) . _ / " ジタ伊p' 1  2  3  4 6'( 棚)

- 2  /  / / 〆/ A切U/ j - ;

- 3  (c) P RC2 ｌＭＭｴＺＮ｟ＮＮＮＭ ιｾ＠ 1- 3  (d) PC  

図 2 R C、P R CおよびPCI まりの正負 くり返し載荷鼠験結果

卜Ft 寸 断面応力度分布 t- fc 

〔算例の数値) Fc=400kg_! cnt .__ .___ t- - 一ー PC

fc '  = 0 .45Fc =180→ 160kg/ cnt r:::------- pR: c  

f c = F c/3=133 φ  

Ft  = F c/ 13" 30kg/cnt (引張強度1 1→40kg/cnt

Ft b=I .6F t =50"( 幽げ引張強度) ， 。

図 5 コンクリー卜の許容引張応力を大とした P C部材 (→P R C)
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個人邸の冷暖房方式

j峯柳 鍵

延 床 面 積200m' 前後以上の、いわゆる邸宅規模

の高級住宅の冷暖房設備について最近筆者が体験

したトラブル事例に、「運転貸が高い」というトラ

ブルがある 。 そのトラブル現象を追求すると、「設

計段階での顧客ニーズの把握不卜分」が最大要因

である、という結論に達した 。

「顧客ニーズの把握不十分」という要因に対して

いくつかの原因があげられたが、その中のひとつ

に、「設計者自身が顧客の潜在ニーズと冷暖房設備

の具体的機能との関連を明確に理解し得ていない」

という原因があった。その対策として表ー 1 に示

すような邸宅冷暖房設備品質機能展開表を作成し

たので、参考に供したい。

表 - 1 の要求品質側が顧客のなまの声( 言語デ

ータ) であり、それを具体的に細分化し置き換え

ていったものが狙いの品質の一次 ・二次展 開とな

る。狙いの品質の展開過程では数値データ( 壁の

熱貫流率、年間のランニングコスト等) が必要で

あるが、ここでは省いている 。

表 - 2 1こ邸宅規綴の高級住宅に適用可能な冷暖

房方式 10例を示す。各冷暖房方式が機能展開され

た具体的な特性に対してどのような対応可能かを

表ー l の対応度欄で判定した。冷暖房方式には冷

房方式と暖房方式の組み合わせで他にいくつかの

バリエーションがある 。

表 - 1 の活用に当たっては各項目の重みづけと

数値データが必要であり、その重み づけを行うこ

とが設計初期段階における顧客打ち合わせの重姿

テーマであると考える 。表 - 1 はシステム選定段

際での機能展開であり、実施設計段階では、より

詳細な展開が必要である 。

( さわやなぎとけし

，ＺＧＡｩＶＺ￞ ・ｰＮｾ学工業株式会社大阪支底技術部設計課長Ｉ

32 漣績と社会 / 附 昨 11 月丹

表 - 1 邸宅冷暖房設備品質機能展開表

分
狙

、、
の ロロロ 質 各 冷 暖 房 方 式 の 対 応 度

類

顧客の要求品質

一 次 展 開 一 次 展 開 イ ロ
一

ホ
〆¥ ト チ リ ヌノ、

A- l l l  屋恨・壁に断熱材 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

A- l l 建物の熱的性 A- 1l 2  ひさしの採用 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

能を高める
A- 1l 3  ペアガラス ・熱線

H且収ガラ スの採用

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

A- 121 配管熱ロスを小に

。 。 ム 。 。 ム ム × ム ム

経

する

A- 12 装誼熱ロスを A- 122 ポンプ動力を小に

。 。 。 。 。 6.  ム ム 6. d与

小 lこする する

A- 1 ランニングコ
A- 123 停止放熱器からの

。 。 6.  。 。 6.  6.  X  16. 6.  

ストが安いこ

自然放熱の防止

済
と A- 13 非使用室の冷 A- 131 各室ごとに冷暖房

。 。 。 。

暖房をしない 可能な システム

6.  6.  ム × ム 6.  

A- 14 システム効率

A- 141 冷房! 侍 。 。 。 。 。 。 。 。 。 ×  

が高い方式と

要

安いエネ Jレギ

A- 142 暖房時 。 コι x 。 6.  。 。 。 A  6.  

ーの採用

A- 151 熱源後援の容量を

。 。 。 。 。 6.  d与 6.  ム ム

A- 15 機器の使用率
適正化する

を高める A- 152 放熱機器の容盆を

。 。 。 。 。 。 。 。

適正化する

6.  ム

図

A- 21 設備' pl . の安い A- 211 現場工事貨が安〈

システムの採 かっ機擦の安いシ 。 正斗 i 与 。 。 。 。 x lO  ム

A- 2 イニシャ Jレコ

用 ステム

ストが安いこ

A- 22 当初冷暖房範

と

聞を最小限に

A- 221 追加設置の可能寺

。 。
t 斗 。 。 6.  ム 6.  ム 6.  

する

システム

8- 11 暖房時の頭寒 8- 111 足冗から l暖めるシ

ム 。 。 ム ム ム ム 。 ム ム

足熱 ステム

8- 12 暖房時の室温 8- 121 熱媒温度が品いこ

。 X I X  。 。 d与 。 × 。 。

立ち上がり と

機
8- 1 t : 鉛直に使用で

8- 13 好みの室温と
8- 131 冷房時 。 。 6.  。 。 d与 6. 16.  A  d与

き、かっ使い
好みの風速分

勝手が良いこ
布への対応

8- 132 暖房時 。 。 。 A ム と注 ＶＮ Ｑｾ＠ ム A

能

と

8- 14 室内騒音が低
8- 141 冷房時 ム 6. 16.  ム ム ム ム 6.  ム ム

し3

8- 142 暖房時 ム 。 。 ム ム £とh ム 。 ム ム

8- 15 屋外騒音が低
8- 151 冷房時 ム ふ ム ム ム 6.  6. 16.  ム ム

要
L、

8- 152 暖房時 ど斗 。 。 。 。 d込。 。 。 。

8- 2 操作しやす く
8- 21 冷暖房のための操作機器が少ない 。 。 。 。 。 6. l d込d込6. d与

因

かっ安全であ

ること
8- 22 危険性の少ないエネルギー源の使用 。 。 。 ム O 。 6. 16.  。 。

8- 3 飲怖がな く、
8- 31 機器の故隊が少ない

乙込 6. 16.  6. 16.  ム A 6.  ム ム

耐久性もある 8- 32 故障しでも影響の及ぷ範囲が狭い 。 。 。 。 。 6. 16.  ム ム d与

こと
8- 33 配管の故障が少ない 。 。 6. 16.  ム ム ム ム ム ム

C- 1 建築内装と 7
C- l l  E室内機器を建築的に隠す d込6 . 。 ム ム 。 。 。 。 。

ヨτZ盛Er  
y チしている

術 こと
C- 12 室内機器の色を内装に合わす X  1  X ， 

。
X  1 )メ

。 。 。 。 。

要 C- 2 建築外観と設
C- 21 屋外設置機器が少ない方式 X I X  。 X I X  。 。 。 。 。

因 備がマッチし

ていること
C- 22 屋外設置機器を建築的に隠す X I X  。 X I X  。 。 。 。 。

経済性を丞視する場合 。 ム × 。 6 . ム 6. 1  X  X I X  

総 合 評 価 機能性を重視する場合 ム 。 。 ム ム ム ム 。 6. 16.  

芸術性を重視する場合 X I X  。 X I X  。 。 。 。 。

表 - 2 各冷暖房方式一覧

3e 
主エネルギー源 熱 源 機 総 放

書k
機 器

方 式

号 冷 房 暖 房 冷 房 E重 房 冷 房 暖 房

イ {悶 日リ }j  式ー l 電 気 電 気

------ ----------

ヒートポンプルームエアコン

ロ 個 別 方 式 ー 2 電 気 電 気

------ ------

ルームエアコン 電 気 床 暖 房

ノ、
個i J IJ -トセントラ Jレー l 電 気 電 気 空冷チラー

----------

ファンコイ Jレ 電 気 床 暖 房

一
個別+ セ ントラルー 2 電 気 灯 油 ｾ＠ 灯 油 ポ イ ラ ルームエアコン コ〉ベワ守一

ホ 個別+ セントラルー 3 電 気 ガ ス ｾ＠
ガスセントラル ルームエアコン内蔵ファン

H是 房 機 コンハ〈クター

^  
セントラル方式ー l 電 気 電 気 空冷ヒートポンプチラー 7  7 ンコイルユニ y ト

ト セ ン ト ラ ル 方 式- 2 電 気 灯 油 空冷チラー 灯 油 ボ イ ラ フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト

チ 七ントラ Jレ方式- 3 電 気 灯 油 空冷チラー 灯 油 ボ イ ラ 7  7 ンコイ Jレ 温 水 床 暖 房

セ ン ト ラ ル 方 式 - 4 電 気 プf ス 空冷チラー ガ ス ボ イ ラ フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト

ヌ セントラル方式ー 5 ガ ス ガ ス 小 型 ガ ス 冷 温 水 器 フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト



1  . 舗装、オー バ ー ・レイ

2  トンネ ル 複 工 、 法 面 保 護工

3. 左官モルタ ル

4. 間仕切壁

5 . コ ンクリート 二次 製 品 ( ヒュー ム管、機益、

柵板、パイル、 etc. )

6  道路縞床版、そのイ也

これらの適用においで活用される S F R Cの 特 性

は、ひび割れに対する抵抗性、靭性、ヲ l張り 、曲

げ、せん断強度が主である 。 そのほか、凍結融解

作用に対する抵抗性、両折衝撃性、疲労強度、耐摩

粍 性 な ど が 、 前 記 の 特 性 と 併 せ て 活 用 さ れ る 場 合

が多い。

また、適用に当た っては、無筋コ ンクリ ー ト締

造物の性能向上をはかる場合( 前記1 . - 4.  ) と、

鉄 筋 と の 併 用 に よ る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 部 材 の 性 能

向上を関る場合( 前記 5. - 6. ) とがある 。現 H寺点

では、 Ivl 者のケ ースが大下を占め て い る。 - }J 、

耐稜壁、主主 ・梁 接 合 部 の せ ん 断 補 強 な ど に は 、 将

来の適用が予想、されている 。

I管進を示す のは、 図 - 3 、 4 、 5 に示す曲げ強度、

引 張 り 強 度 、 せ ん 断 強 度 で あ る 。 また、 5単性係数

は 同 一 圧 縮 強 度 の 普 通 コ ン ク リ ー 卜 と ほ ぼ 同 等 で

ある 。

施工材料の頁

S F は 新 し い 材 料 で あ る 。 わが国で市販されて

8 年 、 実 用 化 が 進 ん だ の は 近 年 の こ と で あ る 。 こ

の問、関係者の努力により、 '80年 3 月には、トン

ネル技術協会から S F R Cの設計施工指針が刊行さ

れ、 S Fの 使 用 に 便 利 と な った。土 木 学 会 で も 指

針 作 成 が 進 め ら れ て い る 。 ま た 、 建 築 学 会 も 指 針

作 成 を ふ ま え た 調 査 研 究 が 開 始 さ れ る と 聞 い て い

る。 このような動きにみられる よ うに、 S F の 本

格的な実用化にむけて、 S F R C技 術 の 蓄 積 と 定 着

化 と が 着 々 進 ん で い る も の と 思 わ れ る 。

( た しろ きょう いち 株式会社神戸製鋼所利材部技術A 長)

あとがき5. 

3 . 調合および施工

S F R Cがその性能を十分に発揮するためには、

S F をコ ン ク リ ー 卜 中 に で き る 限 り 均 一 に 分 散 さ

せることである 。 そのために、 S F R Cの 調 合 は 普

通 コ ン ク リ ー ト に 比 べ 、 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 が 小 さ

く、 細骨 材 率 が 高 く な る 。粗骨材の最大寸法は、

使用する S F長さの) 1 - % が目安である 。細 骨 材

率は、 55- 75%で、 S F 混入率軍事により定める 。

単位水量は、 S F の か さ ば り の た め 、 普 通 コ ン

クリートに比べ得加する 。表 - 2 にS F R Cの 調 合

例 を 示 す。

つ ぎ に 施 工 に つ い て 留 意 点 を 述 べ る 。 コンクリ

ー卜への S F の 分 散 が 不 均 一 で あ る と 、 フ ァ イ パ

ー・ボールが生ずることがある 。 そのようなこと

がないように、繰り混せ・時の S F の投入には、 図

- 6 に示すような S F分 散 機 を 使 用 す る と よ い。

ファイパー ・ポールが生じない限り、 シュート

打 設 、 パ ケ ッ ト 打 設 は も ち ろ ん 、 コ ン ク リ ー ト ・

ポ ン プ に よ る 打 設 も 、 普 通 コ ン ク リ ー ト と 同 様 に

お こ な う こ と が で き る ( 図 ー7 ) 。 さらに、吹付け

施 工 、 振 動 、 遠 心 力 な ど に よ る 工 場 成 形 も 、 既 存

の 機 器 を 利 用 し て お こ な う こ と が で き る 。

8 6  

鋼繊維補強コンクリー卜

( SFRC)  

鋼繊維補強コンクリート( 以下 SF RC) は 、 短

い 鋼 繊 維 ( SF) を一様に分散させたコンクリート

で あ る 。 直 径 が0. 3- 0 .6mm、長さが20- 4伽 m程 度

の S F が 一 般 に 用 い ら れ る 。 使 用 量 は 、 コ ン ク リ

ー 卜 容 積の 1 - 2  %  ( 重量で80- 160kg/m' ) であ

る。 (図 ー 1 参照)

現 在 広 〈 用 い ら れ て い る コ ン ク リ ー 卜 は 、 圧 縮

カ に は 強 い け れ ど 、 引 張 り ・ 曲 げ ・ せ ん 断 に は 弱

〈、脆い材料である 。 それに比べ、 S F R Cは ひ び

割 れ に 対 す る 抵 抗 性 が 大 き い う え 、 ひ び 割 れ が 生

じた後も S F が 引 き 抜 け つ つ 外 力 に 抵 抗 す る 。(表

- 1参照) このことから、 S F R C とすることによ

っ て コ ン ク リ ー ト を き わ め て 靭 性 の 高 い 材 料 と す

ることができる 。

恭一

まえがき

田代

4. 適用

S F R Cは 、 普 通 コ ン ク リ ー ト に 対 し て 適 用 さ れ

て い た も の で あ れ ば 、 ど の よ う な も の に で も 適 用

す る こ と は 可 能 で あ る 。 とくに効果があるとして、

す で に 実 績 の あ る 適 用 分 野 は つ ぎ の と お り で あ る 。

2. 強度特性

S F R Cの強度は、 S F混 入 率 と と も に 増 大 す る

(図 ー 2 ) 。普通 コ ン ク リ ー ト に 比べ 、 顕 著 な 強 度

民験法 :1嗣裂鼠験
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・粗骨材最大寸法: 15mm ( 砕石)

• W/ C:  50% 

・スラ ンプ 8011

' SF寸法: O.5_11 x 30mm 

・空気量 : 5 %( A E減水剤使用)
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建物の臨目熱と防? 里

名古屋工業大学教授

宮野秋彦著

建物の省エネと保全のための手引き

〈害事 1 編 断 熱 編) ，建物の断熱 エ ネ ル ギ ー 消費 と断熱 省エネルギー

化 の 手 法 ・・・・ 2 建 築 材 料 の 熱 特 性 伝 熱 持 性f直 イ云熱特性f直の測定と表示

方 法 建 築 材 料 の 断 熱 性 能 3 建 築 周 断 熱 材 料 断 熱 材 料 の 種 類 繊 維断 熱

材 気 泡 断 熱 材 その他の断熱材 4 空 気 層 ・ 通 気 層 の 伝 熱 特 性 構 造 体 内

の中空層 空 気 層 の 伝 熱 特 性 通 気 層 の 伝 熱 特 性 5. 構 造 体 の 断 熱 特 性 構

造 体 の 熱 貫 流 特 性 開口部の熱貫流特性 しゃ へ い係数について 6 断 熱 の

考 え 方 快 適 な 室 内 環 境 と は 断 熱 工 法 断 熱 の 要 点 と 評 価

〈第2 編 防 湿 編) ，建物と湿気 湿 気 に よ る 被 害 と そ の 原 因 結 露 は な

ぜ 起 き る か いつ どこに起きるか 2 建 築 材 料 の 湿 気 特 性 材 料 の 吸 放 湿 特

性 と 調 湿 作 用 透 湿 特 性 の 測 定 と 表 示 方 法 3 建 築 周 防 湿 材 料 防 湿材料の

種 類 シー ト 状 材 料 塗 装 材 料 シー ル 材 料 吹 付 け 材 料 4 湿度境界層・

中 空 層 の 透 混 特 性 湿 度 境界層 の 湿 度 分 布 と 透 湿 特 性 空 気 層 内 の 湿 度 分 布

と透湿特性 5 す き 間 ・ 開 口 部 の 透 湿 特 性 す き ま の 透 湿 開 口 部 の 透 湿

6 結 露 防 止 の 考 え 方 結 露 を 防 ぐには ・・ ・・・ 他失 敗例 等.

A 5 ・176頁・定価1400円
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〈目録進呈〉 6学 芸 出 版 社
京都市下京区木津屋精通西洞院東入 合 075-343-0811

内 定 市 内 ヨ1:"I- ' w7X

あらゆる防水のニースごを満たす複合防水

特 長

① 常 温 硬 化 型 ア ス フ ア ル ト 冷 工 法

塗膜は無溶剤硬化型で塗布後、すぐシートの敷込が可能です。

② 抜 群 の 信 頼 性

塗膜防水と シート防水の長所 を兼備した 3. 5mm摩の復合防水

工法です。

③ 完 壁 な 耐 亀 裂 性

防水層は特殊なニ層矯造の為、耐亀裂性に優れている 。

④ ア ス フ ア ル ト 防 水 の 補 修 に 最 適

鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

本 社 / 防 水 事 業 部

東 京 支 怠

名 古 屋 支 后

<iiT 542 大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 1 丁 目 3 番 地

( 丸普 石 油 ピ J レ7 階)

T E L 大 阪 06 (245)  8  2  4  1  (代 表)

<iiT 141 東 京 都 品川 区 西 五反 田 7 丁 目22番 17号

T EL 東 京 03 (494)  2  7  4  1  (代 表)

<iiT 450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 丁目 17番 目 号

T E L 名 古屋 052(581)  1  

( 鐙紡 ピル 3 階)

2  7  1  (代 表)



SYSTEM KI TCHEN 

東 陶 機 器 株 式 会 社

大 阪 支 社 干530 大阪市北区曽板崎 2 - 3 - 7 梅新第一生命ピル来館

T E L  0 6 - 3 6 5 - 0 5 0 4  

ショールーム 営業時間 月~土 9: 30- 17 :  30 休館日 日限 ・祭日
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日本建築協会

月間の動き

昭和56年 9 月分

理 事

.6. .  

: M 

22日 4 時- 5  H寺 於会館集会室

出席者 塚本会長、足立副会長ほか11名

議rl:c (1 )定時評議民会にかえて苫面表決の件

(2)第18阿「よろず.相談住宅展 JI制緩の件

(3)忘年懇親会開催の件

(4 耀築工事実務講習会共催の件( 広島)

(5) 問会述合協定工事請負契約約款改正の件

(6 )中国建築事情視察団派遣の件

(7 )入退会者承認の件

(8 )報告事項

事 業 委 員

若い会員の集し 、小委員会

.6.. 

: M 

1 日 611寺- 911寺 於会館集会室

出席岳 山形副委員長、太田・桑田各併事ほか

13名

J:il Ｇｬｾ＠ (1)1II1向の事業委員会の報告

(2)第 3 同「クラ シッ ク家具の世界… 石川謙

量産氏に聞 くーー」の企画について

(3 )第 4 阿以降の企画について

広報小委員会

2 日 6 時 - 9 時 於会結集会室

出席者 原兄副委員長、北岡 ・今野各幹事ほか

5 名

J議事 (1)前向の事業委員会の報告

(2)第51向展示写真q若を緑に第 11回」の経過

報告

(3 )第52阿以降の展示写真に ついて

(4)本年度の研修企画「太陽熱利用に関する

研修会」に ついて

見学会小委員会

7 日 61時- 811寺 於会館集会室

出席者 七出副委員長、永弁幹事ほか 6 名

議事 (1)前回の事業委員会の報告

(2)7 月、 8 月の見学会の実施報告

13)9 月の企画についての経過報告

14)10月以降の企画について

中国建築事情視察団分科会

9 日 61時- 8 時半 於会館 3 階会議室

出席お お品主査ほか 5 名

議事 (1)参加申込についての報告

(2)交流懇談会についての報告

(3)今後の企画について

(4 )委貝、事務局の参加費について

委員会

10日 12時 、ド- 14時15分 於会館集会室

出席{ 1 三品委員長、鶴田 ・原兄 ・山形各別委

ぬ長、永弁幹事

議事( 1 ) 各小委員会の事業報告及び事業企画につ

3 6  也築と 社会 / 1981年1lJ' 'f1-}

いて

(2f 中国建築事情視察団」についての報告

若い会員の集い企画分科会

10日 6 時半 - 9 時45分 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 桑 田 主 査 ほ か 4 名

殺事 「建築家以外に聞く」の企画について

若い会員の集い企画分科会

16日 611寺半- 9 11寺 於会館 3 階会議室

出席者 葛谷主査ほか 4 名

議事 「デイスカバー近畿今弁凹Tを訪ねる」の企画

について

若い会員の集い企画分科会

22日 6 時半 - 9 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 寺 尾 主 査 ほ か 2 名

議事 「建築家に IUI <  J の企画について

若い会員の集い企画分科会

28日 6 時半 - 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 桑 田 主 査 ほ か 3 名

議事「香川県の建築を見る( 仮称)J の企画について

中国建築事情視察団打合会

30日 12時半 - 2 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 高 島 主 査 ほ か 3 名

議事 (1) 交流会のテーマについて

(2)第 2 回オリエンテーションについて

中 国 建 築 事 情 視 察 団 説 明 会

24日 6 時- 7 時40分 於会館集会室

出席者 視察団参加者 9 名、高島主査、旅行社

古川平三郎氏( 新日本国際K. K. )  

内 容 ( 1)旅行手続面についての説明

(2)次回オリエンテーションについて

出 版 委

委員会

員

.6. .  

: M 

7 日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出席者小林委員長ほか 5 名、学芸出版社 ・京

極氏

議事 (1耀築技術選舎経過報告

(2 )建築技術選舎の企画について

住 宅 委 貝

委員会

.6. .  

2玄

9 日 5 時50分- 7 時 於会館集会室

出席者小西委員長ほか11名

議 事 第18回よろず相談住宅展の件

住宅展打合会

22日 6 1時- 811寺 於会館集会室

出 席 者 小 西 ・山下正副委只長ほか 2 名

議 事 第18回よろず相談住宅展出展勧誘について

編 集 委

構造分科会

員

A 企』

: M 

9 日 3H寺- 4 1時半 於会館集会室

出席者佐藤幹事ほか 4 名

議事 (1 ) 2 月号締造特集の企画

(2 ) 1 ' " 構造の頁」の確認、そのほか

委員会

10日 4 時- 5 時半 於会館集会室

出席者 三輪委員長、酒弁 ・渡辺各副委員長 I:f.

か2 名

議事 (1) 9 月号「住宅 ・都市整備公団一関西におけ

る都市軍基備を中心とした新公団の役割」

特集経過報告

(2)10月号「間仕切壁の性能評価」持集経過報

告

(3)11月号「第28回青年技術者」特集報告

(4)12月号「身障者施設の計画と整備」特集編

集幹事会報告

(5)  1 月号「新たな商業空間の展開」特集報告

(6)2 月号精進特集について

(7)3 月号医療施設特集について

(8)4 月号施工材料特集について

(9)5 月号以降の特集企画

Ｈｬ ｏ ｾ 表紙デザインの件

(11) l j J ( 支状況報告

作品作風小委員会

18日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者小野副委員長ほか 3 名

議事 (1断建築調査表の選定

(2) 1 ' " 新たな商業空間の展開」について

広告企画小委員会

21 日 411寺- 611寺 於会館集会室

出席者 波辺副委員長ほか 9 名

殺事 (1)9 月号「住宅・都市獲備公団」特集広告収

入報告

(2)10月号「間仕切壁の性能評価」特集広告途

中経過報告

(3)11月号「第28回青年技術者」特集報告

(4)12月号「身障者施設の計画と設備」特集広

告企画

(5)1月号「新たな商業空間の展 開」特集広告

企画

(6)  2月号「近畿の地盤と地質」特集

(7)3 月号「病院」特集

(8 )収支状況報告

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会

10日 1  11寺- 4 時 於会館集会室

出席者 三輪泰司 ・加藤邦男 ・金本賢治 ・酒井

貞 ・山田俊満 ・横井元日自 ・鈴木 J十夫

簾谷消二 ・出崎進 ・小島雄 ・天道一

(  9 月14日に選衡) の各選衡委員

誠司I 第28回青年技術者選衡一応募者18名のうち

11名を選衡ー

建 材 委 員

委員会

.6.. 

: M 

17日 411寺- 5 時半 於会館集会室

出席者 牧問委員長ほか 7 名

材料説明: 大阪セメント 2名

議 事 ( 1)材料説明“ ライオンプラスター "

(2)今後のメインテーマ

(3 )今後の新建材紹介コーナー

法 規 委 員

小委員会

.6. .  

: M 

17日 311寺- 4 時半 於会館 3 階会議室

出席者 中間 ・勝村副委員長

J罪事都市景観特集テーマの件

委員会

22日 3 時 - 5 時 於会館 3 階会議室

出席者 岡本委員長ほか 9 名

議事 (1)都市長観の特集テーマの企画について

(2)法令コーナーテーマについて

(3 )そのほか



若 い 会 員 の 集 い

クラシ ック家具の世界

.... . 石川謙蔵氏に聞く ・・・..

18日 5 時50分 - 8 0寺 於日本綿業倶楽部

出席者 62名

議 師 ク ラ シッ ク家共工芸家 石川謙蔵氏

見 学
ム

玄

解体修理中の童文・南禅寺三門の見学と

金地院の茶室( 重文・八慈の席) を訪ねる

26日 2  n寺- 4  n寺半

出席者 29名

講 師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 ・工学博士

岡 田 孝 男 氏

京都府文化財保護諜主任技師

川嶋ー維 氏

建 築 8 団 体 会 長 午 さ ん 会

9 日 正午 - 2 時 於大阪ガスピル食堂

出席者 26名

建 築 ク ラ ブ

朝食会

8 日 8 時- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 80名

当日は大阪市立環境科学研究所附設栄養専門学校

長 ・岡村一弘氏より、長生きするための食事につ

いてお話を伺 った。

役員会

包日 正午 - 1 時50分 於会館 3 階会議室

出席者塚本代表ほか 6 名

議事( 1) J J l I . 支会計状況の報告

(2 )忘年懇親会開催の件

(3 )今後のスピーカー

(4 )10月以降の司会者について

(5 )来年度の朝食会費に ついて

1 1  [  

年
亡
山
山 親懇

ム
一
品

金地院にで

合同打合会

30日 12時半 - 14時 於会館集会室

出 席 者 建 築 協 会 : iffi 村事業副委員長ほか 1 名

建築士会 . 向石副会長ほか 2 名

建築クラ ブ : I梶山運営委日ほか l 名

議事 (1) f 制緩日時のf牛

(2)開催湯所の件

(3)共催団体名の件

(4 )合同委員会設置の件

9 月 の 入 会 者 (敬折、略)

建築技術選書図 発売中

UI I  11&.  ¥.  晶副ｾｩｅ面 ｱｧ 三 ｅ
宣司E 噌 酒 ζ..... ＮＦｉｾ＠ 11ー- 竺

E 旬 、 国 ' 也 弓 田 署 切 ， 、 I I  

〔団体会員 l 社〕

岩!i 7J レミサ y シ附

〔個人会員10名〕

浦島 i登児

情 本 周 明

三木 省二

村 瀬 憲 M t

-
4

夫

司

宋

邦

情

主

ロ

肝

本

末

雄

官

阪工 大学教授 竹 内 吉 弘 ・ 識 もザ 諮 豊 島 田 耕一 著

大原 千幸

平 野 正fii

宮崎 敏 子

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

地震火災や地域災害を含めた耐震工学の入門書

1  地震と地震動災害 地震動 過去の

被害地震資 料 地震時の 災害締 造

2  地震時の災害形態 建築物の地震被

害 地震火 災 地震 によ る地域的災害

3  耐 震 設 計 耐震設計法 地袋動観測

実在建築物の振 動 特性

4  防災計画 地震災害と 防災 防

災計画 大 規模地震対策特別措置

法 (各章末に参 考文献 を示す)

A 5 ・160頁・ 1300円

.  ;  

.  
， 

，::1 

( 目録進呈〉 6学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋通西1糊 入 創 刊

37 



地淳三，芝

l!:i ffi 唱L 'こコ

総合天井システム知器 )  

耐震 ・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法、い、A L T S工法、は当社惣自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材とー格化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの股備ゾーンとの組み合せ、さら! こ

間仕切、ブラインド B O Xなどの取り付けも可能lこした多機能を跨っております。 ( PAT. 6件)

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 ・ 信(06) 312- 4131附

東 京 東 京 都 港 区 新 情4 T目2番 第29蘇 ピ ル 〒105 電 信(03) 437- 3361間

福 岡 福 岡 市 樽 多 区 住 吉 2 T 目 16番 27号 〒812 電 信( 092) 291- 045鎖倒

名 古 屋 名 古 鹿 市 西 区 俵 町2 丁 目 守 番6 号 干451 電 信(052)522ー 54361問

仙台仙台市本町 Ｒ 丁目 Ｑ 番 Ｘ 号第 Ｑ 広瀬ピル干 ＹＸＰ ・信 ＨＰＲＲＲＩＶＵＭＶＵｾ

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 登 1111 1  9 番 旭 〒900 ・鱈( 0988)53ー 印 刷 仰

奥村重兵衛株式会社

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4- 2-4 ( 英和ビル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 腐 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 (堂ピル5階)

電 話 大阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市中央区八幡通 1- 16( 電話221 2923) 

テトカッパー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です。

この防水層は ( 一層防 水) 施工するだけで、防水は完鐙です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に' s み、耐酸、耐業品性に{ 憂れ、腐蝕しません.

コーパ ータイト 新 工法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

選議

奥山化工業株式含紅

『

・.
「

.-

F

.

・

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電話 ω (391) 1081- 2  

埼玉官業所 埼玉県桶川市東1- 6- 10 電路 0487(74) 2845- 6

厚木出張所 神謀川県厚木市金回宇宙畑259 電話 0462 ( 21)  6092 

名古屋出強所名古屋市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県諸富町 電脂 ω52 ( ( 7)  2945 

大 島 応 用 化 学

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計・施 工

φ 郡朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 田J I - 25- 7 電 話 (434) 6171 (大代)

大 阪 支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2  7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・ 繍 浜 ・瀞岡・ 京 都 ・ 神 戸

震災詞古家処童設計地工

φ 株 式

会 社
大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局 7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 疋 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 区 FIII "l 通 o - 2  - 8  'dllt 占 神 戸341 局 5 8 9 2  

電気・空間・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

・m 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内 I実江戸嘱 l T 目10番 17 ｾう 〒 ＵＵＰ 'lItぷ (44 1) 8231 

: $ : 社 東京都中央医銀座 2 了円 2 番17号 〒104 司l，jl; (535) 5251  

支 社 大 阪 ・ 東京・ 名古原

支 庖 札 幌 ・ 仙台 ・金 沢 広 島 ・ 絹I珂

営 禦 所 析潟 . )ピ廃 ・岡山 高位 . Ａ ｩ ｾ 本

出廻所 帯広・皆殺 ・秋田・星車問・前矯 ー千葉・備T兵 ・静岡

富山・福弁. ) 豊田・京郎・神 戸 ・徳山 鹿児島 那覇

海外支庖 シンガポール

空 気 調 辛 口 訟 1.1

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房 ム

環 境 衛 生 総 訟

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 務 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 玉置 純治郎

埋 事 支 庖 長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2  a書 地 電 紙 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 ー日比谷 三倍 ピル

支 底 名 古 屋 九 州 ・ 北 海 道 ・ 中 国 東 北 ・ 北 陸

出 張 所 備浜四国・商事問・盟国・岡山 ー金 沢 ー新 潟

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気鯛和枝傭 ・その他管工事一切の段針. . 工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代図区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

.結 03- (270) -7411的

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電 信 06- ( 443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 . 所 仙 台 ・ 千 票 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 広 島 ・ 植 岡

出 強 所 掴 弁 ・ 倉 重 量 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

令三建設備工業株求書社

大 阪 支l苫 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 殺 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 績 浜

。 棒 式 会 社 三 晃 空 調

取 締 役 社 長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371 

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ Jレ 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 中 央 2 丁 目 10 番 12 号 旬 結0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁 目 4 番 22号 電 話092ー 761- 3795

出 張 所 横 浜 福 井 ー京 都 ・神 戸 ・ 松 江 高 松 ・下 関 ・ 沖 縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官哩， よりよき環境へ技術で挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、= ー' 本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁68番地( オートセンターピ Jレ2階)

郵 便 番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

冷凍空洞;;11 大 阪 市 大 淀 l互 笠 崎 4 丁 目 5 Ifi: 21 1;ー

郵便I f i : 丹531 電 訴 大 阪 (06) 374- 2  4  5  5  Ifi  

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2丁目 2醤 5号( 九段ピル 8階)

郵便番 号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$  新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂μ 浜 1 丁目 2 需 6 号( 新大ピ Jレ)

電 話 (06 )  ｾＴ＠ - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4- 2( 三井第 二別館)

電 話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大 代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 大 分

cl eanOi r  
/丸

ｏｾＡＡＡ き芸業啓東舎 ｦ さ
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商昂は空気です。 v  c  

， "  
大気扇土

40 

ｾｌＯ滞日協抗 措
志社 ・賓京支庖 東京・s・岡市巨酉鱗宿2司6・: ・03-3材 一1田川大代} 大眠宜E ・06-..4ト-5851 ( 代}

名古置宣底・田2-211- 1535( 代 ) 九州宜l ! i . 曲2-431- 2147 世 鍵問 . 札幌ー 仙 台 ・梱i兵 京都

神戸 広 島 出 明 断 斬瑚・ 童沢 大宮 ・静 岡 ・量田 ・ 岡 山 ・ 松 山 間 窓 鹿 児島 沖縄 ・バンコク

空 気 調 和 ノ〆、¥ 織 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 『云- : / 設 計 施 工

第ー・エ紫株式会社

大阪支庖

大 阪 支 庖 〒 530 大 阪 市 北 区 凶 天 満 3 r 円 6. 昏 1 4  F}  

電 活 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 間 ぱ 丸 の 内 3 r 目 3 番 1 ｾｽ＠

0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

日差 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ 凶

ー+ー

大阪支! 高 大阪市北 区芝田 1丁 目4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 一千代図区神田級河台 4 丁目 2 番 地

r moDI . 骨 コ
空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 虚 設 備

東 洋 煎 工 . 繊 武 盆 極 大 阪 安 倍

大阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事土 東京邸中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

: t : 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

Z 孟A 2 12 大阪市北区西天満 5 - 11-12  電話 06 - 313 - 1846 

ｾｨ ＭｩＺ ｴ ｾ 枚方市甲斐回東町 Ｙ 番 Ｓ 号 電話0720- 49- 2128

設 備 都 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電訴 06- 313 - 1846

F U T A B A Y A  D E CO R A T O R S .L T D  

給 - 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電S重大阪 ( 458) 3531番

支底 ・営業所 福岡・ 京都・ 天理・川西

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本ヰ土及京都支庖 ，; ( 都市南区西九条豊田町 2 0 番 I也 の 1

1ft 訴 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大阪市北1'( 入=渦 )-: ' -20 電 話 ( 06 ):l 52- 350) lfl: )  

三 重 支 庖 t 宮市 栄町 2 - 1  ) )  m，!T;( 0592) 26- 36UX代)

四日市営業所 I川 11 市 di・丙. . ! < Ｏ Ｎよ関 ｦｭ お い ＵＹＳＩＺｾ ，ー ＷＮ ｉ Ｚ ｬｬｉ ｦ｜Ｉ

滋 賀 営業所 A 1f t  d HT  出浜 13 - 15 電. l !; ( 0775) 22 - 97: l 8(代)

名古屋営業所 約山Ａｩ ｴ､ｩ 小村 Ｑ＾＼Ｂ ＮＱ ＱＱＱ 武 ｬＭｾ Ｚｬ・ＡｬＡ， ｬ ，ｦ， ( OS2) 452ー 37川 向

(ii'Ii 'T i 舎町震届観S

ー｡ＺＮＮＮＮ，ｾ
Ｍ・・・ ｆ 可 ｾｉｾｉ ｉＺｉｾＮ

③石毛説場梯芸iI

じ反

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・施 工

図翻

( 創業大正 7 年 )

平山王業務長念駐

大阪市西区江戸沼1丁目 22番7号

含 06- 441 - 1994 ・443- 0331

空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 上 下 水 道 施 設

環 境 衛 生 施 設 ・ 公 害 防 止 施 設 / 設計・施工・監理

⑬ 山 田Z 損 織 京 倉 純

本 社 大阪市西区 J芦田T堀 1 - 6 - 8 電 話 06(443) 8161 ( 大代表)

(環t.ll 装置事業部専用) 電話 06(447) 0831 (代表)

分析センヲ一 大阪市淀川区 三 ｩｾｬ 出市トト ＳＵ 電話 ＰＶＨＳＰＸＩ 1491 

支 庖 東京・名古屋・福岡

営 業 所 京商1・神戸 ・姫路・広島・ 高松 ・松山

建築物脅制自等 造作工 事、家 具建具 ・室 内装備工 事

内 外装 飾 織 物・窓掛敷物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06)349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第12064号



電 気 設 備 の 頁

社

E ・ 4‘

エ ! 玄

博 三

TEL 大阪06 (385) 1361 (代)

TEL 大阪06 (385) 1361 ((t )  

TEL 京都075(311)  1185 (代)

TEL 東京03 (574) 0  6  6  5  

TEL 福岡092(771) 6  1  6  8  

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

電 気 ・ 計 装 工 事

6逮

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 313- 1101

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大阪支社長

大阪市東区高蝿矯五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 続 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 偏 向

営業所・出張所 全国主要都市 20令所

電 気 工 事 設 計 施 工

輿

代 表 取 締 役 士 平 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - S (金ピル 7 際 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 灰 ヨ 本 矯 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 判 l 筏 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一一
一

株 式 会 社

社

底

ヨド

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 エ 司E段 計 鎗 ヱ

S注

実中田
取締役社長

H  

底

本

支

大 阪 市 西 区 北 堀 江 1 丁目 10番 2 号

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 褒

東 京 ・名 吉 原 ・広 島 ・ 福 岡

社本

庖支

営業所
神 戸営 業所

電気・計装・空調工事設計施工

￞ ＢｩＷト圃 ｉｾ 工［Ｎ［ｾ二 ｙ リレヲ漁民 Ｘｦｴ仏

総合般備工事 〈股署十・施行〉

建 築 ・電気・アンテナ・送電線 ・プラント ・計装・空調・土木

⑧ 
山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 続 ・ 警 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都 ・高砂- 三原・徳山・松山 ・新屑浜 ・福 岡 ・沖縄

造氷
取締役社長

社

支 l古

事 業 所

本

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

J C 

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151 ( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福岡

正

h  

-，コ代取締役社長

本土本

Board&Sl ate 

フ タ パ 罵 板

事業所

@圃

東賢明

Standard 

雨 水 濁 入 剣 晃E 防 止

耐震耐! 弘

安 定 経 量

ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

掴

迎

区

司

町

T

目

七

四

・

一
電

話

制

五

O

六

五

} 瓦 |

・ 貼 瓦

イ ル

タイ ) v I  

一

社 寺 数 奇 屋 周 瓦 ・ … 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 遺 書 用 瓦 ・・・・・ ・大 仏 取 ・ 貼 瓦

内 外a同 様 変 焚 術 タ イ ル ー ー 大 仏 タ イ ル

新 発 売ー 古 代 土 器 開 高 温 〆 タイル ー・・ 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

電 気 設 備 ⑤

陽 電 気 株

代表取締役 山 本

本 社 大阪市北区中之島3-2-4 朝日ピル

本社営業所欧 閉 市垂水町 3 - 34- 6

京都営業所 京都市右京区西京極 E吉野町 21

東京営業所 東京都中央区銀座6-6-7 朝! 日ピル

福岡出張所福岡市中央区薬院 1 - 14- 8  

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新僑 2 - 1  S  ( ニュー新橋ビル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺 ・千 葉・ 字 都 宮 ・ 隈 本

ツ

株 式 会 社 弐

京事 ｅ 市東山区ＢｉＭｾ野大仏池田町 Ｙ 町 Ｙ 075(541 )33“ { 代 )

東 京 都 新 宿 区 西 阜 綿 田 3丁 目23. 8 号 03 (202)7帥l ( 代 }

早 稲 田 セ ン ト ラ ル ピ ル 1 F  

京 都 摘 木 ・山 岨 ・欄 戸

41 

唱エ

八 セ ト モ 百 貨 底 ご U周 下 bzυ 

種

ガラス製品卸問屋

セ ト モ ノ の デ パ ー 卜

各ポri 耐 酸

陶器、
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奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  ＢＩ浮寝Ｊｾ民怠

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1ー 13- 33(献 本 町バ ス 停前 )

電 話 大 阪 06(532)代 0461 ・550

天 理 営 難 所 宍 辺 市 丹 波 市 町 新 町 50

電位省 ｉｅｾ の防火材料

ソリジットスタイン 基材問等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3 骨

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o0  0  4 骨

本 社 大阪市東住吉区駒川 2-4- 22 電話 (06)702ー7814- 7

東 京 事 象 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

特殊壁装材製造販売和室に最適

ー一一一一・緊楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

t111l 働問ヨコ!]D:2

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社ブヲ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大阪市東区平里子町 3 - 6 - 1

平里子町セ ンチュリーピル F  

営業品目 プ ー ル ・ 水 処 理 用 各 種 フ ィ ル タ ー

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖 I  I  ボイラー・熱交換器・サウナ設備

大 阪 支J吉

大阪市東区高随僑 2 丁目 9 野村ビ J レ5階 電話 大 阪 (202)4905

⑨犠式会社 ｉｾ 血指書

本社 〒543 大阪市天王寺区寺田町2丁目2番12号 TEL(772)  5307 

東 京 干162 東京都 新宿区市ヶ谷台四T8 番地 TEL(353) 9595 

電気・空鯛・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑憶に/

理斐言愛 月刊

置ｾｾ十圏直面Ｋｾ圃Ｋ圃圃Ｋ圃圏直

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会， 文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニ ーズに こたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニ ーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

・ニュース 圏内・海外ニュース，機器 ・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

雑誌B 5 判・ 100頁・定価10∞円一一申込次第見本送付

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中・年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3-2-19建築会館2階 出 版 部 (0③) 561-7181 事務局 (03) 561-1765(銀行振込先 ・三菱銀行京橋支底普通預金0055-082)



111 t i 回

以帥h

ｴｦ 慈 市ｾ

OiVo♂ 

本 書[1

大阪支庖

支 庖

J I l 野田工クスパン

ヲヌ ＢＢＧｔｾ

膨張材

防錆淘l

Jll 野田セメント線式盆最

東京都江東区豊洲 1- 1  - 7  TEL 531-4111 

大阪市北区梅田 1- 8  - 17 TEL 341-8331 

キ凶晃 ・仙台 ・東京 ・名古屋 ・大阪 ・高松 ・広島 ・福岡

a  

w  

各種障害撤去・砂礁層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

盤 中 市 宝 山 町 22 番44 号 干560 電話 (06)841ー 7121- 3  

豊中市利倉東1丁目 16番5号 干561 電話 (06) 863- 0207 ( 代)

本社

工場

製造元 日盟マスヲーピ ｊＢＹｾ 弐株式会量

販売元 J rt モ. J . ' J コ. . : r 勾雇主税&まミ重言語主

本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 26  • 03-582-8811 

大阪' j : l ' 業所/ 大阪市東区北供 3 - 7  • 06- 202・3294

措 ｃｾｉｉＮｊ 三氏
営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防本・シート防ポ・モルタ Jレ防水

・樹脂注入接着工法 名樋樹脂注入接近補修じ事

・ 亀 裂 補 修 工 事 件 徹 樹 脂 注 入 充 横 コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン ク 工 事 シリコン ・チオコール・ ウレタン アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン ・弾性タイル・その他

く〉建 殺 築 許 可 大 阪 府 知 事 許 "f Ｈ般 ＭＵＳＩ お Ｕ ＱＲＲＵｾ［ﾭ

o日本シーリンク工事業協会々員

大阪市北区末広田r3  - 2  1  I.J.ι 、比三t : . " r A- . . . . . . . . . 主主主

!It 事11也1; 1( 1，1 関I ピJレ201 S  ¥a. J  ￬ｯｦＧｾヲコＮＺＮｲて Ｗ ＴＮｊＱｉ
T E L  06( 3 15) 070 1  V ' ・γ 圃 J  ＣＭ・・ｾＭ、ｲＧＣ .  

。 ＮＮ＾Ｑ ｟｜｜ｩｾＭ 険代の断熱用シｾ人
Iジー・ 4 み

目n/"イナ11ーシート P

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判開刊四回開2 T 自由号( 干畑ピJv)

社

雪月二.In CS A ＷＮＺ，ニＢ， ｮ ｬＡｾ，ニ ｊ ト
セキサンパイル ( S M. A C. P C. R C)  

カネライトフォーム A L C . 鋼 材

建 築 材 料 一 式

宗 産 業 株 式

代 表 取 締 役 j賓 岡 浩

事土 〒629- 31 京 都 府 竹 野 郎 網 野 町 下 網 野

T E L  ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0 ( 代 )

〒 624 舞 鶴 市 領 来 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

ム

玄浜

本

舞鶴 Ｇｩｾ Ｇ・業所

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

.7.，二.I nCSA. …- ……………・……・・コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・子二 Ｎｉ ｮ Ｎ，ｾ， ヨニ ＮＱＮ ……・……・………鉄骨ベース、
( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ ＱニＮｉ ｮｾ Ｚｊーデ吻 ｉｊｾ ………・・……コンクリート躯体の漏水補修 に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

・子二. In E S … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

ＮｔＮ ｾｮｉｉｏｏｏ ・……………………・コンクリー卜パイルの早期出 荷と
( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

会株業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

T E L 大 阪 ( 0 6  )  

式

4 4 3 - 6 1 8 1  3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大 阪 ( 0 6  )  

T E L 東 京 ( 0 3  )  

社/ 本コト

式株

--
ネ土

ム

宮式株産洋 物光 キ土

. A  

; D;  

T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 1 3 - 3 8 8 4 ( ケンザイシャ内〉

43 

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0  6  )  
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S K式

滋縫議離・

設備合理化に貢献する

! i ! . J ーユトヨ山コ

ヵνυ コトJ !!Jコ

- 実用新案特許第 1196331号 多 数 有 名 な 建 築 物 に 納 入 実 績 有

( ステンレス製)

< S K型〉

I }畜式(桝 ) / 3 層式/ 4 層式/ 床置式/ こと問用

〈特長〉

・コンパクト化lこより工期短縮

・軽量で据付費の大幅低減

・徹底した生産合理化

・優れた耐震・耐久性

・取扱いの快適性並び衛生的

一
向
一

圃

・

・

虫
、

d

日

ステンレス製ヘアーライン仕上

骸ホ桧ボ11J'l7r..

H型 W型

くSI く型〉

( 土間埋設型)

S K- A B- 20H  - 35H型 1. 2 . 3  

S K- BB- 20H  - 35H 型 1. 2

( 壁画埋叡型)

S K - AB- 2 0 W- 3 0 W型 、

S K  - BB- 2 0 W - 3 0 W型. / - テ・ヨコ

〈特長〉

・外観ガ簡麗

・錆びにくい

・腐食文字( ペイント焼付)

・取り扱いの快適性

・施工ガ簡単

〈営業毘目〉

SK式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リン トラ y プ/ F 型 グ

リースト ラッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散 水 栓 ボ ッ ク ス/ パ ル

プボッ クス/ 他 ス テ ン レ ス製 品 加 工 全 般

t量 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カタログ ・納入実績表御請求ください。
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、

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

新 刊 好 計 発 売 中 /

建築型わく工法マニュアル 高橋昌著

A 5 ・216頁 定 価2，600円 ・ 送 料300円

建築技術者のための

聾内外装の損傷と補修同編集部編

B 5 ・289頁 定 価3，600円 ・ 送 料300円

回A 5 ・430頁 定 価3，800円 ・ 送 料300円

建築構造問題快答集 同編集部編

固A 5 ・385頁 定 価3，800円 ・ 送 料300円

上巻 B 5 ・453頁 定 価6，000円 ・ 送 料350円

震建築工事検査の実際 亀田哲彦

下巻 B 5 ・535頁 定 価7，000円 ・ 送 料350円

閉じ失敗を繰り返さないために

警失敗の実例にまなぶ 同編集部編

B 5 ・279頁 定 価3，600円 ・ 送 料300円

建築構造計算資料集 (計官編著

第 1 巻鉄筋コンクリー卜構造編(1) B  5 ・240頁 定価3，800円

第 2 巻鉄筋コンクリート構造編(2) B  5 ・212頁 定価3，000円

第 3 巻鋼構造編(1) B  5 ・225頁 定価3，200円

第 4 巻鋼構造編(2) B  5 ・256頁 定価3，500円

第 5 巻鉄骨鉄筋コンクリ一卜構造編 B 5  .208頁 定価3，200円

第 6 巻基礎構造編 B  5 ・249頁 定価3，800円

防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・-
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ J レ③シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ 7 ・@シ ャ ソタ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の f也キ寺手朱 シ ャ ッ タ ー の 製 i盆

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

築 按 術

- フラ ッ トな屋根の大張間構造一一一一一一一松井 輝、吾 tまか

- 巨大フォークリフトと舗装工事一一一一一井上 博

- 新耐震設計法の考え方と問題点( 2) 一一一尾崎 昌凡

- 無菌病室( 2  ) 一一一一一一一一一一一一一一一一内山 満

・建築企画シリーズ: 旅館業( 2) … 一一一一福田龍一郎

. P S コンクリ ー ト建築設計ノート ( 6) 一一一長倉 四郎

- 構造物の動的解析 ( 9  ) 一一一一一一一一一一一一一石丸 辰治

・材料と工法 '81 :断熱材打込工法一 一 一 一 一 編 集 部

- 構造計算データシート 一一一一一一一一一一一一一中川 淳

建築経済統計図表 ・フォトニュース ・ トピックス ・建築家

の良誠 ・続者コ ーナー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

直後購読ご希望の場合年間予約金￥1 0，2 0 0 (送料共)

哩1>160 東京都新宿区北新宿1-8-1 中島ビル 8 F 甑ｾ沼 ｅＳｅｅｅｅｩｆｅ 振 替 口 座 東 京0- 72417番 8 東京 (363) 4211 ( 何
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良 品rzTt ｬＧｉ レヲ ｊｬ 歩 Ｙｊｾ
錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( S  S  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ボックス波・ W ジ ャ ン ポ 波 ・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ポ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 極 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁 ) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

選議市 IJ I !J 9J 乱暴9J l 製造路式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電話 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 44 電 話 大 阪 ( 06)488- 1081 ( 代)

支 唐 及 工 渇 大 阪 ・九州| ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 放 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 ( 0484)42- 3115(代 )

支 庖 及 工 場 東 北

「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ比ヨ- t ' h

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

( 縫量1f t ) 包コンウリー トパネ J レ)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら J苫舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

46 

へーベルライトは、パネ Jレ全面に補強

芯材を内服しています。木造住宅・鉄

骨住宅どちらにも- : : { 'Y チする 外カ ベパ

ネルとして注目を集めています。

. 断 熱 性 が 高 い

・ 火 に 強 い

. ヒ ピ 割 れ し に く い

. 重 厚 な タ ト 観 を つ く る

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

・冷 n変房貨を節減する、省エネ Jレギー建築をつくることが

できる。

・火 災 に 対 し て 安 全 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 渡 に 強 い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・短 期 tlil で好み に合った、美しい建築をつくることができる。

・隣 接 建 築 物ー ぱい に 建 て ら れ 、 敷 地 の 有 効 利 用 が で き る 。

- 建 築 中 、 周 囲へ の迷 惑 が 少 な く て す む。

- 乾 式 工 法 で か つ 断 熱 性 が よ い た め 、 結 露 に よ る ジメ ジメ

やカピの発生のない健康的な建築をつくることができる。

・丞公! 惑があり、近代! 怒党に満ちた建築物をつくることが

できる。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工業続格 (JI S) 製ZI

建設大臣認定耐火柵造部材省エネルギー協力製品

旭 住 民 主 建 材 繍 式 会 事 土 ヘーペJL

〈露〉野新興子材三業所、.臥タI =r 550 大 阪 市 西 区 南 沼rr 4  - 3 2 - 1 1  %r  ( 06)  538- 2951 ( 代)

明 石 支 庖 干673 明石市西新町 2 - 12- 14 f t078(922) 0007 (代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 f t0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 ( 柳井総合卸センヲー内)

f t08202 (2) 5211 
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τ，宅，ョ.1. ‘ v ご1- .ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性・摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すベ り抵抗性にす ぐれ ている 。

4  弾力性 ・弾性があり、万一亀裂ができ ても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても 、コンクリート、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

フ リン トコ ー ト に つ い ての お問合せは 下 記へ

j限式会ffii シェル厄;i^版発売所

ＧＷモ ｉｾｉＭ 二ｉｬ ｾｉＭ 部

大阪本部 罰 530 大 阪 市 北 区 堂 島 ;兵 1 丁目 2 の 刷 新 大 ビ ル 9 F) 合 (06) 343- 0441 

東 京 南104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ビル ) n (03) 562- 4676 

福 岡 気810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 - 5( 舞鶴ビル 3 F ) n  (092) 77ト 1961

1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIillllllllllllllllllll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1' 
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80年 代 を 担 う 画 期 的 な 新 材 料

詳強力不織布ルーフィン釣〆リーズ

新強力ギル・強力エイト

強力アスロン・強力キャップル

強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ の 特 長

・耐疲労破断性/ 岡IJ 性が高〈 、くり返し 応 力 に 耐 え る。

強力不織布ルーフィングは、強じんで高い剛性を持 っ

ているのでL 下' _ _ _ . - 地挙動による局部応力やそのくり返

しを受けても容易に破断しません。

これに対して剛性の低いルーフィング

は 変 形 し や す く 簡 単 に 伸 び て し ま

い疲労破 断 が 生 じ や す く な り ま す 0

. 耐久性 / 腐 朽 変 質 す る お そ れ が

なく長期間の防水効果を保証する。

強力不織布ルーフィングは基材自

身が腐らない合成繊維で、しかも

含 浸 塗 覆 ア ス フ ア ル トに市判長・ 耐

久 性 に す ぐ れ た ア ス タ イ ト を 用 い

て あ り ま す の で 長 期 間 腐 朽 変 質 す

るおそれがありません。

・寸法安定性 / 形 状 が変 化 せ ず 安

定した防水層を形成する。

強力不織布ルーフイ ングは 、 寸 法 安定 にすぐれたビ

ニ ロ ン 繊 維 不 織 布 を 用 い て い ま す。 H汝湿 、H投ノドや温

度変化によってルーフイング類に伸縮が生じること

な く 安 定 し た 防 水 機 能 を 維 持 し ま す。 その上耐ノド性

にすぐれたアスタイトが個々の馳維を 完 全 に 被 覆 し

ているため乾湿のくり返しによる形状変化をおこさ

ず 安 定 し た 防 水 層 を 形 成 し ま す 。

・柔軟性/ 低温でも脆くならず、寒冷地の防水にも

好適である。

嵩 だ か な 基 材 と 低 温 特 性 に す ぐ れ た 針 入 度 指 数 の 高

いアスタイトとの相乗効果によ って 、 き わ だ った 柔

軟 性 を 示 し ま す。

アスフ アル ト防水は 、建築諸工法の変革にともない

幾 多 の 変 涯 を 経 て 今 日 に 至 っていますが、 70年 間 の

実 績 に 裏 付 け ら れ た 安 定 し た 評 価 は 、 新 し い 材 料 と

工法の開発に支えられ、さらにゆるぎなし、ものとな

って い ま す。東 西 ア ス 協 組 は 創 立 以 来25年にわたり、

現 代 建 築 の 要 求 に 対 応 し つ つ 、 防 水 界 を リ ー ド し 続

けてきました。アスタイトや強力ギルソイドなど、

新材料・新工法の実績が高く評価され、昭和 46年に

① アスタイト Ｑ Ｎ Ｕｾ

②強力エイ卜

③ アスタイト ＱＮＲｾ

④新強力ギル

⑤ アスタイト Ｑ Ｎ Ｘｾ

⑥ギルスポット

⑦立上り強力エイ卜 V

⑧三星プライマ - O.3 .t

歩行用押え防水仕機

PC- 25  

は 防 水 工 事 用 ア ス フ ア ル ト の J I S化、昭和52年 に は ス

トレ ッチルーフィング( 不織布ルーフィング) およ

び 穴 あ き ル ー フ イ ン グ の J I S化が行われました。東西

ア ス 協 組 で は 、 さ ら に 理 想 的 な ア ス フ ア ル ト 防 水 シ

ス テ ム の 確 立 を め ざ し て 鋭 意 研 究 を 重 ね て き ま し た

が 、 こ の た ぴ 独 自 の 画 期 的 な 開 発 技 術 に よ り 、 新 し

いルーフィング、強力不織布ルーフイ ング シ リ ー ズ

一一一一一新強力ギル・強力エイト・強力アスロン・

強力キャ ップル の 製 造 に 成 功 し ま し た 。 そ の 製 造

技術はわカ王国ではもちろんアメリカやヨーロ ッノマな

ど主要諸外国の特許も取得しており、まさに80年 代

を担う待望のルーフイングといえるでしょう 。
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円程;

ｼこのほか ｾ ・ ｐ ｃＭＱ Ｕ ・ ｐ ｃ ・ ｭ ・ ｬｬｬＡＡｉＡｉｭｬ カ ‘ あります 。 ｉ

アスタイト

1.5kg 

刷毛塗

強力エイト

1. 立上り隅は防水層の損傷を受けやすいので、 強力ヱイト V を用いて補強貼りとする 。

2. 貼仕舞には強力ガムシールを 塗布する。

新強力ギル新強力ギル

歩行用押え防水仕様例 PC- 25

ギルスポット

PC- 25 

ｕ ｾ東西アスフガレト事業協同組合

V 田島ルーフインク" 株式会社

東京 〒 101 東京都千代田区岩本町3- 1卜13 電 話 (03) 863- 5631

(03) 862- 8531 

電 話 ( 06) 443- 0431〒550 大阪市西区京町堀卜 10- 5

雑 誌 03379一一11

大阪


